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寵姫志願!? ワケあって腹黒皇子に買われたら、溺愛されました
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第一章　舞姫の旅立ち













　短い夏が終わり、村には実りの秋が訪れようとしていた。空は高く澄み渡り、山からはひんやりとした心地のいい風が降りてくる。

　今日は年に一度の収穫祭だ。村のみなが集まり、賑やかに酒を酌み交わす。貧しい暮らしの中では精いっぱいのささやかなご馳走も並べられている。祭壇の前では、数名の年若い乙女たちが神に捧げる舞を披露していた。

　みなの注目を一身に集めているのは真ん中で踊るリディアという名の少女だった。陽光のように明るくきらめく金の髪と、頭上に広がる澄んだ空を映したかのような青い瞳が印象的な愛らしい娘だ。

　音楽が鳴りやむと、緊張感から解放されたリディアはほっと息をついた。

　十七歳になったばかりの彼女は今年が初めての参加にもかかわらず、一番神に近いとされる祭壇の正面で踊るという大役を任されていたのだ。踊り終えた少女たちが一礼すると、観客からは歓声と盛大な拍手が贈られた。

「リディアの舞は別格だな。こんなにうまい娘は見たことない」

「その通りだ！　歴代一番の出来だったな」

「こりゃあ、来年は豊作間違いなしだ」

　村人たちが口々にリディアを褒めたたえる声が聞こえてくる。リディアは恥ずかしさから顔を赤くしてうつむいたが、内心はうれしくてたまらなかった。なにせ、リディア自身が褒められたのなんて初めてのことだったから。褒められるのはいつだってリディアのふたつ年上の姉、マイアだった。

『マイアは本当に美しいわね。それに比べて、リディアは……せっかくかわいい顔をしているんだからもう少ししとやかにできないのかしら』

『リディア！　また転んで怪け我がをしたの？　少しはマイアを見習ってちょうだいな』

　マイアのように上品に、女らしく、何度そう言われてきただろうか。みんな悪気があってのことではない。それはわかっていても、言われるたびにリディアはおもしろくないと思っていた。自分の活発さや勇敢さは男の子だったら褒められているはずなのに……。

　そんなリディアにとって、収穫祭での舞を褒められた、ただそれだけのことがこの上ない喜びだったのだ。

（もっと練習しよう！　来年はさらにうまく踊れるようになってみせるわ）

　興奮も冷めやらぬなかで、リディアは自分の踊りにさらに磨きをかけることを決心したのだった。

　この収穫祭をきっかけに、村でのリディアの株は急上昇することになった。これまで、嫁に来てほしいと請われるのは姉のマイアばかりだったが、リディアにもたくさんの縁談が持ちかけられるようになったのだ。リディアはまだ十七歳。焦るような年齢ではないが、あと数年もすれば結婚適齢期を迎える。

「なぁ、リディア。バロック先生のところのカイネと結婚するって噂は本当なのか？」

　ある日の午後、家の前で洗濯物を干していたリディアのもとに、お隣の次男坊ルークがやって来た。ルークとは同じ年だが、リディアは甘ったれなところのある彼を弟のように思っていた。

「ん～、バロック先生からそんな話があったのは本当よ。でも結婚なんてまっぴら。私、アイツ大嫌いだもの！」

　バロック先生は村で唯一の教師で、誰からも好かれる人格者だ。リディアも彼のことは心から尊敬している。だけど、その息子のカイネは昔から弱い者いじめばかりする卑怯者で、リディアの最も嫌いなタイプだ。結婚なんて死んでもお断りだと思っている。

「けど、バロック先生のところは金持ちだろ？　お前が嫁げば、家族はみんな喜ぶんじゃないか？」

　核心を突くルークの指摘に、リディアはうっと言葉を詰まらせた。

「……そうなのよ。カイネって外面と要領だけはいいでしょ？　父さんも母さんも、これ以上ないいい縁談だって大喜びなのよ。でも、カイネだけは避けたいわ」

「じゃあ、誰のところに嫁に行くんだ？」

　ルークに問われてリディアはしばし考え込んだ。ここは小さな村だ。縁談相手の人となりはよくわかっている。カイネ以外はみな、気のいい優しい青年ばかりだ。

（だけど、正直言って全然ピンとこないのよね。だいたい、今までマイア、マイアとうるさかったくせに、舞う姿が意外と女らしくてよかったから……なんて、馬鹿にしてるとしか思えないわ）

「結婚なんてせずに、私も手に職をつけて働くってのはどうかしら？」

　ピンとこない相手と結婚するよりは、そちらのほうがずっといいような気がする。リディアは本気で言っているのに、ルークは不思議そうな顔をした。

「だから、女の仕事は結婚して子を産むことだろ？　なにを言ってるんだ、リディアは」

　そして、あきれたように笑った。

「……そうね。冗談よ」

　ルークはわかってくれない。ましてや父親も母親も……村のみんなはリディアの抱えるこの思いに気がつきもしないだろう。

（あーあ。なんで、女に生まれちゃったんだろう。男なら勉強をがんばれば、仕事を選ぶことだってできるのに。女なんてつまらないわ）

　リディアの家は裕福ではない。カイネのもとに嫁げば、困ったときは助けてもらえるだろう。それが一番の親孝行になることはわかっている。わかっているけれど……。

「なぁ、リディア。カイネが嫌ならさ、その……えっと……」

　ルークがもごもごとなにか話そうとしていたが、リディアの耳には届いていない。

「あー！　でも、やっぱり嫌なものは嫌！」

　突然発せられたリディアの大声にルークはびくりと肩を震わせる。

「ありがと、ルーク！　ルークと話してたら、自分の気持ちがはっきりしてきたわ。カイネのもとに嫁ぐのは嫌。父さんに正直に伝えることにする」

　リディアは空になった洗濯かごを勢いよく持ち上げると、くるりと踵きびすを返しルークに背を向けた。

「お、おいっ。待ってよ、リディア」

（決めた！　結婚は当分しない。なにか女でもできる仕事を探そう！　できれば、うんと稼げるやつがいいわ）

　その日の夕食後、リディアは自分の決断を家族に告げた。父親も母親もうんと驚いたが、マイアだけはやっぱり……という顔をしている。リディアがほかの娘たちのように結婚に憧れを抱いていないことを知っているからだろう。それに、気の弱いマイアはよくカイネにいじめられてもいた。

「本当にバロック先生からのお話を断っちゃっていいのか？　先生のところなら、うちより何倍もいい暮らしができるぞ」

「いい暮らしができたって、あんな卑怯者の嫁になるなんてごめんだわ」

「卑怯者？」

　いまいち誰のことだかわかっていない両親に、マイアがフォローを入れてくれた。

「あのね、カイネって大人たちにはいい顔するんだけど、昔から意地悪なところがあって……私もリディアの気持ちはわかるわ」

　マイアの説明で、カイネの本性については両親も納得してくれたようだ。

「言われてみれば、たしかに調子がよすぎるところがあるかなぁ……」

「そういえば、カイネは一度縁談話が破談になったことがあったわねぇ」

「あぁ、そうだったな！　バロック先生の息子ならと思っていたが、そういうことなら……」

「ありがとう！　父さん、母さん、わかってくれてうれしいわ」

　最悪な道は回避することができたようだ。リディアはほっと安堵した。

「だけど、カイネ以外の縁談はなんでダメなんだ？」

「うん……あのね、父さん。私、結婚じゃなくてなにか仕事をしたいわ。勉強をうんとがんばって、バロック先生みたいな教師になるとかさ」

　父親はルークとまったく同じような顔で苦笑した。

「仕事って……こんな田舎で女ができる仕事は父親の手伝いか夫の手伝いのどちらかだよ。街に出れば違うのかもしれないけどなぁ」

　この村で言うところの〝街〟とは、王都のラバンのことだ。この村でラバンに行く機会がある人間など領主くらいのもので、リディアたち庶民は一生足を踏み入れることもない。つまり、リディアが仕事を見つけることなど不可能。父親はそう言いたいのだ。

「でもっ」

　リディアはなおも反論しようとしたが、父親は笑ってそれ以上は取り合わなかった。

「ははっ。わかったよ、リディア。お前はまだ十七歳だ。結婚相手を探すのはもう何年かしてからにしよう。村のみんなには俺からそう説明しておくさ」

「そうね。あと数年もすれば、きっと結婚したくなると思うわ」

　両親はリディアが結婚を拒むのは若さゆえと思い込んでいるようだ。

（そういうことじゃないのにな……）

　気持ちが伝わらないもどかしさを感じつつも、無理やり結婚しろとは言わない両親の優しさにリディアもそれ以上はなにも言えなかった。

　リディアの両親が「縁談はしばらく保留に」と村のみんなに伝えてから、数日後のことだった。リディアは父の畑から夕食に使う野菜を採り、家へ帰ろうとしていた。畑から家へは近道となる林の中の小道があった。薄暗く不気味だからとマイアは嫌がるが、リディアは気にもとめずいつもその道を利用している。

　もう少しで林を抜けるというところで、リディアは誰かにうしろから羽は交がい締じめにされ、林の中へと引きずり込まれた。どさりとリディアの体は乱暴に地面に投げつけられる。驚いて顔を上げたリディアの前に立っていたのはカイネだった。

「いきなり、なにするのよっ」

「なんで縁談を断るんだよ。俺のどこが気に食わないんだ？」

　カイネは長身で引き締まった体つきをしている。顔立ちも悪くない。すかした感じで性格の悪さが滲み出ている……とリディアは思うが、顔だけはかっこいいという意見も多数あった。

「どこがって……だって、あなたのこと好きじゃないもの。トマトが好きじゃないのに理由はないでしょ。それと同じよ」

　リディアはあっけらかんと言い放った。本当は理由などいくらでもあげられるが、カイネとそんな議論をするのも嫌だった。

「それにね、マイアに振られたあてつけに私と結婚したって、マイアはヤキモチなんて焼かないわよ。だってマイアはガロンにベタ惚れだもの」

　カイネは幼い頃、マイアをいじめていたくせに、彼女が村一番の美女に成長した途端、ころっと態度を変えてマイアを口説くようになったのだ。しかし、マイアは幼なじみの優しい青年ガロンと相思相愛で、つい先日婚約を交わしたばかりだ。そう美形でも金持ちでもないガロンに負けたことに、カイネは納得いかないようなのだ。

「うるさいっ！　姉妹揃ってコケにしやがって」

　いかにも金持ちの馬鹿息子といった台詞せりふを吐きながら、カイネはリディアにのしかかろうとした。

（殴られるっ）

　咄嗟に歯を食いしばり痛みに耐える準備をしたリディアだったが、ベストタイミングで助けが入った。

「お、おいっ。カイネ、なにしてるんだ!?　妙なことしたら、バロック先生を呼んでくるぞ」

　同じく畑からの帰り道なのであろうルークがうしろから走ってきてくれたのだ。バロック先生というひと言がきいたのか、それとももともと本気でなにかをする気はなかったのか、カイネはチッと舌打ちすると、すごすごと逃げていった。

「大丈夫か？」

　ルークの手を借りてリディアはゆっくりと起き上がると、服についてしまった土を払った。転んだ拍子に手の甲をすり剥むいたようだが、それ以外には怪我もなさそうだ。

「大丈夫よ。ルークが来てくれて助かったわ」

「縁談を断ったから、逆恨みされてるのか？」

「みたいね。やっぱり断って正解だったわ」

　リディアはルークに心配をかけないよう、明るく笑い飛ばした。が、ルークは妙に真面目な顔でじっとリディアを見つめた。

「どうしたの？　ルーク。そんなに心配しなくても平気よ。ああいう奴って口ばっかりだし」

「なぁ、リディア。カイネが嫌なら俺のところに嫁に来ないか？」

　突然のルークの言葉に、リディアは目を丸くして驚いた。ルークがそんなことを言いだすとは思ってもいなかった。

「なによ、急に。そりゃカイネよりはルークのほうが何倍もマシだけども……」

「だったらさ、考えてみてよ」

　甘ったれのルークにしては、今日はやけに押しが強い。リディアは少し考えたが、きっぱりと首を横に振った。

「ごめんね、ルーク。ルークのことは嫌いじゃないけど、私、いつかこの村を出てみたいと思ってるの」

「はっ!?」

　突拍子もないリディアの回答に、今度はルークのほうが目を丸くする番だ。

「立派な夢とかがあるわけじゃないんだけど……人生は一度きりじゃない？　この狭い村しか見ることができないなんて、もったいないと思っちゃったのよ」

　目を輝かせて語るリディアの横で、ルークはがっくりと肩を落とした。

「なんだよ、それ。普通に振られたほうがずっとマシだ。……けど、リディアらしいな」




　それから一年後。

　リディアの舞は神には届かなかったのか、今年はひどい凶作となり収穫祭どころではなくなった。収穫祭のための酒も料理も用意できなかったのだ。もちろん、リディアの「村を出たい」というひそやかな夢も、なんの進展もしていなかった。

　いったいどうして、こんな事態になってしまったのだろうか。自分たち家族は貧しいながらも必死に働き、至って真面目に生きてきたのに。善良な人間に救いの手を差し伸べてくれるのが神ではなかったのか。

　リディアは口をへの字にして、きっと天井を睨みつけた。空から見守っているらしい神様を取っ捕まえて問いつめてやりたい。半ば本気でそんなことを考えていた。

　狭い室内には重苦しい空気が立ち込めている。痩せこけた頬に生気のない顔色。恰幅のよかった以前の面影などすっかり失ってしまった父親が、悲痛な声を絞り出した。

「すまない、マイア。だが、このままでは……お前も含め家族全員がのたれ死にするしかないんだ」

　マイアは弱々しい笑みを浮かべてうなずいた。月の光をたたえたような白銀の髪に、湖水にも似た淡いブルーの瞳。村一番とうたわれるその美貌は二十歳になった今、花盛りを迎えていた。

　マイアは婚約者のガロンと来春には結婚式を挙げる予定だった。マイア本人はもちろん家族みんなでその日を心待ちにしていた。けれど、このままではその日は永遠に訪れない。

「本当にごめんね、マイア。ガロンと幸せになれるはずだったのに……」

　母親の目からは大粒の涙がこぼれ落ちた。それを見たマイアは静かに首を振った。

「父さんや母さんのせいじゃないわ。ほかに手の打ちようがないのだもの。私が行くしかないわ……」

　マイアは気丈に言いきったが、その声は恐怖に震えていた。

　マイアは奴隷商人に売られようとしていた。昨年の冬の終わり、一家の大黒柱だった父親が病に倒れた。もともと病弱な母親は父親に代わって働くことはできない。加えて、今年は水害が続き、村全体が深刻な食糧不足に陥っていた。もともと貧しい寒村だ。十分な蓄えなどあるはずもなく、どこの家もこの冬を越せるかどうか……といった状況だった。援助を求めることなどできやしない。

　リディアはふぅと大きく息を吐くと意を決して、口を開いた。

「いいこと思いついたわ！　マイアの代わりに私が行く！」

　場にそぐわない明るい声をあげたリディアを、父親も母親もマイアも驚いた顔で見返した。最初に口を開いたのはマイアだ。

「なにを言ってるの、リディア。あなたはまだ十八歳よ。姉である私が行くのが当然じゃないの」

　リディアは間髪入れずに反論する。おとなしいマイアよりずっと口が回るのだ。

「十八歳はもう子どもじゃないわ。それに気が弱いマイアより私のほうがきっとうまくやれる。正直に言うとね、この村の貧乏暮らしにはうんざりしてたの。こんなとこで一生を終えるなんてまっぴら」

（そうよ、いつか村を出たいって思ってたんだもの。考えようによっては、これはチャンスよ！　それに……昨年、私がおとなしくカイネとの縁談を受けていれば、バロック先生の家からきっと援助を受けられてた。私のワガママのせいでマイアとガロンの幸せを壊すわけにはいかない）

「リディア……」

　マイアだってわかっている。リディアのその言葉が本心ではないこと。奴隷商人に売られるのを喜ぶ娘なんているはずがない。

「マイアには及ばないかもしれないけど、私だって容姿には自信があるわ。ローザン帝国内では私のような金きん髪ぱつ碧へき眼がんは人気があるって聞くし、うまくお金持ちの目にとまれば一生安泰！　見てて、絶対に成り上がってみせるから」

　リディアは力強く宣言すると、にっこりと微ほほ笑えんでみせた。

　後悔はしない。リディアはマイアのようにこの村に好きな男がいるわけでもない。もちろん家族との別れは寂しいが、一家揃って飢え死にするよりはマシだろう。

　売られた女の行く末は、娼館で娼婦になるか金持ちの家の奴隷。それも知っている。

（娼館に売られたら、その店の一番人気になってお金持ちに身請けされてやる！　もし奴隷ならば、いっそのこと主人に気に入られて第二夫人にでもしてもらおう！）




　翌朝。リディアは褐色の肌をした異国人の男と睨み合っていた。奴隷商人のナキである。

（大きな体に見慣れない肌の色だわ。どこの国の人なのかしら）

　ひげ面で片目がつぶれている彼の年齢はよくわからないが、精せい悍かんな顔立ちでなかなかの男前だ。金きん茶ちゃ色いろの瞳もこのあたりでは珍しく、印象的だった。

　リディアの故国ラビはローザン帝国の属国である。数十年前までは独立国だったが、その頃に急速に力をつけたローザンに併合された。ローザンは大陸の半分以上を占める広大な領土を持ち、周辺国家を属国として従わせている。

　ナキのような奴隷商人は貧しい属国から年頃の少女を買い、ローザンの娼館やらに売り払うのを生なり業わいとしている。

　ナキは自分のひげをなでながら、リディアの全身を文字通り値踏みするように眺めた。

「まぁ、お前も悪くはないが……ローザンでは金髪碧眼は需要があるし。けどな、お前の姉の美貌はこの辺りの地域では広く知られていてなぁ。だからこその破格の値段提示だったんだ。それに、お前はちょいと胸もとが寂しすぎるな」

　ナキのぶしつけな視線を受けて、リディアは自分の胸もとを確認する。たしかにマイアと比べると貧相そのものだ。だけど、そんなことであきらめるわけにはいかない。

「私はまだ十八歳だもの。まだもう少し成長するかも。それにね、マイアは本当に気が弱いのよ。娼館の主人にいびられたりしたら自殺しちゃうかも……。そうなったらあなたも困るでしょ？　その点、私はお買い得よ。美貌だけじゃなくて愛嬌もあるから、娼館でもすぐに一番人気になると思うわ。ゆくゆくは大金持ちに身請けされる予定だから、そうしたらあなたにもいくらか恵んであげる！　どう？　私を買ってみたくならない？」

「あのなぁ……世の中そんなに甘くないよ、お嬢ちゃん。奴隷の人生なんて悲惨そのものだ。運よく成り上がれる女なんて千人にひとりくらいのもんだぞ」

　ナキは苦笑しながら言ったが、リディアを見据えるその目はちっとも笑っていなかった。

　リディアは少しも怯むことなくナキを見返す。

「だから、そんなことは百も承知よ。それでも私は千人にひとりの女になるって言ってるの」

　背の高いナキがリディアに近づき、細い顎を持ち上げた。睨み合うふたり。どちらも目を逸らさない。根負けしたのはナキのほうだった。

「いい目をしてるな。仕方ない、大サービスだ！　姉と同じ値段で買ってやる」

「ありがとう!!　そんな怖い顔して意外といい人ね、あなた」

「怖い顔は余計だ……まぁ、根性がありそうなのは認めてやる。せいぜい成り上がれるようにがんばるんだな」

「もちろんよ！　あなたもいい買い手がつくように協力してよね」

「ちゃっかりしてんな」

　ナキはまるで荷物を担ぐようにリディアを抱き上げると、肩にのせて歩きだした。

「リディア、リディア……」

　マイアも、父親も母親も、悲痛な面持ちで遠ざかっていくリディアを見つめている。まだなにもわかっていない幼い妹、リンネだけがにこにこと笑っていた。

　リディアはナキに担がれた状態のまま、愛する家族に大きく手を振った。

「心配しないで！　いつかお金持ちになって帰ってくるから。楽しみに待っててね」

　その約束を果たすためには数多あまたの試練を乗り越えなくてはならない。さらにはナキの言う通り、幸運にも恵まれなくてはならないだろう。

　だけど、必ず成し遂げてみせる。リディアは故郷の寒々しい灰色の空にそう誓った。




「おいっ、起きろ。着いたぞ」

　うつらうつらと浅い眠りを繰り返していたリディアは、ナキに大きく肩を揺さぶられ目を覚ました。

　村を出て、家畜を運ぶような粗末な荷馬車に乗せられはや数日。居心地がいいとは到底言えないが、リディアはすぐに慣れた。いつの間にか荷馬車はラビの領内を出てローザンの領土に入っていたようだ。途中でリディアと同じような年頃の少女が何人か乗り込んできたが、みな怯えた表情をしており、ここに来るまでにたいした会話はできていない。

「ぐうぐう眠りこけてるのなんて、お前だけだぞ。図太い神経してるよ」

　あきれた顔を隠さないナキにリディアは飄ひょう々ひょうと言い返す。

「睡眠はしっかり取らないとお肌にハリがなくなっちゃうもの。高く買ってもらうには大事なことでしょ？」

「……その図太さをほかの娘たちにも分けてやれよ」

「そんなことより、ナキ。着いたってどこに？　ローザンの帝都？」

「勝手に呼び捨てにするな。俺はお前の倍近くは生きてる先輩だぞ」

　年齢不詳のナキだったが、どうやらまだ三十代半ばらしい。

（あら、意外と若かったのね。もっとおじさんかと思ってたわ）

　リディアは心の中で思ったが、口には出さないでおくことにした。

「ローザンの帝都、ハルーンはここよりずっと南にある。陸路じゃあと半月はかかるな。ここはローザンの中じゃかなり北に位置する港町ハクゥだ。ここで開かれる市場にお前たちを出すんだ」

「なんだ、帝都じゃないのね」

　田舎町よりは帝都のほうがお金持ちが多いだろうに。リディアはがっかりする気持ちを隠しもせずに言うと、申し訳程度についているボロボロのカーテンを開けて外を覗いた。

「う、うそ……。これで帝都じゃないの!?」

　眼前に広がる街並みにリディアは目を丸くする。遠くに見える海には大きな帆船がいくつも浮かんでいた。故郷の川に浮いていた小舟とはまるで別物だ。

　街道は美しく整備され、商店や宿屋が所狭しと建ち並んでいる。行き交う人々の多さと華やかさにも驚く。見たこともないような艶やかなドレス姿の女やナキと同じような異国人風の男もたくさんいた。

「ハクゥはローザンでも五指には入る大きな都市だぞ。海運業が発展してるから、各国から人も物も集まってくる。そもそも、ラビのような属国とローザン本土では豊かさに格段の差がある。ま、ハクゥの客筋は悪くない。あとはお前の実力次第だ」

　ナキはバンとリディアの背中を叩くと、豪快に笑った。

　その日、ナキはリディアたちを宿屋に泊め、身なりを整えるよう指示をした。どうやら、市場は明日の昼に開かれるらしい。

　豪華とはいえないが、久しぶりに寝台で眠れるのはありがたい。リディアはあっという間に眠りに落ちた。明日の買い手が最悪だった場合、寝台で眠れるのは今夜が最後になるかもしれない。そんなことを頭の片隅で考えながら。

　市場は想像以上に賑やかなものだった。ローザンは建前上は奴隷を禁止しているが、実際には見て見ぬふりを決め込んでいた。娼婦、住み込みの使用人、そういった職業についている者の半数くらいはこういった市場で売り買いされた奴隷だ。

　女ばかりかと思いきや、男も結構な数がいる。暗く陰いん鬱うつな表情の者ばかりなのは仕方がないだろう。

　物珍しさからきょろきょろと辺りを見回していると、ひとりの女と目が合った。彼女もまたリディアと同じく好奇心に満ちた眼まな差ざしで周囲の様子をうかがっていたようだ。リディアがにこりと微笑むと、彼女は気さくに話しかけてきた。

「こんにちは」

　リディアよりいくらか年上だろうか。

　黒い髪に黒い瞳で、肌はナキと同じ褐色だ。故郷が近いのかもしれない。

「どこの出身？」

　声も表情もとても明るい。売りに出される直前というこの状況においても、彼女は決して希望を失ってはいないように見えた。自分も同じだ。リディアは彼女に親近感を抱いた。

「ラビよ。ラビの田舎の貧乏な村」

「あぁ、北方の国ね。いいわね、その金髪に碧眼」

　明るい金髪と澄んだ青い瞳は、リディアの自慢だ。姉マイアのしっとりと憂いを帯びたような美貌とは違い、爽やかで快活な印象を与える。

「ありがとう。あなたの黒い瞳も素敵だわ」

　お世辞のつもりはなかった。彼女の大きな漆黒の瞳はとても魅力的だと思う。

「まぁね。けど、ローザンの皇帝は金髪碧眼がなによりお好みらしいから。知ってる？　前の皇帝陛下の話だけど、私たちみたいな奴隷の女を気に入って寵ちょう愛あいしていたんですって。もちろん正式な妃にはなれないけど、離宮まで建ててもらってそれはそれは豪華な暮らしをしていたらしいの」

　ローザンには側室制度はなく、皇妃はひとりだけだ。だが実際には歴代の皇帝には何人も愛人がいて、寵愛を得られればそれなりの権力を振るうことも可能だった。公式にではないが、寵愛の深い順に第二夫人、第三夫人などと呼ばれていた。

「まぁ、うらやましい！　けど、奴隷がどうやって皇帝に会うのよ？」

「帝都に住む貴族や高位の軍人の家の使用人になれば、皇宮の侍女として差し出されるケースもあるみたいよ。さしずめ皇帝への貢物ってところだから、よっぽどの美女じゃなきゃ無理でしょうけど」

（……皇帝陛下の寵ちょう姫き！　これだ！　家族どころか村のみんなに一生分の小麦を送ってあげられるじゃない）

　リディアは自分の目指すべき道を見つけたような気がした。

「ねぇ、あなた名前は？　私はリディアよ」

「私はイザベラ。エスパーニャの出身よ」

　エスパーニャがラビと同じような属国なのかローザン帝国の一地方なのか、リディアにはわからなかったが……。

「ありがとう、イザベラ。とってもいいことを聞いたわ。目標が決まった！　私、皇帝陛下の寵姫を目指すわ」

　高らかに宣言するリディアの前で、イザベラはパチパチと大きな目を瞬かせた。そして声をあげて笑いだした。

「あははっ。おもしろい子ね。実際には奴隷が皇帝の寵姫になるなんて、森の中に隠された一本の木を探し出すくらい大変なことよ」

「わかってるけど、どうにか探し出して手に入れるのよ」

「じゃあ、とりあえずはここでいい買い手が見つかるように、お互いがんばりましょ」

　イザベラはひらひらと手を振って去っていった。と同時に、奴隷市の開催を知らせる鐘の音が響いた。

（イザベラは貴族か高位な軍人って言ってたわよね。ここにそんな人はいるのかしら？　どうか、私を買ってください！）

　しかし、リディアの願いも虚しく、主人となったのはこのハクゥの街で大きな娼館を経営するカヤという男だった。

「なんだよ、その不満気な顔は」

　カヤから代金を受け取ったナキがリディアのもとへやって来て、リディアの頭をポンと叩いた。

「だって、私は帝都に行きたかったんだもの。娼館に売られるのは全然かまわないけれど、帝都の娼館がよかったわ」

「贅沢言うな。カヤの娼館はいわゆる高級娼館で、金払いのいい上客ばかりだ。今日の買い手の中じゃ大あたりだぞ」

「けど……」

「どうしても帝都に行きたけりゃ、死ぬ気で働いて売れっ子になって帝都に屋敷を持つ金持ちに身請けしてもらうんだな。――その覚悟で、来てるんだろ？」

　ナキの厳しい言葉で、リディアはようやく前を向いた。

「そうね。決まったことを嘆いても仕方ないわ。この街でチャンスを待つことにする」

「まぁ、せいぜいがんばれや」

「ありがとう、ナキ。お金持ちになったら、必ずあなたにもお返しするからね！」

「売り飛ばした女に礼を言われたのは初めてだな……。じゃあな、リディア」

　ナキはくるりと踵を返すと、振り返らずに手を振った。リディアはナキの背中が小さくなるまで見送ると、新しい主人であるカヤのもとに歩きだした。

　薄い頭髪に無ぶ精しょうひげ。カヤはどこにでもいそうな冴えない中年男だった。商売人とは思えないほどに無口で無愛想だ。やたらと口うるさい男よりはいい主人かもしれない、リディアはそう前向きに考えることにして、カヤに促されるままに歩きだす。

　買い手の決まったほかの奴隷たちもゾロゾロと移動し始めていて、その光景は家畜の群れそのものだった。

「……ディア、リディア」

　ふいに群れの中から小さく自分を呼ぶ声がした。リディアはカヤに見とがめられないようにさりげなく、声の主を振り返る。

「イザベラ！」

　リディアのすぐ真うしろをイザベラが歩いていた。彼女はどこへ行くことになったのだろう。リディアの心の声を見透かしたようにイザベラは話しだす。

「私は帝都に行くことになったわ。ハルーンの商人に買われたの」

「そうなのね。……私はこの街の娼館。けど、近いうちに帝都に行くつもりよ！　また会えたらいいね！」

　リディアの言葉を聞いたイザベラはにこりと茶目っ気たっぷりに笑うと、軽やかに手を振った。

「そうね。帝都の皇宮で再会できたらいいわね。またね、リディア」

（イザベラってば、絶対に無理だと思ってるわね！　……やっぱり、皇帝陛下の寵姫になってやろうなんて無謀なのかしら？　私は一生を娼婦として過ごすことになるのかしら……）

　根っから楽観的なリディアにしては珍しく、弱気な考えが頭をよぎる。リディアはそれを振りきるようにひたすら足を前に進めた。賑やかなハクゥの街はリディアの寂しさを余計に際立たせる。

（父さん、母さん、マイア、リンネ……。みんな、今どうしているんだろう？　ナキにもらったお金でこの冬を越せるだけの小麦を買うことはできたかしら）

　村を出てから必死に思い出すまいとしていた家族の顔が、浮かんでは消えていく。

（ダメ、ダメ。弱気になるな。これからは、ひとりでもしっかり生き抜いていかなきゃならないんだから）




　ほどなくしてたどり着いたカヤの娼館は、リディアの想像以上に豪華なものだった。至るところにきらびやかな美術品が飾られ、まるで物語に出てくる貴族のお屋敷のようだ。

　それは年頃の少女を喜ばせるには十分なもので、リディアもすっかり気分が高揚していた。が、カヤに促されて一歩裏側、つまりは従業員用の居住空間に足を踏み入れてみれば……実家と変わらないオンボロの炊事場と粗末な部屋が連なるばかり。

（さ、詐欺だ～）

　夢を売る商売の現実を突きつけられたリディアは、がっくりとうなだれた。

（まぁ、あたり前よね。奴隷がいきなりお姫様みたいな暮らしができるわけないか。風雨をしのげる部屋があるだけマシね……）

「ザンナ、新入りだ」

　カヤは炊事場で作業をしていた大柄な女に声をかけると、自分はスタスタと奥の部屋へと入っていってしまう。

　ザンナと呼ばれた女は背が高く、でっぷりと肥えていて、目鼻立ちのくっきりした顔に派手な化粧を施していた。若い頃は美女だったのかもしれない。若草色のワンピースも胸もとで輝く宝石もそこそこに値が張りそうに見える。おそらくこの女がカヤの奥方、この娼館の女将なのだろう。

　ザンナはリディアをひと睨みすると、きつい口調で言った。

「名前は？」

「リディアです」

「ふん。顔は悪くないけど、色気がないねぇ。そんなんじゃ、うちじゃ売り物にならないよ」

（そう言われても、私が買ってくれって頼んだわけでもないし……）

「すみません……」

　心の中では口答えをしてみるものの、現実にはザンナの迫力に圧倒されるばかりだ。

「ひと月はみっちり下働きをしてもらうよ。特別にラリサの下につけてやるから、色気ってもんを学ぶんだね」

「ラリサ？」

「うちで一番人気の娘だよ。ハクゥの真珠姫って呼ばれていて、この街で知らない男はいない。ほら、そこの右の部屋にいるから挨拶しといで。ちょうど起きてくる時間だ」

　リディアはザンナに示された部屋の前まで歩いていき、重そうな木の扉をノックした。薄っぺらい引戸しかついていない周りの部屋と比べると、ずいぶんと上等そうだった。

　返事がないので、もう一度ノックをする。

「は～い。開いてるから、どうぞ」

　鈴の音のような清らかな声だった。

「あの、新入りのリディアです。失礼します」

　リディアはそっと扉を開けて、部屋の中に入った。そう広くはないが清潔な室内に、寝台と机と大きな衣装箪笥たんす。立派な化粧台もある。寝台がひとつしかないことから、ひとり部屋なのだと想像がついた。娼婦の一般的な私生活がどのようなものなのかリディアにはわからないが、少なくとも自分の実家よりは豪勢だった。

（一番人気になれば、こんな綺麗な部屋で暮らすことができるのね。うん、やっぱり悪くない決断だったわ）

　故郷の村にいては、自分ひとりの部屋を持つなど到底無理だったはずだ。

「あれ？　女将さんじゃないの？　だぁれ？」

　もぞもぞと寝台の上の布団が動き、女が顔を覗かせた。ザンナはそろそろ起きてくる時間と言っていたが、どうやらまだ寝ていたようだ。

　亜麻色のやわらかな髪と同じ色の瞳、真珠のように輝く白い肌、薔薇色の頬と唇。

　一番人気の娼婦というから妖艶な大人の女を想像していたが、ラリサは妖精のような繊細な美貌の少女だった。年はリディアとそう変わらないように見える。

（どことなくマイアに似てる……仲よくできそう）

　儚はかなげな美貌といい、優しくやや弱々しい雰囲気といい、ラリサはどこか姉のマイアに重なるところがあった。リディアは一方的に親近感を抱いてうれしく思った。なによりザンナと違って怖くなさそうだ。

「リディアです。年は十八歳になったばかり。よろしくお願いします」

　リディアが元気よく挨拶すると、ラリサはにっこりと微笑んだ。

　……というのはリディアの妄想で、現実のラリサは露骨に面倒くさそうな顔を向けた。

「うっさいわね～。そんな大きな声出さないでよ。とにかく、私の邪魔をせず私を引き立てることだけ考えればいいから。ほかに教えることなんてないわ」

　天使のように清らかな声で、まったく似合わない冷たい台詞を吐く。

（あ、あれ？　マイアに似ていると感じたのは気のせいだった？）

　呆然とするリディアをよそに、ラリサは寝台から起き上がると、バサリと夜着を脱ぎ捨て、生まれたままの姿でスタスタと衣装箪笥のほうへ歩いていく。

（わ、わわわ）

　リディアは思わずラリサの体から目を逸らした。顔に似合わず驚くほど豊満な胸に、細く引き締まったウエスト、大きすぎず小さすぎない肉感的なお尻、スラリと伸びた足。

　体はリディアの想像していた妖艶な美女そのものだった。純真無垢な少女の面影を残す顔立ちとのギャップがやけに色っぽく、同性のリディアですらドキドキしてしまう。

「ほらっ。教えることなんてないって言ったでしょ。さっさと出ていって。下っ端の部屋は一番奥の家畜小屋みたいなとこよ。売れなくて暇を持てあましてる子たちがたくさんいるから、仕事はその子らに聞いて」

　ラリサは虫を追い払うようにしっしっと手を振り、リディアに出ていくよう示した。

（この顔にこのスタイル……加えてこの性格。やっぱり一番人気になろうったって、そう簡単にはいかないのかしら）

　いくら教えてもらっても、ラリサの強烈な個性はそうそう真ま似ねできるものじゃなさそうだ。

　ラリサが家畜小屋といった大部屋はすぐにわかった。リディアはノックをしてから、おそるおそる部屋を覗く。ラリサの部屋とは異なり、床にいくつもの布団が並べられ少々窮屈そうだが、真っ白なシーツは清潔そうで、リディアが想像していたよりはずっとよさそうな環境だった。

　部屋には四人の女たちがいて、身支度をしている最中だった。ザンナ、ラリサと立て続けに癖の強い女たちに遭遇してしまったため、リディアはすっかり警戒していたが、彼女らは明るく、リディアにも優しかった。

「いくつ？　どこの出身？」

「女将さんはとっても厳しいわよ。もう会った？」

　次々と質問が投げかけられ、おしゃべりに花が咲く。

（よかった、なんとかやっていけそうだわ）

　こうして、リディアの娼婦としての生活が始まったのだった。
















第二章　救世主か極悪人か!?













「うふふ。ガーディン男爵に褒めていただけるのがラリサは一番うれしいのです」

「ははっ。みなに言っているのだとわかっていても、ラリサのその表情にはついつい騙されてしまうな」

　ガーディン男爵と呼ばれた恰幅のいい紳士は、クリーム色のドレスに身を包んだラリサの肩を力強く抱き寄せた。ラリサは上目遣いに男爵を見つめると、かわいらしく頬を膨らませてみせる。

「まぁ、騙されるだなんてひどいわ。本心からの言葉なのに！」

「うれしいことを言ってくれるな。おい、そこの下働きの娘。酒はもういいから、下がってくれ」

　客である男爵の要望通り、リディアは一礼すると酒瓶を持って部屋を出た。パタンと扉を閉めると同時に、小さく感嘆の声をあげる。

（すごい！　つくづく役者だわ）

　この娼館の下働きとして働き始めて一週間。朝は誰よりも早起きして、掃除と炊事。ラリサが起きてきたら、ラリサの身支度を整える。夜はこうしてラリサの客に酒を注いだりしながら仕事を学ぶ。ザンナいわく、『うちはそこらへんの安い店とは違うんだ。私がうちにふさわしいと認めた娘にしか客にはつかせないよ』とのことだ。

　教えることなどないとの言葉通り、ラリサはなにも教えてはくれないが、見ているだけで十分勉強になった。

　ラリサは客の好みに合わせて自在にキャラクターを変えてみせる。今日初めて客を取ったのだと錯覚させるほど清純な乙女になってみせたかと思えば、次の客の前では一番人気らしい高慢な美女に変身する。老ろう獪かいそのものな豪商、堅苦しい軍人、世慣れしていない貴族のお坊ちゃん。どんな客が来ても、一瞬で虜とりこにしてしまう手腕は見事だった。

（美貌だけでどうこうなる世界じゃないのねぇ……やっぱりマイアには向いてなかったわ）

　ラリサにだって負けない美女ではあるが、おとなしすぎる自分の姉を思い出し、リディアはあの日の決断が正しかったことを再確認する。ラリサほど芸達者ではないが、マイアよりはきっと自分のほうがうまくやれるだろう。

「もうっ。どうしてこのドレスにこの髪飾りなのよ！　センスないわね～、これだから田舎者は」

　リディアが髪にさそうとした淡いピンク色の花の髪飾りをラリサは容赦なくはたき落とした。

「ごめんなさい。髪飾りなんてつけたことないから、選び方がわからなくて……」

　リディアは素直に謝った。ラリサが身につけるドレスやアクセサリーは、リディアの故郷ではお目にかかる機会もないような高価な品ばかりなのだ。コーディネートの仕方なんてわかるはずもなかった。

「水色のドレスにピンクのアクセサリーなんて子どもっぽいわ。あっちの濃いブルーのものにして」

「はい」

　リディアは床に落とされたピンクの髪飾りをもとの場所にしまい、ラリサのご要望通り濃いブルーの石がついたものを髪にさし直した。

（わ、本当だ。さっきのピンクもかわいかったけど、こっちのほうがずっとドレスに映えて綺麗だわ）

　鏡の中でラリサは満足そうに微笑んだ。

「ほらね？　ドレスがぐんと高級そうに見えて私の美貌に負けてないでしょ。あんたみたいにセンスがない子は、ドレスと似た色合いのアクセサリーで揃えておけば失敗しないのよ！　わかった？」

「わかったわ！　ありがとう、ラリサ」

　口が悪くて高慢で人使いの荒い先輩だが、実は意外と世話好きなところがあるらしい。リディアはラリサを嫌いではなかった。

「ねぇ、ラリサはどうしてここで働くことになったの？」

　ふと思いついて、そんなことを尋ねてみた。

「私は孤児だったから、物心ついたころにはここにいたわ。下働きでこき使われてた期間は誰より長いわよ」

　ラリサはためらう様子もなく、あっけらかんと質問に答えた。娼館で働く女たちは誰もがやむを得ない事情を抱えているものだ。ラリサが特別不幸だというわけでもない。とはいえ、積極的に語りたい過去でもないだろう。リディアは自分の考えなしの発言を悔やんだ。

「そう……」

　わかりやすく、しょんぼりした顔になったリディアを、ラリサは明るく笑い飛ばした。

「別に同情してくれなくてもいいわよ。親がいた記憶がないんだから、寂しいとも思わないし。この仕事は結構、性に合ってるしね」

　ラリサはほんの少しの沈黙の後、過去を噛みしめるような複雑な表情で語りだした。つらかったこと、苦しかったこと、楽しかったこと、ひと言では言い表せない思いがあるのだろう。

「下働きの頃からね、絶対に一番になってやるって思ってた。人気のある姉さんたちの仕草や声色を真似してみたりしてね。そんな生意気な子どもだったから、もちろんいじめられたけど、意地でも泣くもんかって思ってたわ」

「ラリサらしいわ」

「ふふ。今だってね、新しい子が入ってくれば、いいところは盗んでやろうって気持ちよ。誰にも負けたくないわ」

　ラリサがこの娼館一の美貌の持ち主なのは誰もが認めるところだが、彼女が一番人気なのは、この向上心があってこそなのだろう。彼女の強さは純粋に尊敬できる。いつかここを出ていく日がきたとしても、彼女はどんな場所でも逞しく生き抜いていくのだろうなと、リディアはラリサの未来に思いを馳せた。

「私は？　盗みたくなるようないいところ、なにかある？」

　リディアのその質問を、ラリサはばっさりと切って捨てた。

「全然！　容姿は悪くないけど、はっきり言ってこの仕事には向かない気がするわ」

「そんなぁ……」

「ま、ここにきたとき暗～い顔をしてなかったことは褒めてあげる！　私、暗い顔して不幸ぶってる女が一番嫌いなの。そういう子はどんなに綺麗でも売れないわ。ずっと家畜小屋暮らしよ。あんたもそうならないようにね」

　ラリサらしい率直なアドバイスだった。

（暗い顔はしない、不幸ぶらない――か。実践してみよう！）

「そうね。なにがあっても、笑ってるほうが幸せになれそう」

　リディアがそう言うと、ラリサは美しい微笑みを返してくれた。いつもの意地悪な顔ではなく、温かい、優しい笑顔だった。

「さてと、今日のお客様は超がつく上客。あんたも粗相なんかしたら女将さんに絞め殺されるわよ。くれぐれも気をつけてね」

　ラリサは淡い水色のドレスの裾をふわりと翻らせて立ち上がった。持っている中で一番上等だというドレスを身にまとい、華やかな化粧を施した今宵の彼女はいつにも増して美しかった。

　彼女の後を追いかけるリディア自身も、いつものペラペラの安っぽいワンピースではなく、ラリサに借りた薄紫色のドレスを身につけていた。たっぷりとレースを重ねたスカートは想像以上に重く、歩きにくかった。

「さぁ、今日は貸切だ。みんな気合いを入れてがんばっとくれよ」

　いつもの数倍は濃い化粧をしたザンナが、パンパンと手を叩いて女たちを激励した。

　そう、今夜この娼館は貸切となる。大枚をはたいてそんなことをするのだから今夜の客はよほどお金持ちなのだろう。

「帝都から視察に訪れている近衛このえ騎士団の騎士たちだって」

　同じ家畜部屋暮らしのナーニャがこそっと教えてくれる。

「近衛騎士団？　軍人さん？」

　ローザンの出身ではないリディアは、この国の軍制には詳しくない。ラビに比べるとずっと複雑だという程度の認識なので、近衛騎士団がどれだけ偉いのかもさっぱりわからなかった。

　娼館の客に軍人は多いが、あまりお金持ちなイメージもないのでちょっと意外だった。

「軍人は軍人だけど、近衛騎士団は上級貴族の子弟で構成されるエリート集団よ。ハクゥの乱暴者の軍人たちとは別者よ」

「へぇ……」

（よくわからないけど、帝都に住んでる人たちってことよね。残念だな、私がちゃんと娼婦として仕事ができれば誰か身請けしてくれたかもしれないのに）

　今のリディアはラリサのお付き程度の身分で、客と言葉を交わす機会なんてほとんどない。そもそも客にそんなお願いをしたら、ラリサに殺されてしまうだろう。

（仕方ない。ラリサの言う通り、今日は粗相しないようにだけ気をつければいいか）

　ほどなくして、今夜のお客様――近衛騎士団の男たちが館にやって来た。人数は十数人といったところ。先頭に立つのはまだ若い、二十代と思われる青年だった。

「近衛騎士団、団長のレオン・クラークスだ。酒飲みばかりで騒がしいだろうが、よろしく頼む」

　レオンと名乗った青年は出迎えたカヤとザンナに気さくに声をかけた。

　表情は明るくやわらかだが、その眼差しはハッとするほどに鋭い。憂いを帯びたような紫紺の瞳が印象的だった。短く揃えられた黒髪、陽に焼けた肌、長身によく鍛えられた体つきはどこから見ても軍人そのもの。先程のナーニャの言葉から、軍人とは名ばかりのナヨナヨした貴族のお坊ちゃんを想像していたリディアは少し驚いた。

　レオンのうしろに控える騎士たちもみな屈強そうだ。レオンより年配そうに見える者も多い。

　宴はおおいに盛り上がった。なじみの食堂に持ってこさせた豪華な料理がテーブルいっぱいに並べられ、女たちは歌や舞を披露してもてなした。リディアは料理を運んだり、酒を注いで回ったりと大忙しだった。レオンの言った通り、男たちはみな酒豪で、あっという間に酒瓶が空になっていくのだ。

　あんなに盛られていた料理がすべて平らげられ、さすがの男たちにもほどよく酔いが回った頃にザンナが宴の終わりを告げた。

「では、みなさま。それぞれに部屋を用意しておりますので、どうぞお好きな娘を選んでくださいな」

　ザンナはレオンに視線を向けると、意味ありげに微笑んだ。

「団長様にはぜひ、我が娼館自慢の真珠姫を」

　ザンナの言葉を待っていたかのようにラリサが立ち上がり、レオンのもとへゆったりと歩いていく。リディアも数歩下がってラリサに従う。その場にいた男たちの熱い視線がラリサに注がれるのがよくわかった。あちこちで感嘆の声があがる。

「ほう、これは美しい」

「噂以上だな」

　レオンも目の前に立ったラリサを見て、満足そうにうなずいた。よほど酒に強いのか顔色はまったく変わっていない。

「さすが、ハクゥの真珠姫とうたわれるだけのことはあるな。期待以上の娘だ」

「恐れ入ります」

　ラリサはほんの少し頬を染め、はにかむような笑みを見せた。

　初めての客はとりあえず清純路線で！　ラリサの仕事はもう始まっているのだ。

「うん、その美貌で俺の大切な部下の労をねぎらってやってくれ。ガンツ、今回の一番手柄はお前だ。真珠姫はお前にやろう」

「へ!?」

　ラリサも、ザンナも、ご指名のガンツと呼ばれた若者もみなが同じ表情をした。ザンナが慌ててレオンに尋ねる。

「ラリサがお気に召さなかったでしょうか？　では、ラリサに負けぬ人気の娘を……」

　ラリサに負けぬは言いすぎだが、二番人気のアンジェリカを差し出そうとしたザンナをレオンは軽く制した。

「いやいや、気に入らないなんてことはない。この娼館は美女揃いで驚いた。帝都に戻ったら、あちこちで宣伝しておくよ。だが、今夜の目的は部下たちに楽しんでもらうことだから……そうだな、俺はそこの下働きの娘にするよ」

　レオンはリディアを指さして、あっけらかんとそう言った。慌てたのはリディア本人よりザンナだった。

「と、とんでもない！　この娘はまだ下働きでなんの教育もできておりません。とても団長様の御ご前ぜんに出せるような娘では……」

「よい、よい。俺は女の扱いには慣れているからなんの心配もいらない。なんなら教育もしといてやる」

　レオンはリディアに向き直りにこやかに笑ったが、リディアはとてもじゃないけれど笑顔を返すことなんてできなかった。

（えっ!?　急展開すぎてなにがなんだか……私、今から客を取るの？　ちょっと待ってよ～）

　リディアの心の叫びを無視し、レオンはさっさと話をまとめてしまう。そこらへんの客ならばザンナはきっぱりと断るのだろうが、レオンは超がつく上客だ。要望に従うしかないようだった。

　リディアはザンナに裏に連れていかれ、手早く身支度を直された。そして、仕事の進め方についてしつこく説明を受けたが、状況についていけず、半分も理解できなかった。

　口うるさくしゃべり続けるザンナの背後からラリサが現れた。ガンツと呼ばれていた若者を迎える準備をするために一度下がったのだろう。ラリサはすれ違いざま、リディアに小さく耳打ちした。

「え？」

　リディアが振り返ると、ラリサらしい、いたずらっぽい笑みを浮かべて、ひらひらと手を振っていた。みすぼらしい娼館の裏側もラリサがそこに立っているだけで、豪華なシャンデリアに照らされたように明るくなるのだから不思議なものだ。

　ゆったりと艶やかに歩いていくラリサの背中を見送っていると、リディアの気持ちもすぅと落ち着いていくような気がした。

『黙ってにっこり笑っておけばいいの。私だってね、初めての客はそれで乗りきったのよ』

　たった今、ラリサにもらったアドバイスを胸に、リディアは覚悟を決めて初めての客が待つ部屋へと入った。

（うん、予定よりだいぶ早かったけど考えようによってはチャンスじゃないの！　私の目的は帝都に住む客に買ってもらうことだったんだから……なにも問題はないわ。大丈夫、大丈夫……）

「リディアでございます」

　ザンナに習ったばかりの付け焼き刃の挨拶をぎこちなくすませると、リディアはゆっくりと顔を上げた。広い室内には異国風の調度品が飾られ、真ん中にやたらと大きな寝台が鎮座している。レオンはその寝台ではなく、ふかふかの敷物が敷かれた床にどかりと座り込み、くつろいだ様子でリディアに視線を向けた。

「うん。年はいくつになる？　この娼館へは来たばかりか？」

「十八歳になりました。一週間前にハクゥの奴隷市で買われて、ここへ来たの」

「そうか。俺は二十七歳で職業は軍人だ。お前、酒は飲めるか？」

　レオンに勧められるままにグラスに注がれた甘い酒を口にする。薄めに作ってくれたのか、口あたりがよく酒に慣れないリディアにも飲みやすかった。

　レオンはすぐにどうこうするつもりはないらしく、他愛ない世間話を続ける。最初に見たときの印象よりはずっと話しやすい。リディアの緊張もいくらかほぐれてきた。

「故郷はラビか。数年前に一度訪れたことがあるが……あそこは寒すぎるな」

　レオンは苦笑しながら言った。

「そう？　私はハクゥが冬とは思えないほど暖かいのに驚いたわ」

「帝都はもっと暖かいぞ。まぁそのぶん夏の暑さがしんどいがな」

「騎士団長様は帝都に住んでるのよね？　どんなところ？　皇帝の住む皇宮はこの館の何倍くらいの大きさ!?」

　子どものように無邪気なリディアの質問に、レオンは笑いながら答えてくれる。

「レオンでいい。騎士団長なんぞお飾りみたいな役職だからな。帝都はでかい。華やかで美しい都だ」

「へ～。一度は見てみたい」

「早めに見に来たほうがいいぞ。成熟しきって腐り始めてるからな。長くは持たん」

　レオンは唇の端をゆがめて、皮肉な笑みを浮かべた。紫紺の瞳が鋭く前を見据えている。

「――？　どういう意味？」

　リディアの問いを曖昧に流し、レオンは話題を変えた。

「ラビなんて遠いところから、どうしてこんなとこに来たんだ？　親が死んだか？」

　リディアの身の上話に興味があるわけではないだろうが、ほかに話す話題もないといったところか。レオンはそんなことを聞いてきた。

「生きてるわ。ふたりとも体を壊しちゃってるから、元気とはいえないけど……」

　ふいに故郷の家族の顔が浮かんでくる。

（元気になってるといいんだけどな……ごはんにありつけてるかしら）

「じゃあ、親に売られたクチか。まだ若いのに、かわいそうにな」

　レオンは気遣うようにリディアに声をかけた。が、リディアはすぐに反論する。

「嫌々売られたわけじゃないから、かわいそうじゃないわ。両親もね、ひどい親なんかじゃないから、誤解しないでね」

　両親やマイアがどれだけ自分を心配してくれていたかは、リディアが一番よくわかっている。それに、好条件の縁談を断るなんてワガママも笑って許してくれた。家のために我慢して嫁げとは決して言わなかった。

　そんな両親のことを、娘を売ったひどい親だなんて、他人に思われるのは我慢ならなかった。

「じゃあ、好き好んで娼館に来たのか？」

　レオンの口調は馬鹿にするわけでも、とがめるふうでもなかった。だから、リディアも素直に答えた。

「娼婦になりたかったわけじゃないけど……村を出てみたいとは思ってたの。ほら、世界はすごく広いじゃない。少しくらい冒険するのも悪くないかなって。だから、ここに来たのは私の意思よ」

「へぇ……勇ましいな」

　レオンはなぜだか、楽しげだった。

「まぁ、娼婦になっちゃった以上は腹をくくって、がんばるつもりよ。ラリサには向いてないって言われちゃったけど、やっぱり目指すは一番人気よね！」

　リディアの宣言に、レオンはお腹を抱えて笑っている。

「ねぇ、私なんで向いてないって言われたのかしら？　顔？　性格？　胸がないからかな？」

　こういう場所に慣れていそうなレオンならよいアドバイスをくれるかもしれない。リディアはそう思って、恥をしのんで相談してみた。

　すると、ふいにレオンが顔を近づけてきた。

「そうだなぁ……早速、今夜確かめてみようか？　ためしてみないことには、いいアドバイスもできないからな」

「えっ。それは、その……」

　こういう展開になることは、リディアだって承知の上だ。だが、急に甘い雰囲気で迫られると尻込みしてしまう。なにせリディアにとっては、初めての経験になるのだから。

「あははっ、冗談だよ。もちろん金は払うが、お前が望まないなら、べつになにもしない。下働きの娘に手を出すのは館のルールに反するだろうからな」

　レオンは重そうな上衣をばさりと脱ぎ捨てて立ち上がったかと思うと、ふわりとリディアを抱え上げた。

「だが、女将にも言った通り、俺は女の扱いには自信があるぞ。お前が望むなら最初の客になってやる」

　いたずらっぽく微笑むレオンに、リディアはむっと頬を膨らませながら答えた。

「あなたをもてなすのが私の仕事。仕事はきちんとするわよ」

「ははっ。初めてなのに立派な心がけだな。なら、存分にもてなしてもらおうか」

　レオンはそのままリディアを寝台へと運び、華きゃ奢しゃな体を優しく横たえた。

　さすがのリディアも、緊張と恐怖心から体がこわばるのを感じた。が、リディアらしい思いきりのよさで、がばっと寝台から上半身を起こすとレオンの顔をじっと見つめた。

　改めて至近距離で見てみると、レオンはちょっと見かけないレベルの美形だった。本人も主張している通り、さそがし女性に人気があることだろう。

（帝都に住んでいる、皇宮と帝都を警護する近衛騎士団所属、悪い人ではなさそう。強いて言うなら……もう少し御ぎょしやすそうな男なら完璧なんだけど。でも、贅沢は言ってらんないわよね）

「あの……精いっぱいもてなすわ。それは約束する。その代わりといってはなんなんだけど、お願いがあるの」

「初めてのわりには肝が座っているというか、図太い娘だな。なんだ？　俺はわりとお前が気に入ったから聞いてやってもいいぞ」

「それ、奴隷商人の男にも言われたわ。図々しいのは百も承知で言うけど……私を身請けしてくれない？」

　至極真面目な顔で、リディアは言った。一瞬の間ののち、レオンはあきれたように眉根を寄せた。

「……やっぱりダメ？」

「図々しいにもほどがあるな。身請けってのは、お前に惚れ込んで毎日通ってくるような上客に頼むもんだ。俺が大金払ってお前を買って、なんの得になる？」

「私を皇宮の下働きかなんかにしてくれたら、きっと皇帝陛下に気に入られてみせるわ。そしたらあなたに私を買った金額の倍を返す……ってのはどう？　私に賭けてみない？」

「なかなかおもしろいが……俺にとっては勝率の低すぎる賭けだな。それにあいにくだが、俺は金には不自由していないんだ。だいたい、なんで自分が皇帝の寵姫になれると思う？」

「ローザンの皇帝は金髪碧眼がお好みなんでしょ？　私のこの髪は村でも一番だってみんな褒めてくれたし……」

　言葉とは裏腹にリディア自身、段々と自信がなくなってきた。自然と声も小さくなっていく。

（やっぱり無謀すぎるのかしら）

「金髪碧眼の女がお好みだったのは先々帝だな。情報が古すぎる」

「っっ。え～!?」

「今の皇帝は女遊びにはすっかり飽きてしまって、最近は美少年を集めてハーレムをつくってるって噂だぞ」

「美少年……そんなぁ」

　せっかく見つけた大きな夢は、あっけなく砕け散ってしまった。が、リディアはここであきらめるようなしおらしい性格でもなかった。

「なら、皇子様とか帝都に住んでるお金持ちとか、誰か私を愛人にしてくれそうな人はいない？」

「帝都には金髪碧眼もお前以上の美女も腐るほどいるからなぁ。ま、ここで必死に働いて、まずはその貧弱な胸をなんとかすることだな」

　レオンは意地悪く微笑むと、リディアの肩をポンと叩いた。

「そこをなんとかっ！　ほら、私こう見えても料理とか掃除とか得意なのよ。田舎育ちだから畑仕事や家畜の世話も慣れてるわ」

「そりゃ、頼もしいな」

　レオンはくっくっと腹を抱えて笑っているだけで、まともに取り合ってはくれない。

　それでもリディアは必死にアピールを続ける。

「健康にも自信があるわ。村に流行病が蔓まん延えんしたときも、私だけはかからなかったし。子どもだってたくさん産めるはず。それから……えっーと。そうだ！　収穫祭で舞を披露したとき、村長が歴代で一番上手だって褒めてくれたわ」

　リディアが〝舞〟という単語を発した瞬間、レオンの眉がピクリと動いた。急に真顔になったレオンに、リディアのほうが驚いて目をパチパチと瞬いた。

「踊りが得意なのか？」

　レオンはゆっくりと口を開いた。

「えっと……そう、とっても得意よ！　あなたにも見せてあげたかったわ」

（踊りに反応するとは予想外だわ。得意は得意だけど、所詮は田舎のお祭りの余興みたいなもんなのよね……まぁ、言わなきゃバレないしべつにいっか）

　リディアは内心の動揺を隠して、自信満々に胸を張ってみせた。

「じゃあ、見せてもらうとするかな」

　レオンは美しい笑顔をリディアに向けた。リディアの青い瞳に映るのは、甘く、それでいてどこか挑発的な極上の微笑み。

「――は!?」

「だから、得意の舞を今すぐ見せてくれ。さっきの宴に楽士がいただろう。すぐにあれを呼んでこよう」

「えっ。そんな急に言われても……」

「俺に買ってほしいんだろう？　今から見る舞が気に入れば、リディア……お前を俺のものにする」

「いや、そのぉ～。舞といってもですね、故郷の村に伝わる古～いというか……はっきり言えば、ださいというか……」

「ごちゃごちゃ言ってないで、見せてみろ。俺をもてなすのが今のお前の仕事だろ？」

「うぅ……」

　リディアの反論も虚しく、あっという間に部屋には楽士が呼ばれ舞台は整ってしまった。

　観客がレオンだけなのは不幸中の幸いと言えるだろうか。ラリサにでも見られたら、一ヶ月は田舎者と馬鹿にされそうだ。

（えーいっ。もうなるようになれだわ）

　――しんと静寂に包まれた室内に、楽士たちの奏でるリュートと笛の音が響き始める。各地を渡り歩く楽士たちはリディアの故郷ラビの伝統的な曲も当然知っていて、リクエストに応えてこうして演奏してくれるのだ。荒れ果てた北の大地を思い起こさせる哀愁漂う曲調。リディアには耳になじんだ懐かしい音色だった。

　音楽が奏でられれば、自然と体は動きだす。たったひとりの観客、レオンのためにリディアは舞う。

「へぇ……」

　レオンの口から思わず感嘆の声が漏れる。

　リディアが舞い始めたと同時にふわりと空気が揺らぎ、辺りはピンと張りつめたような神秘的な気配に包まれた。まるで神が降り立ったかのようだ。薄暗い照明のもとでリディアの金色の髪だけが明るく輝いている。

　それは不思議な舞であった。リディアは床をすぅとすべるように動き、レオンの目には宙に浮いているかのように見えた。繊細な指先の動き、天真爛漫そのものだった少女からは想像もできない妖艶な眼差し。

　レオンは息をすることすら忘れてしまったように、舞うリディアを目で追い続けた。

　長く切なく響く笛の音を残して、演奏は終了した。リディアはその場でくるりと回転してから、恭うやうやしくお辞儀をしてみせた。大輪のバラが花開くように薄紫色のドレスがふんわりと広がり、その光景は一枚の絵画のように美しかった。

「お粗末さまでした」

　リディアはゆっくりと顔を上げると、気恥ずかしそうに微笑んだ。

　レオンは拍手を贈ることも感想を述べることもなく、真面目な顔つきでじっとリディアを見つめている。

「あの～。……やっぱり田舎くさかった？」

　おずおずとレオンの顔を覗き込む。帝都に住むエリート軍人であるレオンが普段目にするようなダンスはきっとずっと洗練されているのだろう。それに比べたら、たった今、自分が披露した舞など子どものお遊戯みたいなものかもしれない。

（でもねー、それにしたって拍手のひとつくらいくれたっていいんじゃない!?）

「あのねっ。あなたが踊れって言うから踊ったのよ！」

「館の主人はまだ起きているだろうか？」

　むっとして大きな声を出したリディアを完全に無視して、レオンは楽士の男に声をかけた。

「さぁ。我々はここの専属ではないので、詳しいことは……」

　まだ若い楽士の男は淡々と答える。

「すまないが様子を見てきてくれないか？　もし起きているようならここへ呼んでくれ」

　レオンは胸もとから銀貨を一枚出すと、男に手渡した。

「かしこまりました」

　チップを受け取った男はまた淡々と答えると、部屋を出ていく。

「急にどうしたの？」

　男の背中を見送ってから、リディアはレオンに問いかけた。

「お前の値段を確認したい」

「へ!?」

「リディア。お望み通り、お前は俺が身請けしてやる」

　レオンは紫紺の瞳を輝かせてにやりと笑うと、そう宣言した。

「う……嘘だぁ」

（今の舞がそんなに気に入ったわけ!?　それとも最初から私を見初めてた……いや、それはないか）

「嘘じゃない。明日の朝には帝都に向かって出発するから、荷造りをしておけ」

　そうこうするうちに楽士に連れられてカヤとザンナが部屋へとやって来た。レオンがリディアを身請けしたいと口にすると、ふたりで顔を見合わせて驚いていた。

　が、さすがに商売人だけあってカヤはすぐにレオンに対して金額交渉を始めた。気が変わらないうちにまとめてしまえ……とでも思ったのだろう。カヤは小さな台帳に金額を記すと、レオンに手渡した。記載された金額はリディアには見えないし、見当もつかない。

「ふむ。なかなかいい額だな」

　交渉術の基本として最初は無理難題をふっかける。そのセオリーにのっとって、当然カヤは相場の倍以上の金額を提示していた。正直に言えば、ラリサだってこの金額ならば喜んで売り渡すという額だった。

　それにもかかわらず、レオンは顔色ひとつ変えなかった。これはいけるかもしれないと踏んだザンナがカヤを押しのけ、たたみかけるように話を進める。

「見ての通り、素材は抜群の娘ですから。大化けする可能性だって十分にありますし、うちだって手放すのは惜しいんですよ。あなたのような貴人の目にとまったのがなによりの証拠でしょう」

「あはは、さすがに女将は商売上手だな。客のプライドをくすぐる作戦か。よし、いいだろう。この値段で買おう。手持ちの現金ではちと足りんな。足りない分はこれでいいか？」

　レオンは自身の手首を飾っていた腕輪をはずすと、ザンナに渡した。ずしりと重いその腕輪は大層値の張りそうな紫色の宝石がいくつも連なっていた。

「も、もちろんでございますっ」

　足りない分どころか釣りが出るくらいの高価な品に、ザンナは思わず頬を緩ませた。

「お……お世話になりました」

　いまいち状況が把握しきれないままに、リディアはカヤとザンナに頭を下げた。

「あぁ……」

「元気でがんばってね、リディア」

　相変わらず無愛想なカヤとは対照的に、ザンナは見たこともない甘ったるい笑顔を返してくれた。適当に拾ってきた田舎娘が思いがけない金ヅルになったことが、よほどうれしかったのだろう。

（なんだか急展開ね。でもまぁ、野望に一歩近づけたことは間違いないわね！）

　その日の夜は動揺と興奮と緊張が入り混じって、ほとんど眠れなかった。当然だし、仕方ないこととはリディアも思うが、同部屋の少女たちが急に口を聞いてくれなくなったことも寂しく感じた。リディアの身請けの噂は、娼館内にあっという間に広まったのだろう。




「ふわぁ……おはよう」

「長旅になるから、よく寝ておけと言ったのに。健康管理のできない奴はいらないからな」

　早朝。あくびをしながらレオンのもとを訪れると、きっちりと身支度を整え終えた彼に冷たい瞳で睨まれてしまった。リディアは唇を尖らせて、首をひねった。

（どう好意的に見ても、私にひと目惚れをした……とかじゃないわね。愛しい娘というより、出来の悪い部下への態度って感じだわ）

「ねぇ。どうして私を買ってくれたの？　本当に舞を気に入ったの？　まさかおかしなところに転売されたりしないわよね？」

　あまりにもトントン拍子に話が進んだことで、リディアは逆に不安を感じ始めた。うまい話には裏があるってやつの典型ではないだろうか。

「詳しいことは帝都に着いてからきちんと説明する。お前のがんばり次第では、本当に皇子に会わせてやることも可能だ。お前よりいくらか年下だが、皇子は男色の気はないぞ」

「ほ、本当!?　がんばる、がんばるわ!!」

（皇子様！　いいじゃない!!　いい年して美少年を集めてるような皇帝よりずっといいわ！　年下でもかまわないわ。どうしたら気に入ってもらえるかしら）

　ついさっきまでレオンがとんでもない悪人だったら……などと想像を膨らませていたのもすっかり忘れ、リディアは皇子様との淡い恋に思いを馳せた。

　その様子を見ていたレオンはくすりと笑うと、リディアの肩を抱き寄せ、耳もとでささやいた。

「お前のそのやたらと前向きなところが気に入ったんだ。それから……舞は素晴らしかった。帝都でもなかなかお目にかかれないレベルだ。自信を持て」

　肩に触れられた大きな手のひらから伝わる熱と、想像以上に甘く響いた声色に、リディアは思いきり動揺してしまった。慌ててレオンから体を離すと、ぱっと顔を背けた。両手で頬に触れてみると、ほんのりと熱い。

（やだやだ、なんでドキドキなんかするのよ!?　私には皇子様が待ってるんだから）

　必死にそう言い聞かせて平静を装ったが、口もとが緩むのは止められなかった。いつも思慮が足りないと怒られてばかりだった無鉄砲な性格を、レオンのような大人の男に認めてもらえたことは、やっぱりうれしかったのだ。

　近衛騎士団とリディアの旅立ちはカヤとザンナが見送ってくれた。娼婦として働く女たちはこの時間はまだ眠っているか身支度を整えている頃だ。もっとも……リディアの旅立ちを見送りたい女などいないだろうが。ラリサのように努力して人気を得た娘の身請けならば祝福ムードにもなろうが、リディアは体を売る苦労も知らず幸運だけでここを出ていくのだから。

　リディアはカヤとザンナに静かに頭を下げると、少し先で待っているレオンのもとへ歩きだした。

　そのとき、上空から自分を呼ぶ可憐な声が聞こえて、リディアは振り返った。

　二階の部屋の窓がひとつ開いていて、ラリサが顔を覗かせていた。女たちの中でも一番朝寝坊なラリサが起きているとは、どういうことだろうか。

「これ、子どもっぽくてだっさいから、あんたにあげる」

　ラリサは大きな声で言うと、窓からなにかを投げてよこした。ふわふわと落ちてくるそれをリディアは慌てて受け止めに行く。リディアの手の中にあったものは、昨夜リディアがラリサの髪に飾ろうとしたピンクの花の髪飾りだった。リディアはすぐにそれを自分の髪にさし、ラリサを見上げた。

「ありがとう、ラリサ！　似合うかしら？」

「田舎くさいあんたにはぴったり！　じゃあね、リディア」

　ラリサは片手を上げてさよならを告げると、すぐに背を向けて窓から離れていった。きっともう一度寝台に潜り込むのだろう。

　リディアは思いがけない温かい見送りを受けて、にこにこ顔でレオンのもとへ走った。




「よく似合っているが……風で飛ばされるかもしれないから、今はしまっておけ。しばらくは馬での移動になる」

　レオンはリディアの髪飾りをそっとはずすと、自分の上着の胸ポケットにしまった。

「馬には乗れるか？」

　レオンは自身の葦あし毛げの馬の鼻筋を愛おしそうになでながら、リディアに問うた。リディアは即座に首を横に振る。羊や牛は見慣れているが、軍馬など見るのも初めてだ。想像以上に大きいし、なんだか気位が高そうで、リディアなんぞ振り落としてやると言わんばかりだ。

「仕方ないな」

　レオンは小さくため息をつくと、リディアを抱えて馬の背に座らせた。そして自分もすぐに飛び乗ると、リディアが落ちないようにその体を包み込んだ。

「うわっ、高い」

「あまりスピードは上げないようにするから、心配するな」

　そうは言われても、ぐんと視界が高くなるだけでリディアには恐怖だった。腰が引けて、馬にしがみつくような姿勢になる。

「それは馬が嫌がるんだ。俺に寄りかかっておけ」

　レオンは苦笑しながら、リディアの頭を自分の胸へと寄せた。

「待たせたな。では、出立だ」

　レオンは片手を掲げて、うしろに控える部下たちに声をかけると馬を進めた。

「しっかし、団長が娼婦の身請けとはねぇ……今日は槍でも降るんじゃないすか？」

　先頭を走るレオンと並走していた、長髪の、見るからに軽薄そうな男が笑いをこらえながら言った。

「それに、どうせなら評判の真珠姫にすればよかったのに。なんでその娘？」

　長髪男――ムスクは不思議そうな面持ちで、リディアを眺めている。

「人の趣味にケチをつけるな。それに、こいつはあと数年もすれば、真珠姫以上の上等な女になるよ。たぶん……な」

「ん～そうですかねぇ。俺はもうちょっと色気としとやかさのある女がいいな」

　つらつらと自分の好みを語り始めたムスクを完全に無視して、レオンはリディアに話しかける。

「リディア。この男はムスクという。俺と同じ年で、副官を務めている。頭は弱いが腕は立つ。いざってときはこいつを盾にして逃げろ」

「う、うん。了解です」

　いざってときとは、どういう状況なのか。考えただけで恐ろしいので、リディアは深く考えないことにした。

「あとのメンバーはおいおい紹介していくが、近衛騎士団第一隊の隊員たちだ。悪い男はいないから心配するな」

　にこやかに微笑むレオンの表情から、彼がこの隊のメンバーを心から信頼していることがわかった。

「このまま帝都に向かうの？　どのくらいかかるの？」

「陸路だとガザリ山脈を越えなけりゃならなくて、時間がかかりすぎる。ハクゥの港から船だ。船なら五日ほどかな。海が荒れなきゃの話だが」

「船!?」

「船は初めてか？」

　リディアはこくこくと、大きくうなずいた。

「というより、海もハクゥに来て初めて見た。故郷の村は四方を山に囲まれていたから」

　ナキに連れられてハクゥの街に入ったとき、眼前に広がる海の大きさに目を丸くして驚いたのだ。

（あの海を渡っていくのか――。楽しみなような怖いような）

「この季節のスサナ海は比較的穏やかだ。ローザンの船は性能もいいし、大丈夫だ。出発は明日だ。今日は港近くの宿に泊まる」

「えっ。こんなに朝早く出発したのに、今夜もハクゥに泊まるの？」

「船旅にはいろいろと準備が必要なんだ。お前の洋服も買わなきゃならないしな。まずは市場で買い出しだな」

「そうか……」

　リディアは自分の洋服を見て、納得した。今身につけているのは木綿の地味なワンピースだが、裾の長いスカートはたしかに船には適さないだろう。

　ほどなくして一行は、ハクゥで一番大きな市場に着いた。リディアが買われた奴隷市もこの辺りで開かれていたのだ。

　隊は市場の入口付近に馬を繋ぎ、買い物は徒歩で行くことになった。隊員たちはそれぞれの役割を心得ているらしく、レオンの指示を待たずに動き始めた。

「洋服以外にも日常に必要なものがあれば、遠慮なく買えよ」

「そう言われても船なんて初めてだから、なにが必要かもわからないわ」

「なら、俺が適当に選んでやる。行くぞ」

　レオンに腕をひかれて、リディアは賑やかな市場を歩きだす。馬具の専門店、女性向けのきらびやかなドレスショップ、食堂、スープを売る露店、怪しげな占い師。故郷の村では見たこともないものばかりで、リディアはキョロキョロと目移りしてしまう。

　レオンは一軒の洋品店に入ると、迷うこともなく麻のシャツと黒いズボンを数着、店主に渡して会計をすませた。どう見ても少年用の洋服だった。

「なにガッカリした顔をしてるんだ？　これから船に乗るんだから、ヒラヒラした女物の服を買っても仕方ないだろうが」

　レオンはしゅんとした顔のリディアをあきれたように見やった。

「わかってるけど、私だって年頃の女の子だもん。市場でのお買い物についつい心をときめかせちゃったのよ」

　華やかなドレスとはいかなくても、かわいらしい普段着をあれこれ探してみたり、宝石店を冷やかしてみたり……そんな普通のお買い物をしてみたかったのだ。

「くだらないこと言ってないで、次の店に移動するぞ」

「はぁ～い」

（レオンってモテそうなわりには、女心をわかってくれないのね……それとも、私が女扱いされてないだけ？）

　頭に浮かんだその考えは、ほんの少しだけリディアを落ち込ませたが、ふんわりと漂ってきたいいにおいにあっさりとかき消された。においのもとは、串に刺さった焼きたての羊肉を売る露店だった。

「レオン、レオン！　ドレスはいいからあれを食べたいっ」

　リディアは元気よく声をあげた。

「お前、どのへんが年頃の女の子なんだよ」

　レオンは苦笑しながらも、串を一本買ってリディアに渡してくれた。

「ちょっと待ってろ。すぐ戻るからここを動くなよ」

　どこへ行くの？　リディアがそう問いかけるより前に、レオンは歩きだしていた。仕方ないので、リディアは道行く人を眺めながら串にかぶりつくことにした。

　すると、遠くから異国風の楽しげな音楽が聞こえてきた。リディアは思わず音楽につられて、串を持ったままふらふらと歩きだした。

　――ドン。

「きゃっ、ごめんなさい」

　少し進んだところで、脇道から出てきた誰かとぶつかってしまった。リディアが慌てて顔を上げると、ムスク以上に頭が弱くて軽そうな若い男がふたり、ニヤニヤ顔でリディアを見下ろしていた。ひとりは赤毛、もうひとりは坊主頭だ。赤毛の男のほうが体格がよく、リーダー格に見えた。

「あーぁ、一張羅の服が汚れちまった。どうしてくれるのかな？　高かったのになぁ」

　あまりにもベタな難癖でリディアはあきれてしまった。よそ見をしていたリディアも悪いが、脇道から急に飛び出してきたのは男たちのほうだ。

「ごめんなさい、お金は全然持ってないの。よかったら、そこらのお店で炊事場を借りて洗ってくるから待っててくれる？」

「はぁ!?　洗ったくらいじゃ綺麗にならないんだよ。弁償しろ、弁償」

「だからお金は持ってないって……」

　赤毛の男はぐっとリディアに詰め寄ると、精いっぱいの低い声でささやいた。

「綺麗な顔してるんだから、稼ぐ気になりゃすぐ稼げるさ。いい店を紹介してやるよ」

「うーん……それはべつに。紹介してもらわなくても大丈夫なんだけど」

　なにせ、ついさっきまでハクゥ一番の娼館にいたのだから。たいして怯える様子もないリディアに業を煮やした男は、リディアの両腕を無理やり掴んで脇道に引きずり込もうとした。

「わわっ。ちょっと待って、痛いって」

「っひ。な、なんだ……」

　リディアの抗議の声は、坊主頭の男の怯えた叫び声にかき消された。

「だ、誰だ!?　お前は」

　必死に虚勢を張ったような声は赤毛の男のものだ。彼は困惑した顔つきで目の前の男を見つめた。

「悪いが、こいつは俺が買い上げたばかりだから譲れないな」

　どこから現れたのか、レオンは片手で軽々とリディアを抱き上げると、赤毛の男に向かってにこやかに微笑んでみせた。坊主頭の男はムスクにうしろ手で拘束されている。よく見れば男の頬にはひと筋の血が伝っていた。

「ほら、さっさと退散しろ。でないと連れの片耳が落ちるぞ」

　レオンのその言葉で、赤毛の男はようやく相方の置かれた状況を理解したようだった。ムスクは小型のナイフを男の右耳の付け根に突きつけていた。血が出ているということは、すでに切り落とそうとしているのだろう。男の顔は恐怖にゆがんでいた。

「ひ、ひいっ」

「おら、さっさと行けよ」

　ムスクが男の背中を蹴り飛ばして解放する。すっかり戦意を失っていた男は一目散に逃げ出した。

「お、おいっ。待ってくれよ」

　それを追うように、赤毛の男も慌てて走り去っていった。二対一では分ぶが悪いと踏んだか、そもそも生粋の軍人を相手にする度胸はなかったのか、やけにあっさりと引き下がったものだ。

　レオンはそれを見届けてから、ゆっくりとリディアを地面に下ろした。

「動くなと言ったのに……また食べ物につられたのか？」

　にやりと笑うレオン。

「ち、違うわよ」

（音楽につられた……ことは黙っておくことにしよう）

「助けてくれてありがとう。けど……近衛騎士団ってエリートなんでしょう？　耳を落とすぞなんて、こっちが悪役みたいね」

　リディアはクスクスと笑いながら言った。

「あんなチンピラに騎士道精神を見せてやっても意味ないだろ。お前も騎士に守られるようなしとやかなお姫様じゃないしな」

「うっ。それを言われちゃうと……」

「ほら。もう行くぞ。こういう裏道は物騒な奴も多いんだ。今度こそ俺のそばを離れるなよ」

　レオンはリディアの頭をポンと軽く叩くと、しっかりとリディアの手を握って歩きだした。なんだか気恥ずかしい気もしたけれど、これ以上危険な目にあうのは御免なのでリディアは素直に従うことにした。

「ふぅーん」

　ムスクはそんなふたりを物珍しそうに眺めながら、少し遅れてついていく。

　大通りを抜け、再び馬に騎乗するところで、レオンは小さな包みをリディアに差し出した。

「なに？」

「土産だ」

　手のひらに収まるサイズのそれは、やわらかで質のいい布地に包まれていた。リディアはそっと包みを開けて中身を確認する。ピンク色をした大粒の宝石がキラキラと輝くネックレスだった。

「へ!?　なに？」

「ピンクサファイアだ。ハクゥは質の高い宝石が集まることでも有名なんだ。あの真珠姫にもらった髪飾りと一緒につけたらよく似合うぞ」

「うん、たしかに似合いそうね。けど、なんでわざわざ？」

　なぜこんなものをレオンがくれるのか、そこがリディアにはわからなかった。

「女の子らしいものを買いたかったんだろう？　ドレスは帝都のほうがずっと洗練されたものが手に入る。今はそれで我慢しておけ」

「……我慢って……」

　ぽかんと開いた口がふさがらない。リディアには宝石の価値などさっぱりわからないが、大きさと輝きからして、かなり高価なものだろう。リディアの考えていた〝女の子らしいもの〟とは、あまりにもかけ離れていた。

（私はもっと素朴で、お財布にも優しいものをイメージしてたんだけど……うーん、お金持ちとは思考回路が違いすぎるわ。だけど……私のためにしてくれたことよね？）

「あの……ありがとう、レオン。すごくうれしい。これが似合うしとやかなレディになれるよう、がんばってみるわ」

「ふっ。あまり期待しないで待っておくから、がんばれよ」

　そう言って楽しそうに笑うレオンの表情がなんだかまぶしくて、リディアはドギマギしてしまう。

（あ、あれ？）

　やけにうるさい心臓の音を、リディアは必死に落ち着けようとした。




　今夜の宿はハクゥの港からほど近いところにあった。人のよさそうな夫婦が営む、豪華ではないが、清潔で居心地のよさそうな宿だ。

　レオンは部下たちに囲まれ、なにやら相談事をしているようだ。リディアは隣で暇そうにしているムスクに声をかけた。

「ねぇ。さっき、助けてくれたとき。いったいどこから現れたの？　あなたが近くにいるとは思わなかった」

　ムスクもほかの隊員たち同様に買い出しに行ったものとリディアは思っていた。すぐ近くで別れたレオンはともかく、突然のムスクの登場にはずいぶんと驚いたのだ。

「あぁ。俺の副官としての一番の役目は団長の身の安全を確保することだから。邪魔にならない程度の距離で常にそばにいる」

「へぇ……近衛騎士団長ってそんなに危険な地位なの？　大変なのねぇ」

　リディアは他ひ人と事ごとのようにつぶやいた。行動をともにする以上、自分にもその危険が降りかかってくるかもしれないのだが、そこまでは想像が及ばなかった。

「いや、まぁ……あの人はちょっと特別というか特殊というかね～」

　どう見ても口の軽そうなムスクらしからぬ歯切れの悪さだったが、リディアは深くは追及しなかった。すると、今度はムスクのほうがリディアの顔をマジマジと覗き込みながら言った。

「お前こそ、いったいどんな手を使って団長をたらし込んだんだ!?　団長はあの外見だから女にはそりゃあモテるけど、特定の女をそばに置いたことなんてなかったのに……隊の奴らもみんな平静を装ってるけど、内心は仰天してるぞ」

「どんなって……皇帝陛下の寵姫を目指してるから、帝都へ連れていってって頼み込んだの」

　リディアが正直に答えると、ムスクは飲んでいた水をぶっと噴き出した。

「馬鹿か!?　ハクゥなんて辺境都市の娼婦ごときがどうやったら寵姫になれると思うんだよ？」

「レオンにも同じこと言われたわ」

「そりゃそーだろ。ん？　じゃ、なんで団長はこんな馬鹿なこと考えてる女を身請けしたんだ？」

　ムスクはますますわけがわからない、といった顔で考え込んでいる。

（そんなの私が一番知りたいわよ……）

　レオンの目的は正直、リディアにもよくわからない。が、帝都に着いたら教えてくれるというのだから、それを待つしかない。そう決めたのだ。

「こら、ムスク。俺の女にちょっかいをかけるな」

　いつの間にか戻ってきていたレオンがリディアを引き寄せ、かばうように自分の背中に隠した。

「俺の女ねぇ……」

　ムスクはどうしても、レオンがリディアを買った意図が気になるようだ。レオンはそれを十分わかっていながら、あえてはぐらかす。

「俺が買ったんだから、俺の女。なにも間違えていないだろう。リディア、もう部屋に下がるぞ」

　レオンはリディアの華奢な腰をひょいと抱え上げると、スタスタと自分に割り振られた部屋へと向かった。

「えー、もしかして同じ部屋なの!?」

　レオンは二階の部屋にリディアを連れて入ると、入口近くに荷物を下ろした。狭い室内には寝台がふたつ。端と端に離れて置かれているとはいえ……どう考えても気になってしまう距離だ。

（お金には困ってなさそうだし、もう一部屋借りるくらい頼んでもいいわよね？）

　リディアの思惑を見透かしたようにレオンは平然と答えた。

「気に入った娘を愛人にしようと身請けしてきたのに部屋が別々……じゃおかしいだろ？」

「だって、レオンは私を愛人にしようとは思っていないでしょう？　そんな感じには見えないもの」

　そうだ、リディアだってそんなに子どもではない。娼館で働く覚悟だってあったのだ。レオンが本当にそういう目的で自分を身請けしたのならば……今さら嫌だなどとゴネるつもりはなかった。払ってもらった金額分くらい、尽くすつもりはある。けれど、レオンの身請けの意図はあきらかに別のところにあるように思えた。だからこそ、彼に対してどんな態度を取るべきか戸惑ってしまう。

（しかも、ときどき妙に優しい顔をしたりするんだから……）

「う～ん、お前が嫌じゃなけりゃ愛人にしたいくらいだけどな。ま、俺は独り身だから、愛人じゃなくて恋人か」

　レオンはリディアの背中に手を回し、優しく抱き寄せると、耳もとで甘くささやいた。

「そういえば、精いっぱいもてなすってのが身請けの条件だったよな？　早速、今夜もてなしてもらおうかな」

　低く響く声はやけに艶っぽく、リディアの心をザワザワと落ち着かなくさせる。

「えっ。ちょっ、待って……」

「嫌だね」

　レオンの整った顔が、甘やかさと獰どう猛もうさを併せ持つ紫紺の瞳が、ゆっくりとリディアに近づいてくる。蜘く蛛もの糸に絡め取られてしまった蝶のように、リディアは身じろぎもできずに、ただぎゅっと目をつぶった。レオンはふっと笑みをこぼすと、真っ赤になって硬直しているリディアの額に軽いキスを落とす。

「えっ!?」

「今夜のもてなしはこれで十分。ごちそうさま」

　レオンはくっくっと楽しそうに笑いながら、くしゃりとリディアの頭をなでる。

「あ～ひどいっ。からかったのね!?」

　リディアはもとから大きな目をさらにきっと見開いて、レオンを睨みつける。

「皇子に会いたいんだろ？　さすがの俺も、自分が手をつけた女を皇子に紹介するわけにはいかないからな」

「あっ。そうだった、皇子様……」

　レオンの言動に振り回され、皇子のことなどすっかり忘れていた。

「そういうわけで、俺はなにもしないから安心してゆっくり休め。同じ部屋なのは、万が一なにか危険があったとき、お前を守るためだ」

「わかった……ありがとう」

（やっぱりレオンは私を愛人にする気はないのだ。それがはっきりとわかって、すっきりした。……したはずなのに。どうして、こんなにモヤモヤするんだろう。皇子様に会って見初めてもらう。レオンはそれに協力してくれると言っているのに……）

　リディアは割りきれない気持ちを抱えたまま、清潔なシーツに潜り込んだ。ぐずぐずと何度も寝返りを打つ。そう遠くない距離で眠るレオンの背中が視界に入るたびに、胸がズキンと痛むような気がした。

　翌朝。空を仰げば、雲ひとつない快晴だった。初めて間近に見る船は、リディアにはとてつもなく大きく感じられたが、レオンが言うにはこれは中型の帆船で、もっと大きな船はいくらでもあるそうだ。リディアは船というのは人が漕いで動かすものだと故郷の大人たちから聞いていたのだが、この船は風の力で前に進むのだという。

「風任せじゃ、どこに進むかわからないじゃない？　ちゃんと帝都に着けるの？」

「船には風と潮の流れを読む専門家が乗っているんだ。海のないラビと違って、ローザンは海運を中心に発展してきた国だ。帝国軍でも一番の花形は海軍だしな」

「へぇ……」

　辺境の小国と大帝国の差なのか、はたまた貧しい平民と上流貴族の差なのか。レオンの話はリディアにとっては、まるで異世界の物語のようだ。けれど、レオンはリディアにもわかりやすいように丁寧に説明してくれるので、レオンの話を聞くのは楽しかった。

　リディアはレオンに連れられて、気持ちのいい風の吹く甲板に出た。足もとがゆっくりと、しかし、大きく横に揺さぶられる。不思議な感覚だった。

「それにしても、お前その格好よく似合うなぁ」

　レオンはリディアの全身を眺めて、しみじみとつぶやいた。

　リディアはこざっぱりとした麻の白シャツ、茶色の上着に黒いズボンを身につけていた。長い髪はうしろでひとつにまとめている。明るい金髪が陽の光にキラキラと輝いていた。どこから見ても、立派な船乗りの少年だ。

「その格好なら皇子じゃなくて、陛下の愛人になれるかもしれないぞ。なかなか美少年だ」

　リディアのすっきりと整った顔立ちとあまり女性らしさのないスラリとした肢体は、男装にはぴったりのようだった。

「それ、ちっともうれしくない……」

　航海初日は順調すぎるほど順調だった。隊員たちは、昼間から酒など飲みながら船旅を楽しんでいた。レオンが言うには、今日は揺れも少ないほうなのだそうだ。が、それは船に慣れた者の話だ。この揺れのどこか穏やかなのかリディアにはまったく理解できなかった

　リディアは出航から一時間もたたないうちにひどい船酔いになってしまい、ひとり船室に閉じこもっていた。

「うぅ～」

　ゆったりと大きな揺れが押し寄せるたびに、吐き気がこみ上げてくる。この状態があと何日も続くなんて、地獄としか思えなかった。

　――コンコン。

「大丈夫か？」

　ノックと同時に、レオンが顔を覗かせた。リディアは声を出す気力もなく、ゆるゆると首を横に振った。

「こんなにしおらしいお前は初めてだな。そうしてると、深窓のご令嬢に見えるぞ」

　レオンの嫌味も聞き流すしかなかった。レオンは寝台脇の小さなテーブルに、水の入ったガラス瓶を置いた。

「レモン水だ。さっぱりしてるから、多少気分がすっきりする。船酔いは慣れだ。ずっと続くってことはない。もし眠れるなら、寝てしまうのが一番の薬だよ」

　レオンはリディアの眠る寝台に腰をかけると、頬にかかる髪をそっと払ってやる。

（あ、冷たくて気持ちいい）

　水仕事でもしていたのか、レオンの手はひんやりと冷たくリディアには心地よかった。娼館のカヤやザンナの態度からすると、近衛騎士団の団長というのはかなりの地位なのだと想像できる。しかし、レオンは部下たちにあまり偉そうな態度を取ることはなく、細々した仕事なども率先してこなしているようだった。レオンが特別なのか、軍人の上下関係とはそういうものなのか。それはリディアにはわからなかったが。

　ただ、隊員たちはみな明るく、リディアにも親切だった。ムスクを筆頭に酒好きのお調子者が多いが、しっかりと統率はとれていて軍隊としては非常に有能なのが見てとれる。それはきっと、上に立つレオンの力量なのだろう。

　誰かがそばにいてくれる安心感もあったのか、リディアはゆっくりと眠りに落ちていった。




「んっ、あれれ？」

　どこか懐かしさを覚える狭くて低い灰色の天井。ほんの一瞬、リディアは故郷の村の我が家に戻ったような感覚に陥った。長い長い夢を見ていたような……。

　が、耳に届いた涼やかな声で現実に引き戻される。

「目が覚めたか？　気分はどうだ？」

　眠りにつく前と同じように、レオンは寝台に腰かけてリディアを見下ろしていた。

（あ、そうだった。私ひどい船酔いで寝てたんだっけ）

　眠る前の苦痛が嘘のように、頭も体もすっきりしていた。相変わらず船が揺れているのは感じるが、あの気持ち悪さはやってこない。

「うん、びっくりするくらい楽になった。もしかして、かなり長いこと寝てた？」

「それはよかったな。二時間くらいか……もう日が暮れたよ」

「レオンはずっといてくれたの？」

「女の寝顔をただ眺めてる趣味はないんだが、お前が手を離さないから」

「えっ!?」

　言われて視線を移してみれば、リディアはレオンの手をぎゅっと握りしめたままだった。

「わっ、ごめんなさい」

　リディアは慌てて手を離し、がばりと寝台から起き上がった。起き上がってみても気分の悪さは感じない。どうやら完全に回復したみたいだった。

「顔色もよくなったな。食えそうなら、少し夕食を取るか？　日持ちする塩辛いものばっかりで、あんまりうまくはないけどな」

「うん！　お腹空いた」

「……だからといって食べすぎるなよ」

　レオンはあきれた顔をリディアに向ける。

　船内には小さな食堂があるらしい。レオンに連れられてそこへ行くと、隊員たちが賑やかに食事を取っていた。すでに酔いつぶれて、うたた寝をしている者までいる。

　食事はメニューが豊富で、思っていたよりずっと豪華だ。隊員たちはリディアにおすすめを教えてくれたりと、なにかと世話を焼いてくれる。

　リディアはパンとひよこ豆のスープ、干し肉を数種類、皿にのせて食べ始めた。たしかに味は濃いめだが、十分においしい。結局お代わりまでしてしまった。

　食後のお茶を飲み終えたところで、レオンが言った。

「すっかり回復したようだな。それなら、少し甲板に出てみないか？　今夜は星が綺麗だぞ」

「そうそう、美しい星空は船旅の醍醐味だ。見ておいでよ」

　レオンの隣に座っていた中年の男もそう言って、リディアを促した。




　差し出されたレオンの手を取り、彼のエスコートで甲板へと続く階段を登った。昼間とは違い、驚くほど冷たくなった風がリディアの頬をなでる。

「わっ、わ～～!!」

　リディアは思わず、子どものように大きな声をあげた。見渡す限りの満天の星だった。故郷の村だって星空は綺麗だったが、海上にいるせいか見え方が違う。大小にきらめく星々が今にも降ってくるかのような迫力があった。

「すごい、なんて綺麗なの」

　深い藍色をした空と海は、その境界が曖昧で、すべてをのみ込んでしまいそうだ。自分がとんでもなく小さくなったような気がする。

「世界にふたりきりになったみたい……」

　リディアがぽつりとつぶやくと、レオンはぷっと噴き出すように笑った。

「お前からそんなロマンチックな口説き文句が出てくるとは意外だな」

「なっ、そんなつもりじゃないわよ！　ただ……陸地も見えないし空も海も真っ暗だし、あんまり綺麗すぎて怖いくらいなんだもん」

「まぁな」

「ねぇ、レオン。ラビはどっちの方角かわかる？」

「ラビはハクゥよりずっと北だから……あっちだな」

　リディアはレオンが指さす方角を眺めてみたけれど、真っ暗な海が果てしなく続いているだけで、懐かしい故郷は影も形もなかった。

「今さらだけど……ずいぶん遠くまで来ちゃったのね。ほんの数ヶ月前までは村を出ることなんて、どうせできないと思っていたのに」

　自分も結局はほかの多くの娘たちと同じように、似合いの年頃の村の男に嫁ぎ、子を産み育てる。そんな平凡な人生を送ることになるのだと思っていた。

（いつか村を出てみたい。そんなふうに思ってはいたけれど、実現するとは自分でも信じていなかったんだわ）

　それがどうしたことだろうか。理想とはかけ離れた形ではあったが、リディアは望み通りに村を出た。そして、『もう二度と帰ることはできないんじゃないか』と思ってしまうほどに、遠いところまで来てしまった。

「ホームシックか？」

　レオンにそう問われ、リディアは素直にうんとうなずいた。寒いし貧乏だし、娯楽もなにもないつまらない故郷だった。けれど、愛する家族がいた。マイアのように好きな男がいたわけではないけれど、大好きな友達だってたくさんいたのだ。村を出たいという気持ちは本心だったが、二度と帰れないと思うとやはり複雑な気持ちになる。

「このまま一生、家族に会えないのは、やっぱり寂しいなぁ」

　リディアの澄んだ青い瞳から、はらはらと涙がこぼれ落ちた。

「あれ、やだな！　なんか感傷的になっちゃったみたい」

　リディアは慌てて涙を拭うと、恥ずかしさをごまかすようにペロリと舌を出した。

「えっ……」

　次の瞬間、リディアの体はレオンの温かい胸にすっぽりと包まれていた。規則的な力強い鼓動がはっきりと聞こえてくる。その心音は不思議とリディアの心を落ち着かせてくれた。

「心配するな。二度と帰れないなんてことはない。俺が必ず連れていってやるから」

　レオンのその言葉は誠実で、リディアの胸に深く優しく響いた。いつもの、どこか本心を隠すような態度とはえらい違いだ。

　レオンはさらにぎゅっと力強くリディアを抱きしめた。リディアも黙って彼に身を委ねた。寄せては返す波の音も、階下の食堂から漏れ聞こえてくる隊員たちの賑やかな笑い声もどこか遠くに感じた。

　どのくらいそうしていただろうか。レオンの腕は優しくて、なんだか手放すのが惜しいような気もしたけれど、リディアは自分の気持ちをキュッと引き締め直すとレオンの腕を自ら解いた。

（いつまでもメソメソしてられないもんね）

　自分の意思で村を出た以上、逃げ帰るような真似はしたくない。村を出たときの、『絶対に成り上がってやる！』というあの決意を忘れたくはない。

「ありがとう、レオン。皇子様の寵姫になって、凱旋帰国できるようがんばるから協力してよね！」

「ふっ。まぁ、せいぜいがんばってみるんだな」

「もちろんよ！　それから……これはお礼！」

　リディアは精いっぱい背伸びをすると、レオンの唇を奪った。それはキスと呼べるほど色っぽいものではなく、ほんの少しだけレオンの下唇をかすめただけだった。

「……下手クソ」

「でも、顔が赤くなってる」

　予想外の不意打ちが効いたのか、レオンがほんの一瞬でも動揺したのをリディアは見逃さなかった。

「へへっ、私の勝ち」

　リディアは無邪気な笑顔を見せる。

　レオンは無言でリディアの肩を強引に引き寄せると、薄紅に色づく唇に噛みつくようなキスを返した。

「――っん～～」

　息もできないほどの熱く深いキス。初めての経験にリディアの頭は真っ白になる。体の力が抜けて、くにゃりと膝から崩れ落ちそうになったところで、ようやく解放された。

「はぁ……」

　今にも倒れそうなリディアの腰を支えながら、レオンは不敵に笑った。

「仕返し。キスってのはこうやってするんだ、覚えとけリディア」

「て、手を出すつもりはないって言ったじゃない!?」

「皇子もキスくらい、大目に見てくれるだろ」

「今のは、全然、〝くらい〟じゃないわよ～」

　リディアの絶叫とレオンの明るい笑い声が重なる。ちょうどそのとき、雲に隠されていた月が姿を現し、真っ暗だった海を優しい光で照らしだした。
















第三章　危ない皇子様













　翌日以降も天候に恵まれ、海は大きく荒れることなく、船は予定通り五日間でローザンの帝都ハルーンの港に到着した。リディアも初日ほどのひどい船酔いに悩まされることはなく、航海後半は隊員たちとともに船旅を楽しむ余裕も出ていた。

「やっと着いた～！」

　とはいえ、やはり久しぶりに大地を踏みしめた瞬間は心の底からほっとしてしまった。船旅はいい経験にはなったが、そう何度もしたいものではないとリディアは思った。

　ハルーンの港はハクゥの港とは比べ物にならないほど大きく、あふれ返りそうなほどの人がひしめき合っていた。

　また、普段からこうなのか今日がなにか特別なのかはわからないが、港を警護する軍人の数がとても多かった。その全員がレオンの姿を見つけると、姿勢を正して敬礼のポーズを取った。

（まるで王様みたいね。なんか……もしかしてレオンってとんでもなく偉い人だったの？）

「ここにいる軍人さんは、みんなレオンの知り合いなの？」

「そうだ。帝都の警護は近衛騎士団の一番の仕事だからな。みな、俺の配下の者だ」

「近衛騎士団ってそんなにたくさんいるの？」

　船に乗っていたメンバーを第一隊というからには、ほかにもいるのだろうと想像はしていたが、近衛騎士団がそんなに大きな組織だとはリディアは思っていなかった。ここにいる軍人たちがみなレオンの部下だとすれば、かなりの大所帯だ。

「こいつら第一隊は、こう見えても精鋭なんだ。近衛騎士団は二十隊編成で、十二隊は帝都に、残りは帝国内の主要都市に配属されている」

「そうなんだ。思ってたより大きな組織なのね。レオンってまだ若いのにすごいのねぇ」

　二十隊ということは、少なくとも百人以上の軍人たちを指揮しているということか。リディアは素直に賞賛の気持ちを抱いた。

「すごくなんかないさ」

「え～、謙遜なんてらしくないじゃない」

　リディアが茶化すようにそう言うと、レオンは自嘲気味に笑って目を伏せた。

「近衛騎士団に限らず帝国軍で出世するのに必要なのは、金と血筋とコネだけだ。ろくに馬も乗りこなせないような将校がゴロゴロいるぞ」

　レオンの瞳に暗い影が落ちる。レオンはときどきこんな顔を見せるときがある。それは決まって、ローザンの実情について語るときだった。

（豊かで大きくて幸せな国に見えるけど、レオンはあまりこの国を好きではないのかしら）

　数歩うしろに控えて、ふたりの会話を聞いていたムスクがリディアにささやく。

「近衛騎士団の名誉のために言わせてもらうとな、うちの団長は剣も弓も一流の使い手だぞ。まぁ、帝国軍の上層部に無能が多いのは俺も否定はしないけど」

　どうやらムスクも、自国軍の実情には不満を持っているらしかった。そういえば故郷の大人たちもたびたび、領主への愚痴を肴さかなに酒を飲んでいたし、どこも同じようなものなのだろうか。

「もう馬には乗らないの？」

　リディアは話題をかえて、レオンに話しかけた。これまで移動にはずっと馬を使っていたから、今回もどこかで馬を調達するのだろうか。

「目的地はすぐそこだから歩きで十分。ほら、もう見えているよ」

　レオンの視線の先には、どこまでも続く高い石造りの塀に守られた宮殿のような建物があった。赤茶色の外壁に美しい深緑色の屋根、堅牢な門扉の向こう側には、色とりどりの花々で飾られた豪華な噴水が見える。

「え～～!?　いきなり皇子様にご対面？　待って、心の準備が……」

　まさかいきなり皇宮を訪れることになるとは思ってもいなかったリディアは、慌てふためいてしまう。そんなリディアをレオンは不審そうに見つめる。

「――なにを言ってるんだ？　いきなり皇子に会えるわけないだろう？」

「えっ。だって、ここ皇宮でしょ？　ここに皇帝や皇子様が住んでいるんじゃないの？」

　しばしの沈黙の後、レオンとムスクが顔を見合わせて爆笑し始めた。リディアにはなにがなんだかわからない。

「違う、違う。皇宮の大きさはこんなもんじゃないよ」

「でもまぁ、実際陛下の別荘くらいの規模はありますからね。ラビみたいな辺境国の出身者なら勘違いしても仕方ないかもなぁ」

　どうやらここは皇宮ではないこと。そして、ムスクがリディアを田舎者だと馬鹿にしていること。その二点はリディアにも理解できた。

「じゃあ、この宮殿みたいな建物はなに？」

「俺の家だ。ついでにムスクの実家でもあるな」

「俺の母親は団長の乳母だったんだよ。今も住み込みでクラークス家に仕えている」

（へぇ～、上官と部下にしてはやけに距離が近いなとは思っていたけど、ムスクはレオンの乳兄弟ってやつだったのね。――いやいや、問題はそこじゃなくてっ）

「ここがレオンの家？　ローザンでは皇帝じゃなくても宮殿に住めるわけ？」

　故郷の村で、一番お金持ちだったお医者様の家は二階建てで、子どもたち専用の部屋があった。でも、四人兄弟でひと部屋だ。それでも、リディアを含めた村の子どもたちからはなんて大きな家なんだろうと羨望の眼差しを向けられていた。自分の育ってきた環境とのあまりの差に、リディアは呆然としてしまう。

（このおうちなら子どもが二十人くらいいても、ひとり部屋なのかしらね？）

　そんなくだらないことを真剣に考えてしまうほどに。

　クラークス家の屋敷には使用人が大勢いて、彼らはリディアを主人の客人として丁重にもてなしてくれた。

　まずは薄汚れてしまった男物の衣服を脱がされ、湯浴み。続いて、ドレス選び。数人がかりで何着ものドレスを試着させられ、まるで着せ替え人形になったような気分だった。女の子なら一度は夢見るお姫様体験だったが、リディアはうれしさ半分、困惑半分といったところだった。

（お、お姫様って意外と疲れるのね……。知らなかった、いつか村のみんなに教えてあげよう）

　着替えをして髪を整える。ただそれだけのことなのに、あきれるほどに時間がかかった。リディアが自分でやれば十分とかからなかっただろうに。

　リディアはぐったりした表情で鏡の前に立った。真珠色のロングドレスは首もとまでレースで覆われた清楚なデザイン。自慢の金髪は高く高く結い上げられ、ドレスと同色のリボンが飾られていた。あれこれと派手なドレスも着させられたものの、結局はシンプルな一着に落ち着いたのだ。

「まぁ、素敵！」

「ほらね。私は最初から清楚なデザインが似合いそうだって言ったじゃないの」

「でも、さっきの肩の開いたドレスも意外性があってよかったわ」

　クラークス家には三人のご令嬢がいたが、みな遠方の他家に嫁いでしまい、屋敷はすっかり寂しくなってしまったのだそうだ。侍女たちは久しぶりに若い女性を飾るのが楽しくて仕方ないといった様子だった。リディアが着ているドレスもご令嬢たちが残していったものだ。

「……ふぅ」

　リディアはあれこれと盛り上がっている侍女たちを横目に、小さくため息をついた。そして、ドレス姿の自分を見て、ふとあることを思いついた。早速、侍女のひとりに声をかける。

「あの、この格好にピンク色の宝石と髪飾りをつけたら変かしら？」

「ドレスも頭のリボンも白だから、ちっともおかしくないですよ。ピンクがお好きなら、すぐにお持ちしますね。隣の部屋に宝石箱が……」

　フットワークも軽やかに、部屋を出ていこうとする彼女を、リディアは慌てて引きとめた。

「あっ、違うの。自分のものをつけたくて……これなんだけど」

　リディアはレオンにもらったネックレスと、ラリサから譲り受けた髪飾りを取り出した。

「まぁ！　上等なお品ですわね。よくお似合いになりますよ」

「ありがとう」

　ネックレスと髪飾りをつけて、ようやく準備完了。リディアはレオンとムスクの待つ部屋へと向かった。

「おかえり、リディア。見違えるようなレディになったじゃないか」

　そっと扉を開けたリディアの姿に、最初に気がついたのはレオンだった。そして、彼女の胸もとを飾るネックレスを見つけると、ほんの少し目を細めた。

「それも、思った通り、よく似合ってる」

　レオンとムスクは焦茶色の革張りのソファに腰掛け、お茶を飲んでいるところだった。ふたりとも堅苦しい軍服を脱ぎ、シャツにベスト、スカーフタイといった貴族の子弟らしい服装に着替えている。ふたりの間には紺色のワンピースを着た上品な婦人が座っていた。

「リディア、紹介しよう。こちらの女性がムスクの母親のアーネットだ。俺にとっても母親同然の人だよ」

　アーネットは立ち上がり、にこやかな笑みを見せた。その優しげな笑顔はリディアに故郷の母親を思い出させた。

「まぁ、なんてかわいいお嬢さんなのかしら。殿下のこと、どうぞよろしくお願いしますわね。ようやっと身を固める気になってくれたみたいで、私も安心しましたわ。あとは……ムスク！　あなたもいい加減に嫁のひとりやふたり、見つけてきてちょうだいな」

「いやぁ、俺はまだいいかなぁ～、美人が多すぎて選びきれないし。それより、お袋。団長のことを殿下と呼ぶのはいい加減にやめ……」

「ムスク！　話をごまかさないの!!　どうしてこんなに軽薄な男に育ってしまったのかしら。亡くなったあなたの父親は、それは真面目で優しい人だったのに」

　アーネットはすっかりお説教モードにはいってしまったようで、逃げ場をなくしたムスクが苦い顔で頭を掻いた。

「……いいの？　激しく誤解されているみたいだけど」

　リディアは隣のレオンをちらりと見ながら言った。アーネットはリディアをレオンの嫁候補だとでも思い込んでいるようだった。

「まぁ、いいさ」

「殿下って……ラビでは王族の呼び名だったけど、こっちでは貴族にも使うのね。まぁ、こんな宮殿みたいな家に住んでいるのなら、違和感もないけど」

　リディアは高い高い天井を見上げながら言った。天井にまで豪奢な彫刻が施されている。

（この重そうなシャンデリア、どうやって掃除するのかしら。見たことないけど、ラビの王様の住まいより、この屋敷のほうが豪華そうな気がするわ）

「いや、ローザンでも殿下は皇族の敬称だ」

「へ？　でもさっき……」

　アーネットはたしかにレオンを殿下と呼んでいた。聞き間違いだっただろうか。

「それも、きちんと説明するよ。アーネット、ムスク！　悪いが、リディアとふたりきりにしてくれないか？」

　母親のお説教から逃げるきっかけができたムスクは、ふたつ返事でそそくさと部屋を出ていった。アーネットはアーネットで、なにかを大きく誤解していた。

「あら、私ったら気がきかなくて……。ごめんなさいね。どうぞ、存分にごゆっくりなさってくださいな。あ、お夕食は殿下の好きな仔牛の丸焼きを料理長が張りきって作ってますからね」

「あぁ、それは楽しみだな」

（やっぱり、アーネットさんは殿下って呼んだわよねぇ）

　リディアの疑問はますます深まっていく。アーネットが部屋を出ていくのを見届けてから、リディアはレオンを問いつめた。

「いったい、どういうことなの？　レオンは皇族となにか関わりがあるの？」

「ない、とは言えないかな。俺は皇籍を剥奪された元皇子だ。クラークス家はローザン皇家の遠縁にあたる侯爵家で、十六歳になるときに養子として引き取られたんだ」

　レオンはとんでもないことをさらりと口にした。元皇子様……そもそも皇子様に〝元〟なんてあるのだろうか。リディアにはさっぱり理解不能だ。

「え、待って、待って。ちっとも理解が追いつかない。それじゃあ紹介してくれるはずの皇子様ってのはレオンのことなの？」

「だから、俺はもう皇子じゃないんだ。お前に紹介するといったのは、正当な皇位継承者である俺の異母弟だ。お前より四つ年下だが、まぁ、気にするほどの年の差じゃないだろ」

「う～ん……」

　唐突に明かされたレオンのとんでもない秘密に、リディアは困惑するばかりだ。

「ま、俺の素性なんぞはどうでもいいんだ。現在はクラークス家の人間で、近衛騎士団長をしている。それだけだ。お前に話しておきたかったことはそれじゃない。リディア、身請けのときに、俺を精いっぱいもてなすと約束したな？」

　レオンは急に真剣な表情になって、リディアをじっと見つめた。夜の海を思わせる紫紺の瞳はどこまでも深く、底が知れない。

「体でもてなす必要はない。だが……お前には俺のために働いてほしいんだ」

「どういうこと？」

「まず、お前には皇宮舞踊団の踊り子になってもらいたい。お前を買った理由はその踊りの才能を見込んでのことだ」

「皇宮舞踊団？　なぁに、それ？」

「ローザン帝国三代皇帝がつくった舞踊団だ。もともと、皇帝や皇妃を楽しませるために王宮には各地から楽士や踊り子が集まってきていた。芸術をこよなく愛していた三代皇帝が、彼らの仕事を宮廷内での正式な職として認定したんだ。似たような仕事として、宮廷画家なんかもいるな」

「へぇ～、そうなんだ」

　皇家だの宮廷だの、庶民のリディアには縁遠い話すぎて、あまりピンとこない。

「もともとは皇帝の娯楽のための存在だったんだが、今は他国からの賓客をもてなしたり、時には地方に遠征したりと、どちらかというと外交的な役割を果たしている。ローザンの皇宮舞踊団といえば、近隣諸国ではわりと知られた存在だ」

「すごいのね！　ぜひ、見てみたいわ。けど、そんなすごいところに私が入るなんて、どう考えても無理よ」

　リディアは間髪入れずに、異を唱えた。歌や踊りは大好きだから、興味はあるし、見てみたいとは思う。が、皇宮舞踊団とやらがどんな踊りをするのかは知らないが、自分が踊れるのは故郷の祭りで舞う、あれだけなのだ。たしかに村で褒められはしたが、あの舞は村に生まれた女なら小さい頃から厳しく特訓させられていて、ある程度は誰でも踊れるものなのだ。特別な才能が必要なものではない。

「お前なら大丈夫だ。それは俺が保証する」

「な、なにを根拠に……」

「この目で見たのだから、これ以上の根拠はないだろう。お前には間違いなく才能があるよ。それに、皇宮舞踊団のルーツはラビのような北方の国にあるんだ。踊りにも近いものがあった」

「で、でも……」

「そもそも、お前に拒否権はないだろう」

「うっ……」

　それを言われてしまうとなにも言い返せない。リディアはレオンに買われたのだ。レオンの命めいに背くことはできない。リディアの沈黙を肯定とみなしたのか、レオンは勝手に話を進める。

「皇宮舞踊団の中に入って、俺の目的の達成のために協力してほしい」

「も、目的？」

　いったいどんな話が飛び出してくるのか、あまり聞きたくない気がする。もはや悪い予感しかしなかった。そして、リディアのその予感は見事に的中する。

「かっこよく言えば、革命。平たく言えば、謀む反ほんだな。俺の目的は現皇帝を廃位させることだ」

（か、革命？　む、謀反!?　ちょっと待ってよ、いくらなんでも……）

「さ、詐欺だ!!　そんな危ない話だなんて聞いてない！　もしかしたらあなたが悪人かも……なんてことは、ちらっと考えたわ。だけど、それじゃ悪人どころか大罪人じゃないの～」

「うまい話には裏があるんだよ。勉強になっただろ？」

　ほんの少し前までは爽やかだと思っていた笑顔も、今は凶悪なものにしか見えない。謀反の片棒を担げだなんて、それなら娼館で働くほうが何倍もマシではないか。

「嫌よ、無理！　断固としてお断りさせていただきます！」

「なら、お前を買うために払った金額を今すぐ返してもらおうか？　もう一度お前を娼館に売っぱらったところで、あんな大金は手に入らないだろうしなぁ」

　本物の奴隷商人だったナキより、今のレオンのほうがよっぽどそれらしい。悪どい台詞が妙に似合っている。

「ど、どこが騎士団長よ？　騎士道精神の欠片かけらもないじゃないよ～」

「騎士道精神なんて、古代遺跡みたいなもんだ。失われて久しいな」

「詐欺師！　悪党！　大罪人!!」

　リディアは思いつく限りの悪口をぶつけてみたが、レオンにはどこ吹く風だった。

「あきらめろ、リディア。お前は俺のものだと言ったろ？」

　にっこりと微笑むレオンに、リディアは返す言葉もなかった。

「約束しよう。革命が成功した暁には皇子の寵姫でも金銀財宝でも、お前の望みはなんでも叶えてやる」




　今後の作戦会議という名目で、ムスクも呼び戻され、三人で夕食を取ることになった。ムスクやアーネットはもちろん、近衛騎士団第一隊のメンバーやこの屋敷の使用人はみなレオンの一味らしかった。

　クラークス家の料理長のこしらえた料理はどれもこれも、リディアがこれまで味わったことのない美味なものばかりで、とくに、レオンの好物だという仔牛の丸焼きは絶品だった。が、せっかくの素晴らしい料理も、心から楽しむ気分になれないことをリディアは悔やんだ。

（どうせなら、あのとんでもない話は夕食を堪能してからにしてほしかったわ……）

「皇宮舞踊団か。なるほど、考えましたね。たしかにあそこなら皇宮内に気軽に出入りできて、なおかつ自由に外にも出られる。スパイを送りつけるのには、うってつけだ」

　ムスクはポンと手を打った。

「だろう？　以前から舞踊団に入れそうな人材を探していたんだ。とはいえ、俺やクラークス家と縁の深い人間では怪しまれるし……」

「けど、舞踊団は最近は貴族や高位の聖職者のご令嬢ばかりじゃないですか。こんなどこの馬の骨ともわからぬ娘が入れますかね？」

「そうよ、そうよ。皇宮なんて馬の骨が行く場所じゃないわ。お願いだから、私をそこら辺の娼館に売り飛ばして！」

　あまり貴族らしくない風貌と言動のムスクに馬の骨呼ばわりされるのは心外だったが、今は彼のその言葉を信じたい。スパイなんてまっぴらごめんだ。リディアはレオンを思いきり睨みつけた。

「あきらめの悪い奴だな……。リディアは皇妃のもとへ預けようと思っている。後見人としてこれ以上の人物はいないだろう」

　リディアを無視して、レオンとムスクはどんどん話を進めてしまう。

「けど、ディセル様はなにも知らないんじゃ……」

「なにも話してはいないが、あの方は薄々勘づいていると思う」

「なんつーか……おつらい立場ですよね。大貴族のご令嬢として生まれて、蝶よ花よと育てられてきただろうに」

「上に立つ者には相応の責務がある。それがわからないほど愚かな女ひ性とではない」

（ディセル様とやらがどれだけおつらい境遇なのか知らないけど、私だって散々な状況じゃない？）

　リディアは心の中で悪態をついたが、なにを言っても無駄なようなので、黙ってふたりの話を聞いていた。

　レオンは改めて、リディアに向き直った。

「リディア、お前は近々ローザン帝国皇妃ディセル様の侍女として皇宮に入る。侍女としての仕事ぶりは期待してないから心配するな。皇妃を後見人として皇宮舞踊団に入れれば、それでいい」

「ディセル様って……」

「皇帝陛下の正妃、皇太子ユリウスの実母だ」

　例の皇子様、レオンの異母弟はユリウスという名前らしい。

「そ、それで？　まさか私に皇帝を暗殺しろとか……」

「お前が暗殺できるほど、軽い相手ならこんな苦労はしていないよ。お前の仕事は情報収集だ。皇宮内の噂話や、陛下の言動を俺に知らせてくれればいい。皇宮内には何人も俺の味方が潜んでいるから、そう危険はない。それから……」

「それから？」

「せっかくだから、舞踊団で踊りの実力を磨け。俺の目的とは関係なく、お前の舞は本当に素晴らしい。極めれば娼婦よりずっと稼げるようになるぞ。万が一、ユリウスに振られても、生きていけるようにしっかり励め」

　なぜだかわからないが、レオンはリディアの舞だけはいたく気に入っているようだ。リディアからすれば、過剰評価としか思えないのだけれど。

「……皇子様に見初められる可能性より、反逆罪で処刑される可能性のほうが高そう」

　リディアの愚痴を、レオンは明るく笑い飛ばした。

（だいたい、皇子様って皇帝陛下の息子なのよね？　自分の父親に反逆しようとしてる娘を相手にしてくれるわけ……ん？　あれれ？　皇子様はレオンの弟よね。異母弟って言ってたから、父親は……）

　リディアは今さらながら、その事実に思い至った。

「レ、レオン！　皇帝陛下ってもしかしてあなたのお父様!?」

「血縁の上ではそうだな。なにを今さら……」

「あなた、実の父親を殺そうとしているの？」

　リディアには到底、理解不能な感情だった。リディアの家族は貧しかったけれど、とても仲がよかった。リディアが売られたのだって、一家心中とどちらを選ぶか、最後まで迷った末での判断だったのだ。

「どうして……」

　リディアはそれ以上言葉が続かない。レオンはふぅと深く息を吐くと、慎重に言葉を選びながら話し始めた。

「殺したいとは思っていないよ。退位してユリウスにその地位を譲るのならば、好きに余生を過ごせばいいと思っている。父親としてのあの人には特段の恨みも憎しみもない。まぁ、そもそも父親という意識も薄いが……」

「だったら、どうして？」

「ローザン帝国皇帝の器にないからだ。リディア、お前はなぜ自分が売られるような状況になったか考えたことはあるか？」

「冬を越せるだけの小麦が無かったのよ。村はどこも貧しいから、助けてももらえなかったし」

　そういう状況になると、若い娘が売られていく。故郷ラビでは、ある意味で、冬の風物詩のようなものだった。不運ではあるが、リディアの家だけに訪れた悲劇ではない。売られていく娘、薬を買えずに死んでいく老人、飢き饉きんの年には集落が全滅することだってあった。

「故郷の村はなぜ貧しい？」

「なぜって……」

　そんなこと、考えたこともなかった。貧乏はあたり前にそこにあるものだった。リディアたち庶民にとっては、〝冬には雪が降る〟のと同じくらい自然なことだった

　それでも、レオンがあんまり真剣な顔をするので、リディアも必死に考えた。

「うーん、ラビは土地が痩せてるから、あんまり作物が育たないのよね。数年に一度はすごい寒波で飢饉になるし……この辺りみたいに気候がよければ、豊かになれるのかしら？」

　ローザンの領内で、リディアはラビでは見たことのない果実のなる木や大規模な農園をいくつも目にした。それは暖かな気候の恩恵のように思えた。

「たしかに、農耕だけを見ればラビは厳しい。あの寒さでは収穫量を増やすのは至難の技だろうからな。けど、ローザンに併合される前のラビは小さいながらも豊かな国だったんだぞ」

「え～、そんな話知らないわ」

「ラビは良質な鉱山資源の宝庫なんだ。資源の少ない国からすれば喉から手が出るほどに欲しいものだ。だから、豊かだった」

「へー。もう採れなくなっちゃったの？」

「いや、今も豊富に産出しているよ。そのほとんどをローザンに輸出している。ローザンはラビから安く大量に買い取って、他国へ高く売りつけている。圧倒的な武力を盾に、不当に利益を搾さく取しゅしてるんだ」

「ずるいのね。レオンはそういうずるいことをする皇帝が嫌いなの？」

　レオンは少し考えて、ゆっくりと首を振った。

「いや、正義を振りかざしてきれいごとを言うつもりはない。それが陛下の意思と判断のもとに行われているのならば、それもひとつの道だろうと思う。政治に正解はない。だが……あの人は自らの保身と退屈を紛らわすための娯楽にしか興味がない。有能だった部下を何人も処刑し、国民は一部の貴族と聖職者たちの食い物にされている。この国はすでに腐敗が始まっている。放っておけば、あっという間に自滅の道をたどるだろう」

「……難しくて、よくわからないわ」

「うん、そうだろうな」

　レオンは優しく微笑んだが、リディアは自分の無知を恥ずかしいと思った。自分の故国の現状を、教えてもらって初めて知ったのだ。それは恥ずべきことのように感じる。リディアは生まれて初めて、与えられた環境に疑問を持つということに思い至った。自分や娘たちが売られていく状況を仕方ないとあきらめるのではなく、村のみんなで力を合わせればなにかできることがあったのかもしれない。

　罪人にはなりたくないし、レオンの成し遂げようとしていることが正しいことなのかはまだわからなかったが……レオンの話を、もっと聞いてみたいと思った。レオンだけではなく、いろいろな人の話を聞いて、この目で世界の様々なものを見てみたい。リディアは世界がとてつもなく広いことを知った。

　皇妃のもとへ上がる日は約一ヶ月後。侍女としての働きは期待していない。レオンはそう言ったが、最低限の宮廷マナーなるものが存在するらしく、リディアはクラークス邸でアーネットからそれをみっちりと仕込まれることになった。




　完全なる付け焼き刃だったが、もともと要領がよく器用なリディアはそれなりの家柄のご令嬢に見える程度にはマナーを身につけた。そして、マナー教育の合間をぬって、踊りの特訓もした。こちらは教えてくれる師もいないので、ひとりきりの特訓だったが、時折レオンが見に来て、あれこれとアドバイスをしてくれた。

　一ヶ月もクラークス邸に滞在していると、帝国の実情やレオンを取り巻く環境というものが、リディアにもなんとなくわかってきた。現皇帝陛下、メディウスはものすごく疑り深い性格で、自分が即位した際に自分の弟たちを全員処刑するという凶行に及んでいる。その後も有能な部下を極端に恐れて失脚させたり、処刑してしまったりと、国民からも歴史に名を刻む暗君だと揶や揄ゆされていた。

　レオンの皇籍剥奪も、家臣たちがレオンを聡明だともてはやすのが気にくわない。ただそれだけの理由だった。そのため、レオンの異母弟ユリウスは体が弱く、寝台から起き上がることもままならないとして、母である皇妃の宮から独立することも許されずに、ひっそりと暮らしていた。

「本当は健康だし、頭もいい。我が弟ながら、あれはあれで不ふ憫びんなものだ」

「自分の兄弟や実の子をそんなに信用できないものかしら？」

「それに関しては陛下だけを責めるのも酷な話かもなぁ。ローザン皇家の歴史は、それは血生ぐさいものだからな。裏切りと陰謀、暗殺の繰り返しだ」

　レオンと志を同じくするものは帝国内に数多くいて、すでに皇帝側と全面対決しても互角に戦えるくらいの勢力に成長していた。クラークス家をはじめとする大貴族やローザン帝国軍の中にも賛同者は多く存在する。

　反対に、中央で権勢を振るう聖職者などは皇帝側についている者が多かった。当の皇帝陛下本人以外は、いつ爆発するとも限らない火種の存在に気がつきながらも、表面上はなに食わぬ顔をしているのだ。

「遥か東にあるロンと呼ばれる国は、法が王より上位に位置づけられているそうだ。法は王の一存で決めることは許されない。俺はこの国にもそういう仕組みを取り入れるべきだと考えている。血縁のみで決まる皇帝は常に優秀とは限らないからな。たとえ無能なものが皇帝になっても、政治が機能するようにすべきなんだ。それから国民も……いい領主にあたれば幸運、ひどい領主にあたれば不運だと、そこで思考を停止していてはダメだ。自ら考える力を養ってほしい。遠回りに見えるかもしれないが、それが結果的には豊かで強い国をつくるのだと俺は思う」

　レオンの思い描く国のあるべき姿。リディアにはやはり難しく、レオンと同じものを描き出すことはできない。それでも、レオンが真剣に国と民の未来を見つめていることは理解できた。

　彼が後世に名を残す革命家となるか、愚かな大罪人となるのか……恐ろしくもあるが、それを見届けてみたい。リディアの中にそんな気持ちが芽生え始めていた。




　アーネットによるマナー教育も無事に終わり、とうとう明日にはリディアは皇宮へ向かう。クラークス家に世話になるのも今日が最後だ。がんばったご褒美にと、今日はレオンが帝都の観光に連れ出してくれた。

　帝都に来て一ヶ月にもなるというのに、ゆっくりと街を歩くのは初めてだった。ハクゥの街も活気があり賑やかだったが、帝都ハルーンは立ち並ぶお店も行き交う人々も、もっとずっと洗練されていて都会的だ。

「わ、おいしい！」

　リディアは差し出された蜜漬けのナッツをひと口かじり、歓声をあげた。かりっとした食感と花のように甘い香りがたまらない。もうひと口と、すぐに次に手が伸びる。

「ハルーンの名物のひとつだよ。俺も子どもの頃によく食べたな」

　口いっぱいにナッツを頬張るリディアを眺めながら、レオンは微笑んだ。

「けど、食べすぎるとすぐに太るから気をつけろよ。お前、昨夜もパンをお代わりしてただろ」

「だ、だって……レオンのうちのごはんって、びっくりするほどおいしいんだもの」

　毎食、故郷では見たこともなかったような高級食材が、料理長の手で美しく調理され食卓に並ぶのだ。食べすぎるなというほうが酷な話だろう。とはいえ、たしかに最近体が重いような気もする。リディアは自分の腰の辺りの肉をそっとつまんでみる。

（うーん。やっぱりちょっと太ったかな？）

「まぁ、お前は少し太ったくらいで丁度いいかもな。そのぺたんこの胸もいくらかマシになるだろ」

「なっ。余計なお世話よ！」

「あははっ」

　存分に食べ歩きを楽しんだ後にレオンが向かった先は、立派な店構えの洋品店ばかりが並ぶ一角だった。店頭のガラスケースに飾られたドレスはどれも流行のデザインで値の張りそうなものばかりだ。

（わ～素敵！　けど、これ一着でどれだけの小麦が買えるのかしら。私なら、すっごく迷うけどやっぱり小麦を選ぶかなぁ……）

　リディアは豪華な真紅のドレスを見つめながら、そんなことを考える。

「リディア。こっち」

　ぼんやりしている間に、レオンに追いていかれてしまっていた。レオンは一番奥にあるひときわ大きなお店の扉を開けて、リディアを手招きした。

（うわ～）

　お店に一歩足を踏み入れたリディアは、並べられたドレスのあまりのきらびやかさに思わず目を細めた。濃紺、紫、青、水色、黄色……色別に陳列されたそれらは、どれも正装用の裾の長いものだ。光沢のあるなめらかな生地、幾重にも重なるレース、腰を飾る大きなリボン……うっとりするほど美しいものばかりだ。店の内装も決して派手ではないが、高級店らしい華やかさがあった。

「なにかお買い物？」

　レオンにそう問いかける。女性物のドレスばかりに目がいくが、これだけ広いお店だから男性物も扱っているのだろう。レオンが答えるより先に、奥のカウンターから品のよい老紳士が出てきて、ふたりの前に立った。

「これはこれは、クラークス侯爵家の。お久しぶりでございます。お姉様方が嫁がれてしまってからは、あまりお声がかからず寂しく思っていましたよ」

「申し訳ない。いまクラークス家は男所帯だから、こういった店には縁がなくてな」

「はははっ。クラークス侯爵は真面目な方ですからね」

「真面目というか変人だからな。妻を亡くしてずいぶんたつが、あれじゃ恋人はできないだろう」

　どうやらレオンの養父であるクラークス侯爵の話をしているらしい。田舎に引きこもっているとかで、リディアも一度も顔を合わせていなかった。

「この店は義姉たちのお気に入りだったんだ。帝都一、趣味のいいドレスが揃っている」

　レオンはリディアにそう店を紹介した。

「ありがとうございます。今日はどういった御用向きで？」

「あぁ、彼女に夜会用のドレスを。今夜、すぐに必要だから、仕立てではなく店にあるものを見繕ってくれ。とびきりの美女に仕上げてくれよ」

　レオンはリディアの腰を引き寄せながら、店主にいたずらっぽい笑みを向けた。

「かしこまりました。お任せください」

　店主もまた楽しそうに笑った。状況を把握できていないのは、リディアだけだ。

「んん？　どういうこと？」

「ハクゥの市場でドレスは帝都のほうがずっといいと言ったろ？　約束通りとびきりのドレスをプレゼントするよ。そして、今夜は楽しいところに連れてってやる」

「えぇ!?　こんな高価そうなものもらえないわよ。っていっても、自分で買うのはもっと無理だけど……」

　ついさっき、ドレスを買うお金があるなら小麦を買うと決めたばかりだ。

「俺が着飾ったお前を隣に置いて自慢したいんだ。だから、なにも気にすることはないよ」

　レオンはにこやかに微笑むと、リディアを店主に預けて、自分は奥のソファにどかりと座り込んだ。なんだか妙に楽しそうだ。

「お好みの色やデザインはありますか？」

　店主は、まだ困惑しているリディアに優しく声をかけた。

「好みと言われても……私、農村生まれなんです。レオンのお義姉様たちと違って、こんな豪華なドレスには縁がなかったし、とても着こなせないと思うんですけど」

（レオンの言う通り、胸もないしなぁ）

　素材は悪くないと自負しているリディアだったが、マイアやラリサと比べると色気や気品といったものが足りないようなのだ。上流階級の人間ばかりの帝都に来て、最近は自信を失い気味だった。

「ドレスが似合わない女性なんていませんよ。では、ドレス選びは私に任せていただけますか？　絶世の美女になって、レオン様を驚かせちゃいましょう」

　店主は自信たっぷりにそう言った。さすが一流店の店主だ。客を乗せるのがとてもうまい。彼はあまり悩む様子もなく数着のドレスを選び、リディアに差し出した。




「まだお若いですし、その美しい金髪には明るい色のドレスが似合うと思います。この辺りはいかがですか？　どうぞ着てみてください」

　リディアは促されるまま、ドレスに袖を通す。一着目は淡い空色に純白のレースが重なる、上品でかわいらしいデザインのもの。二着目は華やかなピンク色。ウエストからふんわりと広がるスカートにはたっぷりのフリル、胸もとに縫いつけられたいくつもの小さな紅い宝石がキラキラと輝いている。まさに『お姫様』といった雰囲気の王道ドレスだった。三着目は、目が冴えるようなアイスブルー。肩から袖口まで総レースになっていて肌が透けるためか、この三着の中ではぐっと大人っぽい印象だ。装飾はあまりないが、ゆったりとしたドレープが美しい。

（最初のが年相応で一番、似合ってたかしら？　だけど、あれだとレオンと並ぶと兄妹みたいになりそう……）

「べ、べつに兄妹みたいでもいいんだけどねっ」

　試着用の小部屋には誰もいないのに、リディアはやけに大きな声で弁解する。

（だいたい、レオンが自慢に思うような女性って、どんな人なのよ？　ちっともわからない）

　コンコンと控えめなノックに続いて、店主の声が届いた。

「気に入ったものはございましたか？　ほかにもお持ちしてみましょうか？」

　リディアは迷った末に一着を選ぶと、そっと扉を開けた。

「あの……これがいいかなと思ってるんですけど、おかしくないですか？　やっぱり別のもののほうがいいかしら？」

　リディアが不安げな顔で店主に問いかけると、彼はくすりと笑った。いつも金持ちだが高慢な婦人たちばかりを相手にしている彼にとって、リディアの少女らしい初々しさが新鮮だったのだ。

「いいえ。とてもよくお似合いですよ。レオン様も驚かれるでしょう」

　着替えと髪のセットは、店主の娘だという女性が手伝ってくれた。大きな姿見に映る自分の姿を、リディアはまじまじと眺める。リディアが選んだのは三着目のアイスブルーのドレスだ。かわいらしいではなく、綺麗。そう思われたくて選んだものだ。

（少しは大人っぽく見えるかしら？　無理して背伸びしているようで滑こっ稽けいじゃない？　レオンはどう思うかな……）

　レオンはリディアを待つ間に、自分も着替えをすませていた。夜会にふさわしい艶のあるブラックのジャケットにパンツ、鮮やかなロイヤルブルーのタイ。あとはエスコートするレディの仕上がりを待つだけだ。

「お待たせしました。ドレスアップ、完了ですよ」

　店主は茶目っけたっぷりに片目をつぶって、レオンにそう声をかけた。レオンが振り返るとリディアがおずおずと恥ずかしそうに顔を上げた。

　ものすごく大胆なときもあるかと思えば、ドレス姿を見せるだけでこんなふうに恥じらったりもする。そのギャップがレオンには新鮮で、おもしろかった。リディアは無意識なのだろうが、次はどんな反応を見せてくれるだろうか……と男心をくすぐるのだ。

「ど、どうかな？　変じゃないかな？」

「予想以上に綺麗になって、びっくりした。よく似合うよ」

　レオンは正直な感想を告げる。リディアには大人っぽすぎるかと思うようなデザインだが、意外なほどしっくりと似合っている。いつもよりぐっと女らしく色っぽいが、彼女の持つ天真爛漫な少女性も失われていない。贔屓ひいき目めなしに、誰もが振り返る美しさだといえるだろう。

　さすがに店主の目は確かだなとレオンは感心したが、そこにはわずかな嫉妬心も混ざった。自分は彼女にこのドレスを選ぶことができただろうか。そう考えると、なんだか少しおもしろくなかった。

「ありがとう。また来るよ」

「お待ちしております。どうぞ、素敵な夜を」

　店主に礼を言って、ふたりは店を出た。すっかり日が暮れ、空は薄紫色に染まっていた。

「楽しいところってどこへ行くの？」

　リディアが聞くと、レオンはう～んと首をひねった。

「出かけようと思ってたが……このまま屋敷に帰ろうか。お前があんまり綺麗だから、独り占めしたくなってきたな」

　レオンはリディアの肩を引き寄せると、そんな甘い言葉をささやいた。熱っぽく響くレオンの声に、リディアの心臓は大きく跳ねた。

「なっ。からかわないでよ。どうせ、小娘が背伸びしてって思ってるくせに。……マイアみたいにおしとやかだったら、このドレスももうちょっと似合ってたかしら」

「マイア？」

「うん、ふたつ年上の姉よ。顔はよく似てるって言われてたんだけど……。マイアのほうが上品で女らしくて、このドレスもマイアなら素敵に着こなせてたと思う」

　リディアはそう言って苦笑した。マイアのことは大好きだし、自分の性格も嫌いじゃない。だけど、幼い頃から散々比較されてきた姉に対して、コンプレックスを感じているのも事実だった。自分のドレス姿にいまいち自信が持てないのもそのせいだろうか。

　しかし、レオンはそんなリディアの悩みを明るく吹き飛ばす。

「そうか？　そのドレスはお前のために仕立てたかのように、お前にぴったりだぞ。だいたい、世の男がみなしとやかな女に魅力を感じるわけでもないし。少なくとも俺は、お前の逞しさや無鉄砲さを好ましいと思ってる」

「えっ……」

　レオンの優しい眼差しとストレートな言葉がリディアの胸に響いた。ドキ、ドキ、ドキと鼓動が速くなっていくのが自分でもわかるほどだった。

「残念ながら、そう思う男は俺以外にもたくさんいるだろうしな。リディア、お前は今のままでも十分に魅力的だよ」

「本当に？　……レオンは私が隣にいて恥ずかしくない？」

　それはリディアが一番不安に思っていたことだった。年齢も身分も育ちも、レオンと自分とでは差がありすぎる。リディア自身は誰にどう思われようが気にしないが、レオンに恥をかかせるのだけは嫌だった。クラークス家に仕える人たちは本当にいい人ばかりで、誰もリディアを悪く言ったりしないが、外に出ればそうもいかないだろう。

　レオンはふっと笑みをこぼすと、リディアの頬を優しくなでた。

「さっきも言ったろ？　独り占めしたくなるほど綺麗だって。自信を持って堂々としてろ」

「う、うん……」

　レオンに触れられた頬が熱い。リディアは急に恥ずかしくなって、うつむいた。

「さて、自慢の恋人を見せびらかしに出かけるとしようか」

　レオンはクスクスと笑いながらリディアの手を取ると、ゆっくりと歩きだす。ふたりともドレスアップしていたため、目的地までは馬車を使った。乗馬とは違い揺れも少なく、快適だった。リディアはカーテンの隙間から、そっと外を覗いてみた。賑やかな街を離れ、郊外へと向かっているようだった。

「どこへ行くの？　いいかげん教えてよ」

　隣に座るレオンに声をかけた。

「ペイル伯爵の屋敷だ。彼の奥方はパーティー好きで、今夜は仮面舞踏会を開くそうだ」

「仮面舞踏会……ってなに？」

「全員が仮面をつけて素性を隠すんだ。身分の上下もわからなくなるから、誰もが気楽に楽しめる。西方諸国で爆発的に流行しているみたいで、新しいもの好きのペイル伯爵夫人がそれを真似して始めたようだよ」

「へ～。おもしろそうね！」

　リディアは、音楽やダンスはどんな種類のものでも好きだった。仮面舞踊会というものは、いまいち想像できないが、リディアの素性をあれこれ詮索されなくてすむようレオンが気遣ってくれたのだろう。

「ワルツは踊ったことあるか？」

「いいえ。でも聞いたことはある。男女で踊るダンスよね。ラビでも領主様とか身分の高い人たちは踊れるって言ってたわ」

「貴族の嗜たしなみとかいって高尚ぶっているが、そう難しいものでもない。お前ならすぐに覚えられるだろうから、俺と踊ろう」

「う、うん！」

　レオンが向けるやわらかな笑みに、リディアの胸はまた高鳴った。今日のレオンはまるで皇子様のような振る舞いで、どこまでもリディアを甘やかす。リディアは戸惑うばかりだ。

（あ、〝ような〟じゃなくて本当に皇子様なんだっけ）

　狭い馬車にふたりきりという状況を意識してしまい、なんだか落ち着かない。リディアは窓の外を眺めているレオンの端正な横顔をそっと盗み見た。すっきりとした鼻筋から顎にかけてのラインが美しい。いつもは鋭い目もとも、今日は優しげなアーチを描いている。

（初めて会ったときは、綺麗だけどちょっと怖いと思っていたのにな……今はレオンの隣にいるとすごく安心する。変なの……）

「なに、見とれてるんだ？」

「えっ!?」

　そんなにジロジロと見ていたつもりはなかったのだが、リディアの視線に気がついたレオンがこちらに顔を向けてにやりと笑った。リディアの肩を抱き、その顔を覗き込むように近づいてくる。

「ほら。好きなだけ近くで見ていいぞ」

「け、結構です！」

　真っ赤になってそっぽを向くリディアを横目に、レオンはくっくっと腹を抱えて笑った。リディアの胸のドキドキは収まらないままに、馬車はペイル伯爵邸へと到着した。




「そうそう。一、二、三、ここでターン。ドレスのスカートを綺麗に広げるように意識して」

　レオンに教えてもらった通りに、リディアは音楽に合わせてくるりと回ってみせた。アイスブルーのドレスの裾がふんわりと揺れる。

「うん、さすがにうまいな。そろそろ、中央に出て踊ってみるか」

「楽しいけど、結構難しい。失敗しちゃわないかしら」

「舞踏会は誰かに見せるものじゃなく楽しむものだ。失敗したってかまわないよ」

　レオンもリディアも、屋敷の入口でもらった目もとを覆う仮面をつけていた。主催者も招待客も、みな同じだ。仮面の効果か、薄暗くムーディーな照明のせいか、会場内は幻想的で妖しい空気に満ちている。

「ほら。どうせなら真ん中で踊ろう。ほかのどの女よりも美しいことを自慢しなくちゃな」

「う、うん！」

　仮面舞踏会の空気に酔っているのだろうか。レオンとお似合いの本物のお姫様になったような気分で、リディアはダンスホールの中央に踊り出た。レオンのリードがとても上手なおかげもあって、リディアは初心者とは思えないほど堂々と、優雅に踊ってみせた。

　仮面をつけていてもはっきりとわかる、色気たっぷりの美しい男と華やかで愛らしい若い女のカップルの見事なダンスに周囲の視線は集中した。数曲踊り終わった後で、ふたりが足を止めると、大きな拍手と歓声があがった。

「とっても楽しかった！　こういうダンスも素敵ね」

　頬を上気させたリディアが満面の笑みで言う。

「少しテラスに出て、涼もうか」

　レオンにエスコートされて外のテラスに出る。火照った体に爽やかな夜風が心地いい。レオンが選んでくれた弱めの果実酒も、渇いた喉には最高だった。リディアはバルコニーの柵にもたれて、空を見上げた。

「今日は月が綺麗ね」

「そうだな」

　満月の明るい光がふたりを照らす。長い沈黙も不思議と苦痛ではない。ずっとこうしていられたら……そんなふうに思っている自分に気がつき、リディアは慌てた。

（変なの。よくわからない革命に巻き込まれて、大変な目にあいそうなのに、ずっとレオンと一緒にいたいなんて……どうしちゃったのかしら）

「いよいよ明日は皇宮だな。脅して協力させている俺が言うのもアレだが……無茶はするなよ。お前の身の安全よりも大事な仕事などないからな」

　レオンは心配そうな顔でリディアを見つめた。

「大丈夫よ！　私、ものすごい強運の持ち主みたいだから」

「なんだ、それは？　俺としてはその思い込みが余計に心配なんだ」

「ナキに言われたのよ。奴隷から成り上がれる女なんて千人にひとりもいないって。でも、私はレオンに出会えて、こんな豪華なドレスを着て舞踏会に参加している。まるでお姫様みたいに。ね？　千人にひとりどころか、万人にひとりの強運でしょ」

　リディアが無邪気な笑顔を見せると、レオンもつられたように笑みをこぼした。

「……強運だけじゃないだろ。お前が娼館でメソメソ泣いているだけの女だったら俺は身請けなんてしなかった。舞が得意なだけの弱い女には、革命の手伝いなんてとてもさせられない。まだ客も取ったことのない下働きの身で、仕事はきっちりすると覚悟した度胸や絶対に成り上がってやるっていうめげない根性を俺は気に入ったんだ。お前の強さが道を切り開いたんだよ」

「本当に？　私、レオンの役に立てる？」

「今もすでに助けられているよ。お前の逞しさを見ていると、俺も負けてられないなって気合いが入るんだ。俺だって自分の進もうとしている道が本当に正しいのか、揺れるときもある……」

「えへへ。なら、レオンが迷ったときに支えてあげられるように、私はもっと強くなるわ」

　リディアは気恥ずかしさをごまかすように、わざと偉そうに胸を張ってそう言った。

「あぁ、頼りにしてるぞ」

　レオンの言葉はリディアの心をじんわりと温めた。

　故郷の村では『女の子らしくおしとやかに』『父や夫の言うことを素直に聞くように』そう言われ続けてきた。リディアのお転婆さや気の強さは欠点だと怒られてばかりだった。家族や村のために自分もたくさん稼げる仕事をしたかったし、結婚相手だって自分で選びたかった。だけど、リディアのそんな気持ちは、笑われるばかりでまともに取り合ってももらえなかった。

（レオンは私の欠点を役に立つと言ってくれる。そんな男性がいるなんて、村にいたときは思いもしなかった。レオンと一緒なら、私は私らしく生きられるのかもしれない）

　ずっと大嫌いだった神様にも、レオンと出会わせてくれたことだけは感謝したい。リディアはそんなふうに思った。レオンと出会ってから、新しい世界の扉が次々と開かれていくのだ。それは刺激的で、魅力に満ちていて、リディアの人生をぐっと豊かなものにしてくれる気がする。

「ところで、ナキって誰だ？」

　レオンはなぜか不機嫌そうな声でそう言った。

「話していなかった？　私を買ってくれた奴隷商人の男よ。もともとはマイアが売られる予定だったんだけど、急な予定変更に応じてくれたの。そうね、私がここにいるのもナキのおかげだわ。褐色の珍しい肌の色をしていたけど、どこの国の出身なのかしら……」

　片目の男はレオンにも負けず劣らずの鋭い目つきをしていた。リディアはナキのことを懐かしく思い出す。

　短い付き合いではあったが、新しい世界の扉を一番最初に開けてくれたのは、間違いなく彼だった。あのとき、ナキが否と言っていれば、リディアはレオンと出会うこともなく、今も故郷の村で貧しい暮らしをしていただろう。

「……お前にそんな顔をさせる男がいたとは知らなかった。はっきり言っておもしろくないな」

　レオンはむすっとした顔を隠そうともしない。

　ナキの話のどこが気に食わなかったのだろうか、リディアにはさっぱりわからない。

　レオンは大きな両手でリディアの頬を包み込むと、ぐいっと少し強引に自分のほうを向かせた。夜空と同じ色合いの紫紺の瞳は甘く、妖しく、リディアを誘惑する。

「自分でも知らなかったが……俺は案外と独占欲が強いらしい。ほかの男を思ってそんなかわいい顔をするのは、気に食わない。そういう顔は俺を思うときだけにしろ。それから、男でも女でもほかの人間には見られたくないな。俺だけに見せてほしい」

「えっと。どういう意味で……」

「ここまで言えば、鈍いお前でもわかるだろ」

　困惑するリディアを無視して、レオンは額、頬、首筋へと次々と熱いキスを落としていく。頭も体もたちまち沸騰してしまいそうになり、リディアはおおいに慌てた。

「待って、わからない。全然わからないわよ……」

　今日一日、ドキドキしすぎてしまって、心臓がどうにかなってしまうんじゃないか。リディアは本気でそんなことを思った。

　レオンはそんなリディアを見て、明るく笑う。

「ははっ。明日は早い。そろそろ帰ろうか」

　なんでもなかったような涼しい顔をしている彼を、リディアは憎らしい気持ちで見上げた。

（わからないよ。からかってるだけなのか、本気にしていいのか……。レオンがなにを考えているのか、ちっともわからない！）

　その夜。明日は皇宮で皇妃様にご挨拶をしなければならない大切な日だというのに、リディアはほとんど眠ることができなかった。まぶたを閉じれば、レオンの甘い笑顔が浮かんできて、睡眠を妨げるのだ。

（もうっ、レオンの馬鹿～）

　悪態をついているうちに、空は白み始めていた。
















第四章　近づく距離と悲しい昔話













　帝都ハルーンの西端に位置する皇宮、アラナ宮殿はローザン帝国初代皇帝の命により、スサナ海を見下ろす小高い丘の上に建設された。白亜の外壁と、はるか彼方まで連なるような群青色の屋根が遠目にも鮮やかだ。軍事要塞的な機能を排し居住性と装飾性に重きを置いており、それはそのままローザンの強大さを国内外に示すものであった。つまり、『他国が帝都ハルーンにまで侵攻してくることなどあり得ない』という自負のもとに築かれた城なのである。

「別世界としか思えない……」

　アラナ宮殿の正門、獅子門の前に立ったリディアは小さくひとりごちた。その名の通り、獅子を模した見事な意匠の門扉には黄金が惜しげもなく使用されており、陽の光を反射して思わず目を細めたくなるほどギラギラと輝いていた。獅子門の先には広大な庭園が広がり、正殿はずいぶんと遠く感じられる。

「な？　クラークス家の屋敷とは規模が違うだろ」

　獅子門まではと見送りに来てくれたレオンが呆然と立ち尽くしているリディアに声をかけた。リディアは不安げな瞳でレオンを見返す。

「今さらだけど……やっぱり帰りたいって言ったら怒る？　ここ、どう考えても私みたいな庶民が立ち入るような場所じゃないと思うんだけど」

「心配するな。今のお前はちゃんと良家の子女に見えるよ」

　今日のリディアの服装は落ち着いたブルーグレーのワンピース。一見地味なようだが、胸もとを飾るカメオのブローチや腰に巻かれたレースのリボンは最高級品。皇妃の御前に出ても、決して恥ずかしくない装いである。髪は品よくシニヨンにまとめてある。クラークス家の侍女たちが悩みに悩んで厳選したご令嬢コーディネートだ。

　だが、見た目だけ取り繕ってどうにかなる問題ではないとリディアは改めて実感していた。正直に言って、異世界に紛れ込んでしまったとしか思えないのだ。まさしく住む世界が違うってやつだ。

　そんなリディアの心境を知ってか知らずか、レオンはにこやかに微笑みながら言う。

「期待してるから、しっかりがんばってくれよ」

「いや、あの……」

　なんとかしてレオンを説得できぬものかとリディアがあれこれ考えを巡らせていると、小柄な少女が慌てた様子で獅子門をくぐり、こちらに駆け寄ってきた。

「はぁ、お待たせしてしまって申し訳ございません。カディス侯爵家ご紹介のリディア様ですね？　私はリンゼと申します。皇妃様からリディア様をお迎えにあがるよう仰せつかりました」

　カディス侯爵家とは皇妃の実家である。リディアはここではカディス家の遠縁の娘ということになっている。その辺りの根回しはレオンが皇妃を通じてすませてあった。

「あぁ、彼女をよろしく頼む。では、リディアまた近いうちにな」

（しまった！　お迎えが来るなんて聞いてないっ）

　リディアの心の中の悲痛な叫びは、レオンには届かない。別れの抱擁をすませると、あっさりとその場を立ち去っていく。

（待って、待ってよ。行かないで～）

　リディアは思わず遠ざかる背中に手を伸ばすが、虚しく空を掴むばかり。レオンをこんなにも恋しく思ったのは初めてだったかもしれない。

「さ、リディア様。皇妃様がお待ちですから急ぎましょう」

　おとなしそうな外見に似合わず意外と力強いリンゼに引きずられるようにして、リディアは獅子門の中に足を踏み入れた。

　アラナ宮殿は政治の場であり皇帝の居住空間でもある正殿と、正殿を取り囲むようにして建てられているいくつもの離れの宮からなっている。皇妃の住まう白薔薇の宮は敷地内の最奥、獅子門から最も遠い場所に位置する。

「道を覚えられる気がしないわ。迷子になってしまいそう」

　さっきから同じ道をぐるぐる回っているような気がする。今、自分がどの辺りにいるのかすらわからなかった。リンゼはクスクスと笑いながらそれに答える。

「最初は迷子にならないほうが珍しいくらいですよ。ひと月もすれば慣れると思いますけど。迷ったときは、あの礼拝堂を目印にしてください。礼拝堂のすぐ隣にあるのが白薔薇の宮ですから」

　なるほど、宮殿内で最も背の高い礼拝堂の三角屋根なら敷地内のどこにいてもすぐに見つけられそうだった。礼拝堂の隣、礼拝堂の隣とリディアは頭に叩き込んだ。

　白薔薇の宮に着く頃には、リディアは軽く息を弾ませていたが、隣のリンゼは至って涼しい顔をしている。

（この子もきっといいところのご令嬢なのよね？　貴族のご令嬢なんて軟弱なんだろうと思ってたけど、意外と逞しいのねぇ）

　まぁ、毎日あんな重たいドレスを着て暮らすなんてそれだけで修行みたいなものよね――とクラークス邸で着せられた数々のドレスを思い出しながら、リディアは妙なところで貴族のご令嬢を見直していた。

　豪華絢けん爛らんな装飾に目を奪われる獅子門や正殿とは違い、白薔薇の宮は周囲の庭園と調和するようにひっそりと佇んでいた。内装は白を基調にすっきりと統一されていて、絵画や装飾品は極上のものをほんの少しだけ。どこからか瑞々しい花の香りが漂ってくる。一歩足を踏み入れただけで、主の趣味のよさがうかがえた。

「どうぞ。こちらで皇妃様がお待ちです」

　リンゼの案内で、リディアは応接の間に通された。白薔薇の宮の女主人は中央に置かれた真紅のベルベットのソファに浅く腰かけている。ピンと背筋を伸ばして、リディアに視線を向けた。

　目と目が合って、彼女がふわりと微笑んだ瞬間、リディアの心はじんわりと温かくなった。

（なんて、なんて素敵な女性なんだろう）

　春の妖精のような女性だった。その笑顔はたおやかで優しく、見る者の心を溶かしてしまうようだ。透けるような白い肌に、つぶらな飴色の瞳。ゆるく波打つ長い髪が絹でできた純白のドレスの腰辺りにまで流れている。今年で三十一歳になるという皇妃はリディアよりずっと年上なのに、どこか少女のような瑞々しさを残していた。

「ようこそ、リディア。あなたのことはレオンからよく聞いているわ。舞を見せてもらうのを私も楽しみにしていたのよ」

　歌うような声で、印象にたがわないやわらかな話し方をする。皇妃はリンゼに命じて温かい紅茶を用意させると、リディアにソファに座るよう促した。

　仮にも侍女としてやって来たのに、主人とお茶を飲むなど許されることなのか。上流階級の常識などさっぱり知らないリディアは戸惑ったが、当の皇妃もお茶を用意してくれたリンゼもなんでもないような顔をしているので素直に従うことにした。

　皇妃は皇宮のしきたり、侍女としての仕事、皇宮舞踊団についてなどを丁寧に説明してくれる。

「皇宮舞踊団は本当に素晴らしいのよ。とくに、リーダーのエスメラルダはこの国の至宝だわ。私は楽器は得意だけれど、ダンスは苦手だったからあなたたちがうらやましい」

　皇妃はまるで親しい友人に接するかのように、にこやかに、気さくに話しかけてくれる。

「そうそう。それからね、私の息子である皇太子ユリウスは今、静養のためザンザスの離宮に行っているの」

　ザンザスは帝都の南にある風光明媚な土地で、皇族や大貴族たちはこぞってザンザスに別邸を建てていた。そこで皇妃は言葉を止めて、くすりといたずらっぽく微笑んだ。

「というのは表向きの理由で、本当はただの息抜きよ。ここにいては趣味の遠駆けも許されないのだもの。ユリウスが戻ったら、あなたにも紹介するわ」

「は、はいっ」

　念願の皇子様とのご対面は存外にあっさりと叶えてもらえそうだ。けれどリディアは素直に喜ぶことができなかった。皇子様より、皇宮での暮らしや皇宮舞踊団への不安が大きすぎるせいだ。今朝出てきたばかりのクラークス邸が無性に恋しくなった。レオンの意地悪な笑顔ですら懐かしい。

「そういえば、レオンは……」

　頭の中を見透かされたようなタイミングで皇妃がレオンの名前を出したので、リディアはひどく慌ててしまった。手にしていた白磁のティーカップを落としてしまいそうになり、冷や汗をかく。皇妃はそんなリディアの様子には気づかず、近頃どうしているの？と続けた。

「えっと、はい！　とても元気に……」

　あなたの夫と戦う準備をしています、と正直に言うわけにはいかない。リディアは口ごもった。

「季節の挨拶やらでときどきはここにも顔を出してくれるけど、あまりゆっくり話をする機会は持てなくて残念だわ」

　心から残念そうな顔で皇妃は言った。

「あの、皇妃様とレオ、レオン様は……」

　血の繋がりはないはずだが、今の皇妃の表情から察するにずいぶんと親しい間柄なのだろうか。そういえば、レオンも皇妃のことはよく知っているような口振りだったことを思い出す。

「私が十七歳で輿入れしてきた頃、レオンはまだ皇子として皇宮にいたから一応は義理の母親だったのよ。とはいっても、四つしか年が変わらないし、私がレオンに教わることのほうが多かったけど……懐かしいわ」

　皇妃は大きな窓の外に広がる庭園を見つめながら微笑んだ。きっと、あの庭園になにか思い出でもあるのだろう。レオンの実母と皇妃とは恋敵の関係になるはずだ。であれば、レオンと皇妃もあまりよい関係ではないのでは？とリディアは邪推していたが、それは大きな間違いであったようだ。少なくとも、皇妃はレオンのことを本当に大切に思っているようだ。

（そのレオンが自分の夫に反旗を翻そうとしていることを、皇妃様はご存じなのかしら？）

「レオンはユリウスをとてもかわいがってくれてね。泣いてるあの子をよくあやしてくれたわ」

　レオンとユリウスの思い出を語る、皇妃の穏やかな瞳をリディアは探るように見つめた。だが、なにもわかりはしなかった。

（レオンといい皇妃様といい、上流階級の人たちは本心が見えづらいわ。だいたい、家族関係も複雑すぎて庶民には理解が及ばないし）

「ごめんなさい、ついつい昔話なんてしちゃったわ。初めての皇宮で気疲れもしたでしょう？　今日は部屋でゆっくりなさいな。明日、エスメラルダのところへ連れていってあげるから。リンゼ、リディアをお部屋に案内してあげてちょうだい」

　ずっと部屋の隅に控えていたリンゼが「かしこまりました」と返事をする。

　リディアと皇妃のお茶会はそこでお開きとなった。

　翌日。皇妃は約束通り、リディアを舞踊団の練習場所へと連れていってくれた。ちょうど二十名くらいであろうか。見目麗しい女性たちが稽古に励んでいるところだった。皇妃が舞踊団について、改めて説明をしてくれる。

「舞踊団の踊り子はね、その実力順に〈一等星〉から〈七等星〉までの階級に分けられているのよ。初舞台を踏むまでは、〈候補生〉と呼ばれる見習いね。あなたも今日から候補生になるのよ」

　リディアは神妙な面持ちでうなずく。皇妃はくすりと笑いながら続けた。

「まるで軍隊みたいでしょう？　練習の厳しさも軍隊並みかもしれないわ」

　やはり、とんでもないところに来てしまったかもしれない。そう思ったが、今さら引き返すこともできないだろう。リディアは気を引き締めて、稽古する女性たちに目を向けた。

　本当に美しい女性ばかりだ。もちろん踊りの実力も確かだ。誰ひとり音に遅れることなく、ピタリと動きが揃っている。そんな中でも、リディアの視線は吸い寄せられるように、ひとりの女性のもとで止まった。彼女の放つオーラは別格だった。美貌も踊りも、ほかの者の追随を許さない。そんなふうに見えた。

「ね、すごいでしょう？　あの真ん中で踊っている子がエスメラルダよ。彼女は舞踊団の〈一等星〉。〈一等星〉になれるのは、たったひとりだけなのよ」

〈一等星〉はただひとりだけ……。エスメラルダを見ていると、それが当然だと納得できる。

　彼女の隣には誰も並び立てないだろう。

　皇妃は音楽が鳴りやむのを待ってから、エスメラルダに声をかけた。彼女は汗ひとつかいていない涼しい顔でこちらへ歩いてきた。

　高く通った鼻筋から顎にかけてのラインは完璧なバランスで、切れ長の目もとは神々しいほどに美しい。内から輝く肌、におい立つような色香を放つ体つき。絶世の美女とは彼女のためにある言葉のように思えた。それにもかかわらず、立ち居振る舞いはそこらの男性よりずっと凛々しい。女性特有の甘やかさのようなものはまったく感じられない。しかし、そのアンバランスさも魅力のうちと思えてしまう。

「皇妃様、わざわざ申し訳ございませんでした。彼女がご推薦の？」

　エスメラルダは軍人のようにキビキビとした口調で言って、リディアを見た。怒っているというわけではないのだろうが、視線が冷たい。

「リ、リディアです。よろしくお願いしますっ」

「挨拶はいいから、まず踊って見せてみろ。話はそれからだ」

　リディアは命じられるままに、エスメラルダと皇妃の前で踊り始めた。

（できれば、なにか音楽を……なんて絶対言えないわ）

　自分の頭の中で音楽を奏でながら、リディアは舞う。

「まぁ……とても上手！　すごいわ、リディア」

　皇妃は力いっぱいの拍手と賞賛の言葉を贈ってくれたが、エスメラルダは無言でじっと見ているだけだった。リディアの踊りにどんな評価を下したのか、さっぱりわからない。

（やっぱり、不合格かしら……）

　リディアがそうあきらめかけたとき、エスメラルダはようやく口を開いた。

「ふん。基本の歩き方を教えてやる。私がいいと言うまで、それだけを繰り返し練習しろ」

「えっ……」

　候補生として認めてもらえたのだろうか。それとも、認められないレベルだから基本の歩き方なのだろうか。エスメラルダの言葉をどう受け取っていいのかわからず、リディアは戸惑った。それを知ってか知らずか、彼女は淡々とした態度でリディアに手本を示すと、すぐに自身の練習に戻ってしまった。




「リディア、リディア！　階段の掃除はもう終わった？　それなら少しお茶でもしない？　皇妃様が焼菓子をお裾分けしてくれたの」

　階段の拭き掃除をしていたリディアにリンゼが声をかけてきた。ちょうど終わったところだったので、リディアはその誘いを快諾する。掃除道具を片づけてから、ふたりは部屋へと向かった。侍女たちはふたりひと部屋に振り分けられるのだが、リディアはリンゼと同部屋だった。同じ年だったこともあり、ふたりはすぐに意気投合したのだった。

「わ、おいしい！　さすが、皇妃様が食べているものは違うわね～」

「こっちも絶品よ」

　宝石のように美しい小さな焼き菓子をおともにおしゃべりに花を咲かせる。

「にしても、皇宮の侍女ってたくさんいるのね～。この宮だけでもすごい人数」

　リディアは娼館の下働きのように朝から晩まで忙しく働く日々を想像していたのだが、与えられた仕事量は拍子抜けするほどに少なかった。それはリディアが皇宮舞踊団のメンバーだから特別というわけではなく、単純に侍女の人数が多いからだ。

「皇宮侍女は貴族の娘にとっては名誉なことなのよ。嫁入り前に仕えると箔はくがつくからって、親が送り込んでくるの。なんにもできないし、なんにもしない名ばかり侍女もたくさんいるわよ」

　皇妃が実家にいた頃から侍女として仕えているリンゼにとっては、彼女らの存在はあまりおもしろくないようだ。

「リンゼも貴族なんでしょう。結婚はしないの？」

「うちは貧乏な没落貴族よ。皇妃様の実家であるカディス家が拾ってくれなかったらのたれ死んでたかも。だから私は生涯皇妃様にお仕えして、恩返しするつもりよ。結婚はしてもいいけど、皇妃様のそばを離れるつもりはないわ」

「へぇ……」

　リンゼの忠義心は立派なものだった。皇妃もリンゼのことを誰よりも信頼しているようだし、生涯をかけて仕えたいと思える主を見つけたリンゼはきっと幸せなのだろう。

「皇妃様は昔からあんなにお綺麗なの？」

　リディアの質問に、リンゼはまるで自分が褒められたかのように自慢げに胸を張った。

「それはもう！　皇妃様の美貌は領内でも評判だった。それに、誰からも好かれてたわ。使用人みんなに手作りのドレスをプレゼントしてくれたり、すっごく優しかったから。それなのに……こんな不幸な結婚生活を送ることになるなんて、納得いかないわ」

　リンゼはしゅんと表情を曇らせた。

（不幸な結婚生活って……やっぱり……）

「リディアだって薄々気がついてるでしょ？　陛下がこの宮を訪ねてくることもなければ、皇妃様が陛下に召されることもない。あのふたりは公式行事以外では顔を合わせることもないわ」

　リンゼに言われて、ずっと引っかかっていた違和感の正体に気がついた。皇妃様の生活はまるで未亡人のようだった。「夫」の存在がまったく感じられないのだ。皇族とはそんなものなのかなと思っていたが、やはり違ったらしい。

（そういえば、以前にレオンが陛下は美少年にご執心だと言っていたような……あまり夫婦仲はよくないのね。美しくて、優しくて、非の打ちどころのない妻に思えるけど、夫婦って難しいんだわ）

　それに、この皇宮の中でさえも皇帝の評判はあまり芳しくない。表立って批判する者はもちろんいないが、陰口や皮肉が聞こえてくることはしょっちゅうだ。

「一国の皇妃になることはこれ以上にない名誉かもしれないけど、皇妃様には素敵な旦那様と幸せに笑い合えるような人生を歩んでほしかったなぁ。少なくとも私ならそっちのほうが幸せ」

　リンゼは寂しそうな顔で言ってから、少し慌てた。

「あ、今のは聞かなかったことにしてね！　皇妃様付きの侍女としては失言だったわ」

「あはは。わかった、聞こえなかった」

　リディアはおどけて耳を塞ぐポーズをしてみせる。

「リディアは？　リディアは誰かいい人はいないの？」

「えっ、え～!?」

　ポンと頭に浮かんだのはレオンの顔。リンゼは話題を変えようと、深い意味はなく言ったのだろうが、リディアは必要以上に慌てふためいてしまった。頬がみるみる赤く染まっていく。

「あ～!?　その顔はいるのね？　誰、誰？　どんな人ー？」

「いない、いないっ」

「もー！　隠すことないじゃない。教えてよ」

　ふたりはキャーキャーとはしゃいだ笑い声をあげた。

　リンゼという友達ができたことで、リディアの皇宮生活は想像よりずっと楽しいものになっていた。

　ムスクの言っていた通り、舞踊団の踊り子は比較的自由な身分であった。リディアは白薔薇の宮で生活をさせてもらっているが、ほとんどの踊り子たちは帝都にある自邸から通っている。皇宮内に閉じ込められているわけではない。毎日の決められた練習時間以外は好きなように過ごすことができる。リディアは練習と侍女の仕事の合間の数時間を自由時間としていた。

　皇宮に来て二週間と少し。この日、リディアは初めて皇宮を出てクラークス邸を訪れていた。

「こんなの聞いてないっ!!」

　レオンの私室でリディアは彼に目いっぱいの抗議をぶつける。が、レオンは楽しげにクスクスと笑うばかり。

「皇宮舞踊団、いやエスメラルダの特訓はそんなに厳しいか？」

「厳しいとか以前の問題なの。この二週間、私に与えられた練習はただ歩くだけよ」

　あの日以来、リディアはひたすら歩く練習を続けていた。しかし、次の練習に移る指示どころか、エスメラルダもほかの団員もリディアにはいっさい声をかけてくれない。まるで存在自体をないものとされているようだった。

（まさか、新人いびりとかじゃないわよね……）

「やっぱりさ、私なんかには無理ってことじゃないかしら？」

　リディアの声はらしくもなく弱々しい。この二週間ですっかり落ち込んでしまった。踊りの実力はもちろんのこと、美女だらけの舞踊団のメンバーの中にいると、やっぱり自分には場違いだと思ってしまう。

　レオンはそんなリディアを励ますように、優しい手つきでポンポンと頭を叩いた。

　リディアは思わず涙ぐみそうになったが、それではあまりに子どもっぽいので必死に我慢した。

「誰も見ていないのなら、適度に手を抜いてもいいんじゃないか？　そう心配しなくてもお前の実力なら〈五等星〉くらいにはすぐになれるだろうよ。皇妃だって褒めてくれたんだろ？」

　リディアは無言のままうつむいた。ぎゅっと唇を噛みしめる。本当はただ歩くだけの練習がつらいのではない。

「……できないの。必死にがんばってるつもりなんだけど、エスメラルダみたいには歩けないのよ」

　ぽろりと本音がこぼれる。一度だけ見せてもらったエスメラルダのお手本。ただ歩く。たしかにそれだけなのに、しなやかで妖艶で……彼女の踊りの世界に引き込まれるようだった。

　エスメラルダに言われたことを忠実に守っているつもりなのに、ちっとも彼女のようにはできない。リディアにはあんな世界をつくり上げることはできない。

「真似してできるようなものじゃないのよ。それはわかるんだけど、どうしたらいいのか……」

　ただ歩くだけで、こんなにも差がついてしまうものなのか。良くも悪くも楽観的だと散々言われてきたリディアだけれど、今回ばかりはどうしたって悲観的になってしまう。

　レオンはふっと優しげな笑みを浮かべてリディアを見つめた。

「やっぱり俺が見込んだ通りだったな。リディア、おそらくお前はエスメラルダの次の〈一等星〉になるよ」

「なにをおかしなことを……今、全然ダメだって話をしてるのに」

「現時点で天と地ほどの差があるのは仕方ない。エスメラルダは国宝級の舞姫だからな」

　レオンは容赦なく切り捨てるように言って、だからこそ――と続けた。

「彼女の踊りを見る目は確かだよ。そして性格は完璧なまでの合理主義。そのエスメラルダ自らが手本を見せたということは、お前には見込みがあるってことだ」

「え～、そんな自分に都合よく考えていいのかしら」

　もしかしたらレオンは自分以上に楽観主義なのかもしれない。しかし、レオンはいつになく真剣な顔を崩さない。

「実はエスメラルダはムスクのいとこなんだ。俺も幼い頃から付き合いがあるから、彼女の性格はよくわかってる。最近の舞踊団は花嫁修行気分で血筋だけで入ってくる貴族の娘が多くてな」

　皇宮侍女と同様に、舞踊団にいたという経歴も花嫁の価値を上げることになるらしい。そのため、舞踊団への入団希望者は非常に多い。〈七等星〉以上の正団員は二十名ほどだが、リディアとおなじ〈候補生〉はその倍の数はいる。

「エスメラルダとしてはまとめて首にしたいってのが本音だが、そうもいかないらしい。彼女らはみんな〈候補生〉と呼ばれてはいるが、練習になんか参加してないだろ？　エスメラルダもそれでいいと思ってる。彼女は無駄をなにより嫌うから」

　リディアはう～んとしばらく考え込んでから、口を開いた。

「練習させてもらえるってことは、少なくとも仲間として認められてる……そう自惚うぬぼれていいのかな」

「そうだ。お前の舞は素晴らしい。エスメラルダがそれに気がつかないはずがない」

　レオンはきっぱりと言いきると、心配ないというようにリディアに笑いかけた。レオンはリディアの実力をこれっぽっちも疑ってはいないのだ。

「それからな、エスメラルダになる必要はないと思うぞ。リディアの舞を見せてやれ」

「私の舞……」

　レオンのその言葉をリディアは噛みしめる。はっと目が覚めたような思いだった。

（エスメラルダのすごさに圧倒されて、彼女のように踊ることばかり考えていた。エスメラルダと私では個性が違うのに……私らしく。大事なことを忘れてた）

「そうよね！　ありがとう、レオン。なんだかちょっと元気が出てきたみたい」

　リディアに笑顔が戻った。今はレオンの言葉を信じてがんばってみよう。そんな気持ちになることができた。レオンの迷いのない言葉にはそうさせるだけの力があった。

（なんだか、落ち込んでいるときはいつもレオンに励まされているみたい）

　レオンは謎だらけだ。意地悪なところもあるけれど、リディアが弱っているときは決まって優しくしてくれる。太陽のように明るくて強い人だけど、いや、光が強いからこそなのだろうか、ふとした瞬間に落とす影は、どきりとするほどに大きく暗い。

（この男ひ性とをもっと知りたいと思う。光の部分も影の部分も。こんなふうに思ったのは初めてだわ……）

　レオンにどんどん引かれていく。きっと、もう止めることなどできはしない。

「ねぇ、レオン。あなたのお母様のこと聞いていいかしら？」

　リディアは遠慮がちに、気になっていたことを口にしてみた。これまでレオンの口から実母について語られることはなかった。皇妃に聞けば教えてもらえるだろうけど、それは反則のような気がしてためらわれた。

　リディアにとっては勇気のいる質問だったが、レオンは頓着なくかまわないよと返事をした。

「俺の母親は皇宮の礼拝堂に仕える修道女だったんだ。身分は地方の下級貴族の娘でそう高くもない。本来なら神に仕える身として一生独身だったはずなんだが……不幸なことに陛下の目にとまって寵姫となった」

　下級貴族の娘が皇帝の寵姫なんて素敵な話だとリディアは思うけれど……修道女として一生を捧げるつもりだったレオンの母にとっては迷惑な話だったのかもしれない。

　当時、皇帝はディセル妃の前の妃だった女性を亡くしたばかりで皇妃の座は空位だった。

「レオンのお母様は皇妃にはなれなかったの？」

「皇妃になれるほどの身分ではなかった。それに、その頃の陛下は手あたり次第に女に手を出していて寵姫はたくさんいたんだ。まぁ、子を授かったのは母だけだったが」

　しかも寵姫とは名ばかりで、皇帝は彼女たちになんの情も示さなかったという。レオンの母もレオンを産んだ後は帝都から遠く離れた修道院に捨て置かれたのだった。

「あの、お母様はそれで今は？」

　なんとなく嫌な予感を覚えつつもリディアは話を進めた。

「……死んだよ。俺が皇籍を剥奪されたときに陛下の命で処刑された。俺が十六歳のときだったからもう十年以上前だな」

　レオンはさらりと口にしたが、その表情は重く沈んでいた。彼の持つ傷の深さを垣間見たような気がする。その傷口はいまだ生々しい痛みを抱えているのだろう。

「処刑って……いったいどうして？」

「神の花嫁という立場にありながら、神に背いたから。馬鹿馬鹿しいことに十六年も前に犯した罪によって母は処刑されたんだ」

「へっ!?　だって、罪もなにも皇帝陛下が見初めたんじゃなかったの？」

「ただのこじつけだ。母親に限らず、ローザンでは捏ねつ造ぞうされた罪で何人もの人間が処刑されてる。陛下の本音はな、俺を排はい斥せきするもっともらしい理由が欲しい。ただそれだけだったんだ。罪人の息子を皇子として認めるわけにはいかないってね」

「そんなことって……」

「七つのときだったかな。初めて剣術の先生に稽古をつけてもらったんだ。先生は俺を剣術の天才だと褒めちぎった。当時の俺は喜んだけど、今考えてみればただのお世辞かもな。皇子を褒めておけば、陛下に気に入られると思ったんだろ」

　レオンは寂しげな微笑を浮かべた。リディアは聞いてしまったことを後悔し始めていた。

　レオンのこんな顔を見たかったわけではないのに……。胸が痛い。

「だけど、それは逆効果だった。その先生はすぐに首になったよ。そして陛下は俺への不信感を募らせていった。長じた後に自分の敵になるんじゃないのかってね。ま、それは大正解だったわけだけどな」

　レオンはそこまで言って言葉を止めた。長い長い沈黙。リディアもかける言葉など思いつかなかった。

「俺が生まれてこなけりゃ、母親は殺されることなんてなかった。母親にとっての最大の不幸は俺を授かってしまったことだ。国のため、民のため、私怨なんかじゃない。口ではそう言っているけど、本当は違うのかもしれない。俺は陛下を憎ん……」

　リディアはたまらずにレオンの体を抱きしめた。あまりにも痛そうで、あまりにも悲しそうで……見ていられなかった。

『あなたのお母さんは不幸だなんてきっと思っていないよ』

　そう言いたかったけれど、それはきっとリディアが言うべき言葉じゃない。その言葉をレオンに伝えるべきたったひとりの女性はもうこの世にはいないのだ。

「こうしてたら、痛みを分け合うことができないかな？　私、鈍感だから半分くらいもらってもなんてことないと思うんだけど」

　冗談めかして軽い調子で言ってはみたけれど、リディアの瞳からは涙があふれて止まらなかった。レオンは大きな手のひらでぐしゃぐしゃになったリディアの頬を拭う。

「そうだな。半分と言わずにもっともらってくれるか」

　レオンは同じく軽い調子で返しながら、リディアを懐深くに抱き寄せ、強く強く抱きしめた。互いの鼓動が重なり、体温を共有する。

　まるでひとりの人間になったような不思議な感覚をリディアは覚えた。もしかしたら、ほんの少しは心が通い合ったのかもしれない。レオンの心の奥をこれまでより深く知ることができたのかもしれない。

　レオンが細く息を吐いた。

「軽くなった。こうしてると不思議なくらい心地よいな。……やっぱりやめとくかな」

　なにを？の意味を込めて、リディアは上目遣いにレオンを見上げた。

「お前をユリウスにやるのは、本気で惜しくなった」

　レオンの瞳が甘い熱を帯びてリディアをとらえる。この視線から逃れることなどできないことをリディアはもう知っている。

「それって、どういう意味……」

　リディアの言葉をさえぎるように、レオンの唇が降ってくる。どこか冗談めいていた、これまでのキスとは全然違う。もっと優しくて、ずっと甘美で、心がほどけて溶けていってしまいそうだ。

「んっ……レオン」

　胸が痛いほどに高鳴って、全身が甘く疼うずく。もうレオンしか見えなかった。目の前のこの男ひ性とも、どうか同じ思いであってほしいと祈るような気持ちになる。

「リディア」

　レオンが甘く熱っぽい声で自分を呼ぶ。それが震えるほどにうれしい。

（好き。レオンのことが好き……）

　レオンのキスはゆっくりと、しかし確実に深く激しいものに変わっていく。リディアはもうなにも考えることができずに彼に身を委ねた。

　――コンコン。

「団長～。ハンザース領の領主が至急面会を願いたいとかって来てるけど、どうします～？」

　永遠のように感じられたけれど、時間にすればきっとほんの一瞬。甘い蜜を溶かしたようなひとときは、無粋としか言いようのないムスクののんきな声によって唐突に幕を閉じた。

　現実に引き戻されたリディアはレオンを突き飛ばすような勢いで、慌てて体を離した。恥ずかしくて、とてもじゃないけれどレオンの顔を見ることができない。

　真っ赤になってうつむくリディアに、レオンは優しく声をかけた。

「邪魔が入ったな。心配するな、約束通りユリウスのことはちゃんと紹介してやる」

「えっ……」

　さっきの言葉はやっぱり冗談だったのだろうか。リディアの瞳に不安げな影がよぎる。

「それでも、お前が俺を選ぶようにしてやる。俺以外は目に入らないようにしてやるさ」

　レオンの強気な笑顔にリディアの心臓はまた慌ただしく騒ぎ始めた。自惚れてもいいのだろうか、レオンも同じ気持ちでいる……と。

「今行く。領主を応接間に通しておいてくれ。それから、ムスク！　リディアを皇宮まで送ってやってくれ」

　レオンは部屋の外で待つムスクに大きな声で呼びかけた。そしてリディアに向き直ると、静かな声で言った。

「そうだ、お前に大切な任務を伝え忘れていたんだ。俺の弟であるユリウスと……皇妃を守ってやってほしいんだ」

「皇子様と、皇妃様……？」

「あぁ。革命の混乱にあの人を巻き込みたくはない」

　懐かしむような、愛おしむような、そんな目をレオンはしていた。その優しい眼差しはリディアの心をさざ波のように揺らした。胸の奥がザワザワとうごめく。血の繋がる弟と義理とはいえ母親、心配してあたり前だ。リディアは自身にそう言い聞かせるけれど、言い知れない不安が広がっていく。

（弟と母親を大事に思うのなんて、あたり前じゃない！　やだな……私って、案外嫉妬深いのかしら）

「それと、皇妃に伝言を頼む。明後日に所用で皇宮に出向くから、その帰りに白薔薇の宮にもご挨拶に寄らせてもらうと伝えてくれ」

「う、うん。わかったわ」

　なぜだろうか。またすぐにレオンに会える。それはとてもうれしいことのはずなのに、明後日が待ち遠しい気持ちにはなれなかった。皇妃とレオンが一緒にいるところは見たくない。どうして、そんなふうに思ってしまうのだろう。

　送ってもらわなくても大丈夫だとリディアは言ったが、レオンが譲らないので素直に従うことにした。皇宮までの短い道のりを歩きながら、リディアはムスクに話しかけた。

「エスメラルダといとこ同士なんて、びっくりしたわ。ちっとも似てないのね。仲はいいの？」

　外見はもちろんのこと、ストイックすぎるほど自分にも他人にも厳しいエスメラルダと享楽主義者のムスクとはまるで正反対だ。

「俺とアイツ、気が合うと思うか？」

　ムスクは苦虫を噛みつぶしたような顔を向ける。リディアはクスクス笑いながら、首を横に振った。

「子どもの頃から会うたびに喧嘩だよ。俺よりふたつ年下なんだが、だらしないだの鍛錬が足りないだのって、まるでお袋みたいに口うるさい」

　エスメラルダに叱咤されるムスクが目に浮かぶようだった。ムスクが今の自分と重なり、リディアは苦笑を漏らした。

（あら？　でもエスメラルダは見込みのない人間は容赦なく切り捨てるんじゃなかったかしら……）

　あのエスメラルダと会話が成立しているというだけで、ふたりの仲は悪くないといえるかもしれない。




「ずいぶんとご無沙汰してしまって、申し訳ありませんでした。お変わりはないですか」

　二日後。レオンは約束通り、白薔薇の宮へとやって来た。皇妃に手土産の花束を渡しながら、にこりと微笑みかけた。

「ええ、元気にしているわ。ユリウスも変わらずよ。レオンも元気そうね。どうぞ、座って」

　皇妃はレオンにソファに座るよう促した。そして、そばに控えていたリディアにも声をかける。

「リディア。この花束をそこの花瓶に飾ってくれるかしら。それが終わったら、あなたも一緒にお茶にしましょう」

　リディアは皇妃に言われた通りに花瓶に花を飾った。レオンが贈った明るい黄色のミモザの花束は皇妃のイメージにぴったりだった。リディアがおずおずとソファに腰を下ろすのを待ってから、皇妃はレオンに話しかけた。

「今日はどうして皇宮へ？」

「あぁ、建国祭の準備です。当日の警備関係は近衛騎士団の仕事ですから」

「あら、もうそんな季節なのね。すっかり忘れてたわ。じゃあ今は大忙しね。そんなときに、わざわざ顔を出してくれてありがとう」

　皇妃はやわらかな笑みを浮かべた。

「いえ。久しぶりに皇妃にご挨拶をしたかったのと……コレが迷惑をかけていないかも心配だったので」

　レオンはリディアを見やりながら言った。まさか自分に話が及ぶとは思っていなかったリディアは驚いて、レオンを見返す。

「リディア？　迷惑なんてちっともかけていないわよ。踊りは本当に上手だし、侍女の仕事もがんばってくれているわ。ずっと、ここにいてほしいくらいよ」

「あ、ありがとうございます」

　リディアは慌てて、皇妃に頭を下げる。皇妃はにこにこしながら、今度はリディアに話しかけた。

「そうそう、リディア。建国祭の一番の目玉は舞踊団の舞なのよ。リディアも参加できるといいわね。そうしたら、建国祭の楽しみがひとつ増えるのに」

（残念だけど……それは絶対にないわ。なにせいまだに歩く練習より先に進めていないんだもん）

　リディアは即座にそう思ったものの、曖昧に笑うしかなかった。皇妃の期待を裏切ることになってしまいそうなのが心苦しい。

　一時間くらいは話をしていただろうか。実際にはもっと短かったかもしれない。しかし、リディアにはやけに長く感じられた。レオンと皇妃は本当に他愛ない話をしただけだった。

　話題のほとんどは皇子ユリウスのこと。リディアが会話に入りやすいよう、舞踊団やムスクの話が出ることもあった。和やかで楽しいお茶会だった。

　それなのに、リディアは終始落ち着かない気持ちでその場にいた。レオンと皇妃が笑みを交わすたびに、胸の奥がチクリと痛んだ。心に深い霧がかかってしまったような……そんな気分だった。

「それでは。またお目にかかれる日まで、どうぞお健やかに」

「えぇ、レオンもね」

　ふたりの視線が交わる。それはほんの一瞬のことで、熱く見つめ合ったわけでもない。にもかかわらず、リディアは思わず目を逸らしてしまった。

（どうしてだろう、見たくない。ただの嫉妬？　それとも……）

　うまく表現できないけれど、ふたりの間には義理の親子以上の絆みたいなものがあるように思えたのだ。

（ううん。きっと、ただの嫉妬よ。馬鹿ね、私ってば）

　リディアは必死に自分自身にそう言い聞かせた。嫉妬心からくる妄想、そうであってほしいと切に願った。




　建国祭まであと一ヶ月。舞踊団の練習場所の隅っこで、リディアはただ歩くという例の練習をひたすらに続けていた。始めた頃は、この練習になんの意味があるのだろうかと不安になったりもしたが、この頃は少しずつ手応えを感じ始めていた。エスメラルダのようにとはいかないが、観客の目を惹きつける歩き方というものがわかってきたような気がする。

　そんなリディアのもとへ、突然エスメラルダがやって来て、初舞台が決まったと告げたのだった。

「ひと月後の建国祭ではお前も踊れ。それをしっかりこなせれば、晴れて〈七等星〉として認めてやる」

　よい知らせのはずなのに、エスメラルダは相変わらずむっつりと無愛想だった。まるで、お前は首だと言われたかのような空気なので、リディアは戸惑った。ひと呼吸して、ようやくエスメラルダの言葉の意味を理解した。

「えっ……でも私、歩く練習しかしてないし」

「だから、今からみんなの練習に参加しろと言ってるんだ。さっさと来い」

　ジワジワとうれしさがこみ上げてくる。ようやく、リディアも舞踊団の一員として認めてもらえたらしい。リディアはその日からみんなの練習に合流することを許され、歩く以外にも様々な稽古をつけてもらえることになった。

　舞踊団の練習は想像を絶するほど厳しかった。改めて、団員たちの実力のすごさを知った。とくに、エスメラルダの舞う姿は言葉ではとても言い尽くせないほどだ。彼女と一緒に練習することで、リディアは多くの刺激を受けた。

　初めはみなについていくだけで精いっぱいだったリディアも、どんどん練習にのめり込んでいった。いつかエスメラルダに追いつきたい。建国祭を迎える頃には、そうはっきりと自覚するようになっていた。




　建国祭当日。ローザンの冬は短い。皇宮内の中庭は早くも春の訪れを感じさせるような花々の香りと暖かな風に包まれていた。

　やわらかな日差しのもとで、皇宮舞踊団による宴の始まりを告げる舞が始まった。祝いの席にふさわしい明るく華やかな音楽にのり、舞姫たちが踊りだすとあちこちから感嘆の声が漏れ聞こえた。

　みながぴたりと揃って同じ動きをする故郷の舞とは違い、舞踊団ではそれぞれに異なる役割が与えられている。台詞のない演劇のようなものだ。もちろん主役はエスメラルダ。舞台上のすべてが、彼女を最大限引き立てるように計算されていた。

　観客席の片隅で、ムスクはあんぐりと口を開けたまま魂が抜けたように舞台に魅入っていた。隣のレオンはムスクの間抜け顔をニヤニヤとおもしろそうに眺めている。

「な？　おもしろいだろう」

「いやぁ……女は化けるとはいうけど、あのじゃじゃ馬娘はいったいどこに行ったんですかね？　幽霊でも乗り移ってんのかな……」

　エスメラルダの舞はもちろん素晴らしいが、ムスクにとってはリディアの豹変ぶりのほうが驚きだった。たしかに顔立ちは美しいが、騒がしい田舎娘としか思っていなかったリディアが今は思わずひれ伏してしまいたくなるほど神々しい輝きを放っているのだ。

「俺も初めて見たときは、本当に神が降りてきてるのかと目を疑ったよ。エスメラルダとはまた違う魅力があっていいだろう？」

　レオンの言葉にムスクは素直にうなずいた。

「なるほどねぇ。団長が思わず身請けしちゃった気持ち、ちょっとわかります。これを見たら、男なら欲しくなりますね……」

「絶対、やらん」

「わかってますよ」

　リディアのこととなると、やけに子どもっぽくなるレオンにムスクはあきれた。

　舞踊団の舞が終わると宴の始まりだ。建国祭は初代皇帝がローザン帝国を興した日を祝う祭で、国内の有力者が一堂に会する滅多にない機会だった。とはいえ、そう堅苦しいものでもなく、中庭を彩る花々と余興を楽しみながら酒を酌み交わすのが趣旨である。

　宴は和やかに、滞りなく進んでいった。リディアも舞踊団の仲間たちとともに、豪華な食事を楽しませてもらっていた。

「リディア。これ、食べてみた？　東方の国の伝統菓子なんですって」

　舞踊団の中ではリディアと同じくまだ新人の、レニという少女が一風変わった茶菓子をリディアに差し出した。手のひらにちょこんとのる程度の、花の形をした小さな茶菓子だ。が、まるでガラス細工のような精巧さで作られていた。花びらは鮮やかな紅色、葉を模した箇所は薄緑色。葉脈までもが見事に再現されている。食べてしまうのが惜しいくらいだ。

「すごい！　綺麗ねぇ」

「味もね、上品でとってもおいしいわよ。皇宮舞踊団の練習は厳しいけど、こういうご褒美があるからがんばれるわよね！」

　レニはペロリと舌を出して、茶目っ気たっぷりの笑顔を見せた。レニの言う通り、その美しい茶菓子はほんのりと甘く、舌の上でやんわりと溶けていくような食感も珍しく、リディアはすっかり気に入ってしまった。

（レオンも食べたかな？）

　そんなことを思って、レオンの姿を探してみたが、見つけることはできなかった。今日は皇宮周りの警護が任務だと言っていたから、もしかしたら宴そのものに参加していないのかもしれない。

「皇妃様、相変わらず、いつ見てもお綺麗ね。うちのリーダーとどっちが美しいかしら？」

　レニが上座に座る皇妃をまじまじと見つめながら、そんなことを言った。皇妃とエスメラルダの美しさを比べるのは、不毛というしかないだろう。ダイヤモンドと薔薇はどちらが美しいか？と聞かれても、返答に困るのと同じだ。

「どっちも、ものすごく美しいとしか答えようがないわ」

　リディアが笑いながらそう言うと、レニも「本当ね」とうなずいた。

「それに比べて、陛下は……」

　レニはその後に続く言葉を濁したが、リディアには十分伝わった。レニの言いたいことはわかる気がする。

　リディアはこの日、皇帝陛下の姿を初めて目にした。輝くばかりに美しい皇妃の隣に座るその男は、生気のない肌に胡乱うろんな目つきをしており、極悪非道な暴君というほどの覇気もない。まさしく暗君という表現がぴったりくるような男だった。皇妃との間には笑顔も会話もなく、冷えた空気が伝わってくるようだった。

　波乱が起きたのは、そろそろお開きかという時間になってからだった。

　――ガチャン。

「も、申し訳ございませぬっ」

　上座のほうから皿が割れる音と、粗相をしたのであろう男の悲痛な叫び声が聞こえてきた。

　見れば、男の倒した皿の料理が皇帝の目の前に散乱しているようだった。酔いが回って手もとが狂ったのだろうか。男は身なりもよく、上座に席があることから、男爵以上の爵位を持つ貴族であることがわかる。

　皇帝は無表情を崩さぬままに男に言う。

「この私の前で粗相など……下男ならこの場で手を切り落としてやるところだが、そなたは私に忠誠を誓っている男だからなぁ」

「は、はいっ。もちろんでございます」

「とはいえ、せっかくの料理がもったいない。そうだ、そなたが責任を持ってこれを食べろ。ほら、犬猫のように床に顔をつけて舐めとればよいではないか」

　皇帝はとても高貴な身分にあるものとは思えない下げ卑びた笑みを浮かべている。誰もなにも言わない。男をかばって自分にとばっちりがくるのを恐れているのだ。

　命じられた男はほんの一瞬、屈辱に顔をゆがめた。公衆の面前で犬猫の真似ごとをするなど、貴族にとっては手を切り落とされるよりも恥ずべきことだ。

「なんだ、できぬのか。そなたの忠誠心はそんなものなのか」

　皇帝は激昂するでもなく、つまらないとでも言いたげに、無表情にため息を落とした。

　ただの暇つぶし。彼にとってはそれ以上でも以下でもないのだ。

「いえっ。まさかそんなことは……」

　男は結局、床に落ちてぐちゃぐちゃになった料理を四つん這いになって食べた。誰もが彼に同情の目を向けたが、やはりかばうものはいなかった。

「はははっ」

　シンと静まり返った空間に、皇帝の乾いたような笑い声だけが虚しく響く。なんとも後味の悪いままに、宴はお開きとなった。




　白薔薇の宮に戻った皇妃は珍しく疲れた様子で、倒れ込むようにソファに腰を下ろした。リディアは皇妃のためにリラックス作用のあるハーブ入りのお茶を用意した。

「あぁ、ありがとう。あなたの舞、とても素晴らしかったわ。やっぱりレオンが見初めただけあるわね。エスメラルダの後継がついに現れたかしら」

　からかうように微笑んだ皇妃に、リディアはとんでもないと首を振った。

　皇妃はふぅとひとつ大きなため息をつく。あきらかに顔色が冴えない。

「ひどい人だと思った？」

「えっ？」

「皇帝陛下よ」

　ひどい……というより、なんてくだらない馬鹿男なのだろうかというのがリディアの素直な気持ちだったが、まさか正直に伝えるわけにはいかない。リディアは無言でうつむいた。

「あの方もね、最初からああだったわけではないのよ。皇太子時代は聡明だと評判だったそうよ」

　失礼ながら、とてもそうは見えない。聡明だった皇子様にいったいなにがあったら、あんな愚帝になるのだろうか。

「あの、陛下と皇妃様は……」

　皇妃は寂しそうに目を伏せ、ぽつりぽつりと語りだした。それは切なく、悲しい物語であった。

「あの方は私になんの興味もないのよ。たぶん、妻だなんて思ったこともないんじゃないかしら？　あの方が愛しているのは前皇妃だけよ」

「前の皇妃様？」

　皇帝、メディウスの最初の婚姻は彼がまだ皇太子の身分であった頃のことだった。妻となったのはマリアンヌという名の隣国の王女だった。もちろん政略結婚だったが、仲睦まじいよき夫婦であった。その当時のメディウスは聡明で優しい性格だったという。

　メディウスには多数の兄弟姉妹がいた。彼は長男だったため皇太子の地位にあったが、その地位は決して磐石なものではなかったのだ。

　四人の弟たちにはそれぞれうしろ盾がついており、次の皇帝の座を巡って水面下での醜い争いが絶えなかった。

　とくにメディウス派と最も対立していたのが、三男ヨセフを擁するサローズ家を中心とする一派であった。彼らはメディウス派の力を少しでも削ごうとして、マリアンヌの故国に目をつけた。マリアンヌの故国、セーロンがローザンに反旗を翻したというでっち上げを広めたのだった。

　その噂を真に受けた当時の皇帝はセーロンを攻め滅ぼすことに決めた。セーロンはローザンの庇護のもとでなんとか生き延びてきたような小国だったため、ローザンからすれば、赤子の手をひねるような簡単な戦いくさであった。この戦の総大将を務めたのはメディウスだった。

　マリアンヌは病んだ。念願かなって身ごもったばかりだった我が子も流れてしまった。愛する夫が自分の故国を焼き払ったこと、両国の和平の証として嫁いできた自分がなんの役にも立たなかったこと、その事実を受け止めることができなかったのだ。

　結局、この戦のすぐ後に皇帝は不慮の死を遂げ、メディウスは次の皇帝の座につくことになった。皇帝の死は毒による暗殺で、メディウス派の仕業だという噂も流れたが、真相は闇の中だ。

　メディウスは長く続いた跡目争いに勝利した。しかし、マリアンヌは正気を取り戻すことはなく、メディウスの即位から一年もたたぬうちに亡くなった。

　子と妻を立て続けに失ったメディウスの心は徐々にむしばまれていった。誰も信用せず、周囲の人間はすべて自分の敵であると思い込むようになった。弟たちとその一派だった貴族はみな処刑してしまった。

（馬鹿男なんて思ってたけど、陛下にもそんな悲しい過去があったのね）

　前皇妃を愛していたがゆえに、彼はゆがんでしまったのだろう。もちろん、それですべてが許されるわけではないが……誰もが、なにかを抱えて生きているのだ。上に立つ者には、彼らにしかわからない悲哀があるのだ。

「皇妃の座が空位ではいけないとすぐにあれこれと縁談が持ち上がったけれど、それも有力貴族たちの思惑が透けて見えるものばかりだったそうよ。陛下が首を縦に振ることはなかったわ。寵姫はたくさんいらっしゃったけどね。その頃に生まれたのがレオンよ」

　皇妃はゆったりとした仕草で、リディアの入れたお茶に口をつけた。カップを持つ指先が微かに震えている。必死に感情を抑え込もうとしているような……リディアにはそんなふうに見えた。

「そして、十五年近くも空位だった皇妃の座に、ぽんと据えられることになったのが私だったの。私の実家は名門ではあるのだけど、父はあまり野心もなく中央の政治からは遠ざかっていたからちょうどよかったのね」

　輿入れが決まったとき、皇妃は十七歳になったばかりだった。ローザンでは女性の結婚適齢期は二十歳前後とされており、二十五歳を過ぎると行き遅れなどと言われてしまう。しかし、それは庶民の話で、貴族の場合は話が別だ。家の思惑が複雑に絡むためか、十代前半での結婚も、三十歳を過ぎての結婚も珍しくはない。

　皇妃はそっと目を伏せ、言葉を続けた。

「私が子どもだったの。二十歳も年が離れている夫なんて……と陛下に心を開こうとしなかった」

　侯爵家の娘という皇妃の立場からすれば、十七歳での結婚は早すぎるというほどではない。とはいっても、まだ十七歳の少女が、突然、一国の皇妃になることを命じられたのだ。さらに、夫となる皇帝は父親ほども年が離れていて、愛人が大勢いた。戸惑いがあって、当然だろう。

「もっと早い段階で歩み寄る努力をしていれば……こんなふうにはならなかったのかもしれないのにね」

「皇妃様……」

　リディアはなにも言えなかった。皇妃が悪いとは到底思えないが、そんなことを言ってもなんの慰めにもならないだろう。

　皇妃は遠い目をして、ぽつりぽつりと語り始めた。

「私ね、本当は許いいな嫁ずけがいたの。親が決めた相手ではあったけど、私は彼の妻になる日を楽しみにしていたのよ。私より年下だけど、頼りがいがあってね……一緒にいるだけでドキドキして。初恋だった」

　皇妃は少女のようにふんわりと笑った。初恋に胸をときめかせる少女だった頃の皇妃の姿が目に浮かぶ。

「ねぇ、リディア。……誰にも言わないでね。今でもときどき考えてしまうことがあるのよ。彼と結婚していたらどんなふうだったのかしらって。馬鹿よねぇ、皇妃になって何年もたって、息子までいるのに」

　もう決して叶うことはない、そうわかっていても考えずにはいられないのだろう。

「輿入れが決まって、彼との婚約は破談になった。彼に最後に会った日のこと……よく覚えているわ。彼は笑顔で見送ってくれた。幸せになってと言ってくれた。だけど、いつものようにディセルとは呼んでくれなかったの。それがとても寂しかったわ……」

　皇妃はきっと、その婚約者を心から愛していたのだろう。もしかしたら、今も思い続けているのかもしれない。そうだとすれば、なんて切ない、なんて悲しい話なのだろうか。

「でも、君主の事情なんて国民は知らないものね。なにがあろうとも崩れてはいけない、甘えてはいけない。それが上に立つ者の責務よ。それを忘れてはいけなかった。陛下もマリアンヌ様も、もちろん私もね」

　皇妃は皇妃としての顔に戻って、しっかりと前を見据えた。その顔を見てリディアは悟った。

（皇妃様はレオンたち革命派のなそうとすることに、とっくに気がついているんだわ）

　この先に待ち受けている彼女の運命を思うと、リディアの胸もズキズキとえぐられるように痛んだ。皇妃の悲しみがリディアの心にも流れ込んできたかのようだ。こんなにも強く、美しく、素晴らしい女性なのに……幸せになれたはず、そうなるべき女性なのに。運命とは、なんて残酷なのだろう。

　茜あかね色いろの夕陽に照らされる皇妃の美しい横顔を、リディアはじっと見つめていた。
















第五章　恋する乙女作戦













「リディア。ちょっと残ってくれるか」

　舞踊団の練習を終え、白薔薇の宮に戻ろうとしていたリディアにエスメラルダが声をかけた。

（今日の練習、なにかミスしたかしら。あ、最後のターンのタイミングがみんなとずれてた？）

　エスメラルダに呼び出される＝お説教。リディアの頭の中にはその図式ができあがっていたので、ビクビクしながら彼女のもとへと向かう。

「えーっと。ごめんなさい、明日の練習では気をつけます……」

「まだなにも言ってないのに、なぜ謝る？」

　エスメラルダは怪訝そうに首をかしげる。

「えっ!?　お説教じゃないの？　じゃあ、今日はとってもよかったとか？」

「調子に乗るな。最後のターンのタイミング、お前だけ遅れてた」

「うぅ。やっぱり……」

　エスメラルダはふぅと大きく息を吐いてから話しだした。なんだか憂鬱そうな顔をしている。といっても、エスメラルダのご機嫌な顔などリディアは一度も見たことはないけれど……。

「仕事の話だ。カーナ司教の屋敷で開かれる宴の席に呼ばれている。内輪のものだから五～六人でいいそうだが、メンバーに入ってほしい」

「え!?　五～六人なのに、私も入れてもらえるの？」

「勘違いするなよ。今回の人選は実力というより……まぁ、行けばわかる。よろしくな」

　残念ながら実力で選ばれたわけではないらしい。それでも歩く練習しかさせてもらえなかった頃から考えれば、仕事を与えてもらえるだけでリディアはうれしかった。




　翌日、リディアは早速その話をレオンに報告した。ムスクは騎士団の仕事で不在のため、レオンの私室にふたりきりだった。

「あぁ、カーナ司教の宴なら俺も招待されてる。ムスクも同行する予定だ」

「そうなの？　ふたりがいるなら心強いな。カーナ司教ってどんな人？　親しいの？」

　レオンも昨日のエスメラルダと同様に、あまり楽しくなさそうな顔をしている。

「べつに親しくはない。あの人は宴だのなんだのを開くのが好きみたいでな……面倒だが、立場上たまには参加しとかないと角が立つからな」

「ふぅん、偉くなるのも大変なのねぇ」

「それと、招待客の中には皇帝派の人間がたくさんいるからうまくすれば有益な情報を得られるかもしれない」

　レオンはにこりと微笑んだ。

（そういえば、皇帝派の最大派閥が聖職者たちなんだっけ……）

「ん？　それならカーナ司教も敵ってこと？　敵地に乗り込むようなことして、大丈夫なの？」

「ははっ。ずいぶん賢くなったな、リディア」

　まるで子どもを褒めるかのように、レオンはリディアの頭をポンポンと叩いた。リディアはむっと唇を尖らせる。

「もうっ、心配してるのに」

「大丈夫だ。カーナ司教自体は中立……というか、あの人はなにも知らない。血筋だけで出世したタイプだからな。ほっといても問題ない」

「そう。それならいいけど」

　リディアはほっと安堵したが、レオンは厳しい表情で続けた。

「注意しておきたいのは……ガザという男だ。まだ若く最近司祭になったばかりだが、皇帝派の中心人物だ。俺のことは警戒しているだろうが、リディアなら近づけるかもしれない。もし、なにかおもしろい話が聞けたら後で報告してくれ」

「うんっ」

　リディアは元気いっぱいに答えた。レオンが自分を頼りにしてくれていることを素直にうれしく思う。すると、ふいにレオンがリディアの肩を抱き寄せた。リディアの体は大きく傾きレオンの胸に倒れ込む。

「きゃっ……なに？」

「仕事の話はここまでにしようか」

　言いながらレオンはリディアの耳を軽く食んだ。

「やっ、くすぐったい……」

　リディアは恥ずかしさで顔を真っ赤にしながら体をよじるが、レオンがしっかりと抱きしめているせいで逃れられない。レオンはそのままリディアの頬にキスを落とす。リディアはびくりと体を震わせた。

「ま、待って……」

「待てと言われると、進みたくなるのが男の性さがだな」

　レオンはクスクスと笑いながら、今度は反対の頬に唇を寄せる。慌てふためくリディアを見て楽しんでいるとしか思えなかった。

「もうっ！　いま、大事な話をしてたところなのに。ガザ司教について、もう少し詳しく教えてよっ」

　リディアが怒ってレオンを突き離すと、レオンは声をあげて笑った。

「あはは。悪かったよ、冗談だ。……にしても、お前がこんなに革命に協力的になってくれるとは意外だな。あんなに嫌がっていたのに」

　レオンに言われて、リディアも自身の気持ちの変化を改めて実感する。

「うん……今まではね、領主様も皇帝陛下も絶対的な存在で神様みたいなものだと思ってた。けど、この前初めて陛下を見て……なんか拍子抜けしちゃったの。あぁ、この人もただの人間なんだなって。レオンの言う通り、もっとふさわしい人がその地位につくべきだって納得した。今は自分の意志で革命に協力したいって思ってる」

　実際に皇帝を見て、皇妃から彼の悲しい過去を聞いて、皇帝といえど人間だというあたり前の事実に思い至った。もしかしたら、彼はそう悪い人間ではないのかもしれない。ほんの少し弱いだけの優しい人なのかもしれない。しかし、皇帝という地位はそういう人物がつくべきではないのだ。ある意味では、人間らしさを捨てられる強さが必要なのかもしれない。

「そうか」

　レオンが返した言葉はそれだけだったが、なんだかとてもうれしそうに見えた。

「うん！　だから、カーナ司教の宴ではいい情報が得られるようにがんばってみる」

「あんまり無茶はするなよ。こっちの心臓に悪い」

　レオンはあきれたように笑った。




　一週間後、リディアはエスメラルダらとともにカーナ司教の屋敷を訪れた。

（うわ～。派手ねぇ）

　敷地内に一歩足を踏み入れるなり、リディアは絶句した。至るところに金の装飾が施されたなんとも派手なお屋敷だったからだ。豪華絢爛といえば皇宮の正殿もそうだが、あちらは派手さの中にも品格が感じられる。こちらは成金趣味とでもいうのだろうか……お金はかかっていても、どことなく安っぽい雰囲気だった。

（まぁ、こういうのは好みってものがあるものね）

　リディアはそう思うことにしたが、隣のエスメラルダはばっさりと切って捨てるような発言をした。

「相変わらず、センスの欠片もない屋敷だな」

　彼女は誰に対しても厳しいが、カーナ司教のことは特別嫌っているようだ。その理由はすぐにわかることになるのだが……。

　皇宮舞踊団の舞は宴の最初に披露されることになっていた。リディアたちは練習を重ねてきた完璧な舞を披露し、客は惜しみない称賛を贈ってくれた。リディアも苦手としていた最後のターンをしっかりと合わせることができ、今日は満足の出来だった。舞台上からレオンの姿を見つけることができたのも、大成功の秘訣だったかもしれない。

（よかった！　とってもうまく踊れたわ。けど、今日の目的は舞だけじゃないものね。この後も気を抜かずにがんばらないと）

　リディアは宴の席をぐるりと見渡す。招待客はざっと三十人以上はいるだろうか。主催のカーナ司教はでっぷりと太った初老の男だ。脂ぎった顔にギラギラとした目つき、屋敷の使用人をまるで奴隷のように扱っていて、見ているだけで不快な気分になる男だった。

　そんな彼はエスメラルダにご執心のようで、先ほどから彼女をそばに置いて放そうとしない。それだけならまだしも、太ももに手を置いたり、ベタベタと髪に触ったりとやりたい放題だ。

「ちょっと、ムスク。あれ、いいの？　放っておいて。エスメラルダ、どう見ても嫌がっているじゃない」

　今日はレオンやムスクとの繋がりを皇帝派の人間に気づかれないよう、ふたりとは必要以上には接触しないというルールだったが、リディアは思わずムスクの背中に声をかけた。話していることがバレないように背中合わせでの会話だった。ムスクも周りの様子をうかがいながら、小声で答える。

「カーナ司教は聖職者のくせにエスメラルダを口説こうと必死なんだ。なにかにつけて舞踊団を呼びつけるのもアイツが目的だ」

「えぇ!?　気持ち悪いおじさんねぇ」

　エスメラルダが舞の実力ではない人選と言っていたのはこのことだったのか。要するに、あのカーナ司教をうまくあしらえそうなメンバーということなのだろう。言われてみれば、今日のメンバーは舞踊団の中でも気の強い娘ばかりだった。

「ねぇ、ムスク。助けてあげられないの？」

　このままではエスメラルダがあまりにも気の毒だった。しかし、ムスクの答えはのんきなものだった。

「あぁ、大丈夫、大丈夫。アイツは心配いらないよ。たとえ襲われたって、あっさり返り討ちにするだろうさ。なにせ十四、十五歳の頃まで剣の腕は俺と互角だったんだからな。舞踊団で踊ってるより、軍人になったほうが国益になりそうなもんだけどなぁ」

　すると、近くにいたレオンがムスクを茶化した。

「……互角だったかな。たしか三十五勝二十敗でエスメラルダが優勢だったと記憶してるが」

「その無駄にいい記憶力、やめてもらえないっすかね？」

「もうっ。ふたりとも頼りにならないんだから。なら、私が助けに」

　エスメラルダのもとに向かおうとしたリディアをレオンが軽く制した。

「お前が行く必要はないよ」

　レオンは片目をつぶってリディアに微笑んだ。すると、隣のムスクがふぅとため息をついてから動きだした。

「んじゃ、そろそろ行ってきます」

　ムスクはエスメラルダのほうに向かっているようだった。

「……助けに行ったの？」

「エスメラルダも頑固だが、ムスクも素直じゃないからな」

　レオンは楽しそうに笑っている。

（えっ!?　あのふたりってそういう関係なの？　嘘～）

　ものすごく意外だが、案外いいコンビなのかもしれない。ストイックすぎるエスメラルダといい加減すぎるムスク。互いの欠点を補い合える関係といえなくもない。

（お似合い……なのかしらね？）

　リディアはカーナ司教とエスメラルダの間に割り込んでいったムスクの様子をうかがいながら、くすりと笑った。




　エスメラルダの我慢は限界に達していた。カーナ司教は舞踊団にとって上客には違いないのだが、もはや愛想笑いを浮かべる気力もない。それどころか、もし、いま帯刀していたら後先考えずに、目の前の男に斬りかかっていたかもしれない。

　レオンに冗談半分に近衛騎士団への入団を勧められたこともあったが、それを断って皇宮舞踊団に入ったのは正解だったかもしれない。この忍耐力のなさでは、軍人にはとても向かないだろう。

「なぁ、エスメラルダ。今夜こそ、ふたりきりで過ごさせてはもらえないのか。こうして何度も呼び寄せているというのに、本当に君はつれないね」

　カーナ司教のねっとりとした声が耳みみ障ざわりで仕方ない。先ほどからずっと、肩に回されている脂ぎった手も、鳥肌が立つほど不愉快だった。

　そのカーナ司教の手がふいに離れたのを不思議に思って、エスメラルダが顔を上げると、どこから現れたのかムスクが立っていた。ムスクはカーナ司教の手を取ると、満面の笑みを浮かべて話しだした。

「ご無沙汰しております、カーナ司教。相変わらず、素敵なお屋敷ですねぇ！　あちらに飾られた絵画など、いったいどこで手に入れられたのですか？　素晴らしい品だと、みなが噂していますよ。さすが、お目が高い！」

　馬鹿にしているのかと思うレベルのお世辞だったが、カーナ司教は馬鹿なのか、すっかり真に受けて気をよくしている。ムスクはペラペラとおべっかを言いながら、カーナ司教をその絵画のほうへと誘導した。去り際にエスメラルダを振り返ると、『今のうちに行け』というように目配せをした。

　エスメラルダはカーナ司教から離れ、やっとひと息ついた。パンやハムなど手軽なものをつまみながら、束の間の休息を満喫していた。すると、エスメラルダの手にしていた皿にひょいと手が伸びてきてきた。

「疲れたか？」

　ムスクが、奪ったハムを口に放り投げながらそう言った。

「別に、大丈夫だ。余計な手助けなど頼んでいない」

　エスメラルダの返事はそっけないが、ムスクにしてみればいつものことなので慣れたものだ。

「嘘つけ。ナイフでも持ってたら、刺しかねない形相だったぞ」

　図星をつかれて、エスメラルダは口ごもった。幼いころから聡明だったレオンや自分などと比べると、剣の腕以外はからっきしダメなムスクだが、人の心の機微を読み取るような、妙に鋭いところがある。そういった能力はエスメラルダにはないものなので、素直にすごいなと感心する。もちろん、決して口に出して褒めたりはしないが。

「別に俺に助けを求めなくてもいいけどさ。舞踊団の仲間とか、誰かに頼ることも覚えろよな」

「……善処する」

　女としてはかわいげの欠片もないが、エスメラルダにしては素直だといえなくもない、その回答にムスクは苦笑した。

「さて、何年かかるかね」

「うるさい、余計なお世話だ」




　エスメラルダとムスクがそんな応酬をしていたころ、レオンとリディアはすっかり仕事モードに入っていた。

「ガザ司教の顔はわかったか？」

　レオンが厳しい顔つきで、言った。

「うん、右奥のテーブルにいる髪の長い男ね」

「そうだ」

「さりげなく近づいてみるわ」

　リディアはレオンと離れてガザ司教のいるテーブルのほうへと歩きだした。料理に夢中になっているふりをしながら、声が聞こえそうなところまで近づいていく。

　ガザ司教は三十代後半くらいだろうか、司教としてはかなり若いほうだ。顔立ちは整っているが表情が乏しく、冷たい印象を受ける。長い銀髪をうしろでひとつに束ねている。彼は同じく聖職者と思われる男と話し込んでいるが、ふたりとも声が低くはっきりとは聞き取れない。酒に酔っている様子もないし、カーナ司教のように女に目を向けることもない。

（う～ん。隙のなさそうな男ね。どうしよう……思いきって話しかけてみるとか？）

『無茶なことはするなよ』

　レオンに散々言われている台詞が頭に浮かんだが、リディアはもう動きだしてしまっていた。

「あの～、素敵な司教様。私たちの舞、いかがでしたか？」

　娼館の先輩だったラリサを真似て、できるだけ純真無垢な乙女を演じてみた。ガザ司教はクールな雰囲気がかっこいいといえなくもない。若い踊り子が彼にひと目惚れをして、声をかけたとしても不思議ではないだろう。

（よし、その設定でいこう！）

　一度腹を決めてしまえば、強気になれるのがリディアの長所だ。リディアはすんなりとその役柄に入り込んだ。恥じらいながらも、ガザ司教に微笑みかける。彼も隣にいた男も突然話しかけてきたリディアに驚きはしたようだが、まさか革命派のスパイだとは思ってもいない。

「えぇ、とても素敵でしたよ。エスメラルダ嬢のことは存じていましたが、あなたのようにかわいらしいお嬢さんもいたとは知りませんでした」

　ガザ司教は取ってつけたような笑みを浮かべながら言った。

「かわいらしいだなんて、そんな……」

　リディアは頬を赤らめてうつむいた。

（ちょっと嘘くさいかしらね？　けど、この司教も舞なんて全然見てもいなかったくせによく言うわね）

　リディアは踊りながらもガザ司教の様子をうかがっていた。彼は舞台などには目も向けずに、鋭い目つきで出席者の動向を探っていた。

「あっ。もしかして、大事なお話をされていたのかしら？　邪魔してしまってごめんなさい」

　リディアは今気がついたとでもいうように、隣の男に頭を下げた。もちろん、この男のほうが気を使って立ち去ってくれるのを期待してのことだ。

　ガザ司教よりはずいぶんと年上、五十代くらいだろうか。丸顔で人のよさそうな、さして特徴のない男だ。リディアの気持ちが通じたのか、男はすっと席を立った。

「いやいや、他愛ない話ですよ。ガザ司教もたまにはハメをはずして若いお嬢さんと楽しく過ごしてみたらどうです？　邪魔者は去りますから」

「ははっ。では、そうさせてもらいますね。例の話はまた後ほどに……」

　ガザ司教は男に意味ありげな目線を送った。リディアは無邪気を装って、探りを入れてみる。

「ごめんなさい。やっぱり大切なお話の最中だったんですね。……例の話ってなんですか？　お仕事のお話？」

「そうですね、私と彼とは同業者ですから」

　当然だが、あっさりとかわされてしまった。けれども、同業者というニュアンスには同じ聖職者というだけではなく同じ皇帝派の人間だという意味も含まれているように感じた。

（他愛ない話……ではなさそうだわ）

　その後もリディアは積極的にガザ司教に話しかけ、時には色仕掛けも使ってみたが彼にはちっとも効かなかった。核心に触れそうになると、するりとかわされてしまうのだ。

「さて。名残惜しいですが、私はそろそろカーナ司教にご挨拶に伺わなければ。お嬢さん、またお会いできる日を楽しみにしていますね」

　彼はリディアの手の甲に別れのキスを落とすと、立ち上がった。

「はい、ぜひまたお話してくださいね」

　リディアも最後まで恋する乙女を演じることを忘れない。小首をかしげて、胸の前でかわいらしく手を振ってみせる。

（うーん、手ごわい）

　短い会話の中で知れたことは、ガザ司教は名門の出ではないこと。にもかかわらず、この若さで司教の地位を得られるだけあって、頭がとても切れること。その二点くらいだった。

（あとは……やっぱり陛下自身を崇拝しているわけではなさそうだわ）

　リディアはできるだけ皇帝やユリウス皇子の話を彼に振ってみた。レオンに有益な情報を……という思惑ももちろんあるが、純粋な好奇心もあった。どう見ても賢帝とはいえない現皇帝の味方をする人間がなにを考えているのか。皇帝への忠義からなのか、自身の権力のためなのか。どうやら、ガザ司教という人は後者らしかった。

　会話を終えた後も、リディアはさりげなく彼を目で追い続けた。『例の話はまた後ほど』この言葉の後ほどが今日中のことならば、ぜひとも会話を盗み聞きしたいからだ。彼とあの男がまた接触する機会はないか、じっとうかがっていた。すると、宴も終焉に近づいた頃にガザ司教がそっと部屋を出ていくのが見えた。辺りをざっと見回すと、あの男の姿もない。

（もしかして……）

　リディアは意を決して、司教の後を追うことにした。レオンかムスクにひと言声をかけるべきかとは思ったが、そんなことをしていては見失ってしまうかもしれない。なにせ数えきれないほどの部屋数のある広い屋敷だ。結果、リディアのその判断は正解だった。

　リディアが宴の会場を出たとき、ちょうど司教が廊下の角を曲がるところだった。リディアはすばやくかつ足音をたてないよう注意しながら廊下を走る。エスメラルダに厳しくしごかれた歩く練習が意外なところで役立つことになった。

　司教は宴の会場からはだいぶ離れた部屋へと入っていった。リディアはその部屋の扉に耳をぴたりとつけてみたが、やはり実家の薄っぺらい扉とは違う。中の声はなにも聞こえなかった。

（う～ん。せっかくここまで来たのに悔しいわ。まさか、いきなり扉を開けて部屋に入るわけにもいかないし……そうだ！）

　リディアは廊下の大きな窓に近づき、外の様子を確かめる。まずは下だ。万が一、転んでも大怪我をするような高さでもないだろう。手を伸ばせば届きそうな距離に高い生け垣があったが、生け垣と壁の間はリディアひとりくらいならなんとか動けそうなスペースがある。

（うん。生け垣が目隠しになって、誰かに見つかる心配もなさそう……）

　リディアはひょいっと窓に足をかけると、ふわりと窓の外へと飛び降りた。着地の際に、長いドレスの裾が生け垣の枝にひっかかって少し破れてしまったが、仕方ない。

（アーネットさんにばれたら、とんでもなく怒られそうだけど。『良家の子女たるもの、ドレスをほんの少しでも汚してしまうなどあり得ないこと』っていつも言ってたものね）

　リディアは心の中でアーネットに謝罪をすると、狭い隙間をほふく前進しながらあの部屋の前まで来た。幸運なことに窓が少し開いていて、声が漏れ聞こえてきた。

「……カディス候爵はまだだんまりなのか」

　少し苛立ったようなガザ司教の声だった。対する相手は先ほどと変わらぬのんびりとした口調だ。

「まぁ、どちらの味方もする気はないという意思表示でしょうねぇ」

「それじゃ、困るな。どんな手段を使ってもいい。監禁してでも、言うことを聞かせろ」

「とはいっても、武力で候爵にかなうものなどいませんよ。まぁ、なにかしら手段を考えましょうかねぇ」

　リディアは息を殺して、耳を傾けていた。

（カディス候爵家って、たしか皇妃様のご実家よね。なんにしても、監禁なんて穏やかじゃないわ。これは有益な話が聞けたのかも……）

　もう少し話の続きを聞きたいところだが、ふたりにばれないうちにまた窓を通って廊下に戻らなければならないのだ。ところが、脱出のタイミングをうかがっていたリディアにまさかの危機が訪れた。

　地面に這いつくばっていたリディアの顔の前をネズミが通り過ぎたのだ。ネズミの長い尻尾がリディアの鼻先をくすぐり……。

「ぎゃ、ぎゃ～！」

　田舎育ちで見慣れてはいるのだが、リディアはネズミだけは大の苦手だった。我を忘れて、大きな叫び声をあげてしまう。その瞬間、司教たちのいる部屋の中の空気が一変するのがわかった。

「誰だっ!?　誰か、いるのか？」

　ガザ司教の鋭い声が響く。

（しまった、もうダメだ！）

　リディアはぎゅっと目をつぶって、この場で斬られる覚悟まで決めた。冷静に考えれば、司教ら聖職者は帯剣などしていないのだが、そのくらい絶体絶命のピンチだと思った。どう取り繕っても言い逃れはできないだろう。

　が、次の瞬間、ぐいっと誰かの腕が伸びてきて、リディアの体は生け垣の中に引きずり込まれた。

「レ、レオンッ」

「しっ。黙っておけ」

　レオンはリディアを押し倒すと、強引にドレスの胸もとを引き裂いた。白い肩とささやかな胸の谷間があらわになる。レオンの唇がゆっくりと落ちてきて……。

（え、え～!?）

　あまりにも予想外な展開に、リディアの抗議は言葉にならない。

「おいっ。誰なんだ？　そこでなにをしている？」

　ガザ司教が生け垣の中のふたりに気がつき、怒鳴り声をあげた。もうひとりの男も慌てた様子で窓辺に駆け寄ってきた。

（どうしよう……私だけならともかくレオンまで見つかっちゃった）

　リディアは自分の迂闊さを心の底から呪った。だが、レオンは動じる様子もなく、ゆっくりと体を起こしガザ司教のほうを振り返った。

「あぁ、これは失礼した。この辺りなら誰もいないと思ったのだが……」

「これは、近衛騎士団のクラークス団長……。こんなところでいったい、なにを？」

　引きつったような笑みを浮かべてガザ司教は言った。内心の苛立ちを隠しきれていない。

「ご覧の通り、愛らしい舞姫にひと目惚れをして口説いていたのだが……初心な娘には刺激が強すぎたようだ。女性に拒まれたことなどなかったものだから、加減がわからなくてね」

　レオンは肩をすくめてみせる。リディアは弱々しく体を起こすと、わぁっと両手で顔を覆った。

「素敵なお庭を見せてくれるっていうからついてきただけなんです。それなのに、団長様が突然……信じてください、司教様！　私はこんな軽薄な男性とはなんでもありませんわ」

　リディアは汚らわしいものを見るような冷たい目でレオンを睨みつけた。

「すっかり嫌われてしまったな。お恥ずかしいところを見せてしまって申し訳ない。近衛騎士団の名誉にもかかわるので、どうか内密にしてもらえないだろうか」

　レオンは苦笑しながらガザ司教と男に言った。ガザ司教のほうは険しい顔つきのままだが、もうひとりの男はレオンとリディアの小芝居を信じたようだ。

「ははは。帝国一の色男のクラークス団長を拒むとは、たいした娘ですね。わかりました、このことは内密に。ガザ司教、我々はそろそろ宴の席に戻りましょうか」

「ありがとう。……ところで、おふたりはこんなところでいったい、なにを？」

　レオンはガザ司教を見やると、先ほどの彼の言葉をそのまま返した。ほんの一瞬、ふたりの間に見えない火花が散った。ガザ司教はふっと息を吐くと、意味ありげな笑みをよこした。それは、まるで宣戦布告のようだった。

「他愛ない話ですよ。ですが、大切な宴を抜けたと、カーナ司教にヘソを曲げられても困りますのでどうか内密に」

「……承知した」

　レオンが短く答えると、ガザ司教は今度はリディアのほうに視線を向けた。

「かわいいお嬢さん。またお会いしましょうね」

　感情のない冷たい瞳に思わず背筋がぞっとする。ふたりが部屋を出ていくのを確認して、しばらくしてからリディアは口を開いた。

「私の恋する乙女作戦、嘘だってバレちゃったかしら？」

「たぶんな」

「……無茶してごめんなさい。レオンまで危険な目にあわせちゃって、反省してます」

「お前が無事ならそれでいいよ」

　レオンはほっと安堵したように、リディアの肩に頭をもたれた。レオンの吐息が鎖骨をくすぐり、リディアは思わず身じろぎをする。

「まさかレオンが来てくれるとは思わなかった」

「お前が部屋を出ていくのが見えて、後をつけたんだ。窓から身を乗り出したときはさすがにぎょっとしたよ。その後のほふく前進も見事なものだったが……アーネットが泣くぞ」

　レオンはすっかりあきれているようだが、リディアを見つめる瞳は優しかった。

「心配かけて本当にごめんなさい。けど、ちょっと気になる話も聞けたのよ」

　リディアは先ほど盗み聞きした話をレオンに伝える。

「……なるほど。あちらも本格的に動きだすってことか。俺に話が漏れたことはガザ司教も察しただろうから、こちらも急がないとまずいな」

「カディス候爵家って、皇妃様のご実家よね？」

「あぁ。現在の当主は皇妃の実父だ」

「そうなのね。なら絶対に候爵を助けないと」

「そうだな。お前のおかげで手遅れにならずにすんだ。お手柄だぞ、リディア」

「ほんと!?　無茶した甲斐があったかしら」

　うれしそうに笑うリディアを、レオンはぎゅっときつく抱きしめた。

「無茶したのは、まぁ許すが……約束を破ったのは見過ごせないな」

「え、約束？」

　なんのことだろうか。リディアにはさっぱりわからない。

「かわいい顔を見せる相手は俺だけにしろと言っただろう？　よりによって、ガザ司教なんかにあんな顔を見せるなんて、許せないな」

「へ？　だって、あれはお芝居じゃないの」

「芝居でもなんでも、嫌なものは嫌なんだ。……約束を破ったお仕置きが必要かな？」

「そ、そんなこと言われても……」

　本気とも冗談ともつかないレオンの態度にリディアは戸惑うばかりだ。いつの間にか日が沈み、辺りは薄闇に包まれている。人気のない場所にふたりきり、リディアのドレスはボロボロで肩やら胸やら脚やらが大胆に露出している。真面目な話をしていたときはまったく気にならなかったこの状況を、リディアは急に意識し始めた。

「ほら。さっき、あの男に見せていた顔を俺にも見せてくれ。俺もあんなふうにお前に誘惑されたい」

　レオンは意地の悪い、けれど、とびきり甘い笑みでリディアを翻弄する。レオンの言葉ひとつ、笑顔ひとつでふたりの間に流れる空気は一変してしまう。それは息苦しいほどに甘く、濃密で、あっという間にリディアを酔わせてしまう。

「誘惑って……そんなの……」

（お芝居でガザ司教にするのと同じようにレオンにするなんて……そんなの絶対無理！　だって、レオンのことは……）

「難しいのなら、手伝ってやろうか」

　レオンはクスクスと笑いながら、リディアの左脚を持ち上げると、しなやかなふくらはぎから内ももにかけてペロリと舌を這わせた。

「やっ」

　リディアの唇から甘い吐息が漏れる。レオンはそのままやわらかな太ももに吸いつくようなキスをする。リディアの白い肌に赤い花びらが散っていく。

「ん～～」

　リディアは声にならない叫びをあげた。が、レオンは止める気はないようだ。今度は鎖骨から胸もとに次々と数えきれないほどのキスを浴びせた。そのたびにリディアの肌は真っ赤に染まっていく。

　上気した頬で荒々しく息を吐くリディアを見下ろして、レオンは満足そうに微笑んだ。

「うん、あの男に向けた顔より今のほうがずっといいな。色っぽくて、そそられる。これも演技か？」

　レオンの意地悪な質問にリディアは必死に首を振った。

「違うっ、演技なんかとてもできない……お願いだから、もうやめて」

　リディアはレオンにそう懇願した。頭が真っ白で、体だけが熱くて、このままではどうにかなってしまいそうだった。

「もう少し……な」

　リディアの訴えをレオンはあっけなく却下すると、ゆっくりとリディアの唇をとらえた。そっと優しく触れたかと思うと、次の瞬間には情熱的な深いキスへと変わっていく。

「もうっ……」

　リディアはあきらめたように脱力すると、レオンとの甘いひとときに意識を集中させた。

　出会ったばかりの頃は、ほんの少しリディアをからかって楽しむだけだったように見えたレオンがこの頃はなかなか放してくれない。かなり時間がたってしまったのだろうか。とうとう心配したムスクがふたりを探しにやって来た。

「残念……もう少しこうしていたかったな。いっそのこと、時が止まってしまえばいいのに」

　レオンの甘すぎるささやきにリディアは顔を真っ赤にしてうつむいた。とてもじゃないけれど、こんな顔をムスクやほかの人には見せられない。

（本気で言ってくれている……そう信じていいのかな？　レオンも私と同じ気持ちでいてくれているのかな）

　レオンは廃はい嫡ちゃくされたとはいえ現皇帝の実の息子、自分は貧しい農村出身のうえに元娼婦。地位と身分に大きな差があることは自覚しているつもりだ。革命が無事に成功したとして、レオンがその後、自分をどうするつもりなのかもわからない。お伽話のようなハッピーエンドなんてきっとあり得ない。それでも、レオンが自分を思ってくれているのならばそれだけで十分リディアは幸せだった。大好きな人が自分を好きになってくれたのなら……それ以上に望むことなんてなにもない。

　レオンとリディアがふたりきりの時間を過ごしている間に宴はお開きになり、ほとんどの招待客が帰途についていた。エスメラルダたちも先に帰ってしまったため、リディアはレオンとムスクとともに屋敷を出ようとしていた。

　そのとき、レオンが顔見知りの将校に声をかけられた。彼はよほどのおしゃべり好きのようで、会話が終わる気配もない。レオンは渋々といった表情でムスクに告げた。

「ムスク、先に帰っていろ。リディアを皇宮まできちんと送ってやってくれよ」

「はーい、承知しました」

　そんなわけで、リディアとムスクは皇宮までふたりで馬車に揺られることとなった。皇宮までは歩ける距離なのだが、リディアはボロボロのドレスを隠すためレオンに借りた上着を羽織っており、ムスクに『こんなおかしな格好の女を連れて歩きたくない』と拒否されてしまったからだ。

「エスメラルダは大丈夫だった？」

　馬車が動きだすと同時にリディアはムスクに問いかけた。カーナ司教の魔の手から逃れることはできたのだろうか。

「あぁ。人がせっかく助けてやったのに、『頼んでいない』だと。まったくかわいげのない。あれじゃ行き遅れるのも道理だな」

　ムスクはぶつぶつと愚痴をこぼした。エスメラルダは貴族の娘だしあれだけの美貌なので縁談の話は腐るほど舞い込んでくる。が、今は舞踊団の仕事に邁進したいとすべて断っているそうなのだ。舞踊団内では有名な話なのでリディアも知っていた。

（本当はムスクの求婚を待っている……とか？　だとしても、進展は遅そうだわ）

　余計なお世話とわかりつつも、リディアはふたりの将来をちょっと心配してしまった。

「おぉ。そういえば、ディセル様は元気にしておられるか？　俺も嫁をもらうなら、あんな感じのしとやかな美女がいいなぁ」

　ムスクは皇妃の名前を出すなり、鼻の下を伸ばしてヘラヘラと笑った。どうやら皇妃のファンのようだ。その気持ちはリディアもよくわかる。リディアとて一瞬で虜になってしまったのだから。

「うん、お元気よ。ムスクも皇妃様と面識があるの？」

「皇妃になられてからはほとんど会っていないけどな。予定通り団長の奥方になられていたら、今だって気軽に会えたのになぁ。惜しいよな～」

　ムスクがなんでもないように言ったので、思わず聞き流してしまうところだった。リディアは我が耳を疑った。

（えっ!?　団長の奥方って……団長ってレオンのことよね？）

　どういうこと？とリディアはムスクに詰め寄った。聞き間違いであってほしいと、心のどこかで願いながら。

「あぁ、聞いてなかったか？　ディセル様は皇子時代の団長の婚約者だったんだ。ディセル様のほうが少し年上だが、仲もよくお似合いだったよ。ディセル様が陛下に輿入れすることになって、破談になったがな」

　ムスクはなんでもないことのようにさらりと告げたが、リディアにはとてつもなくショックな話だった。想定もしていなかった事実にガツンと頭を殴られたような衝撃を受ける。

（う、嘘……レオンに婚約者がいたなんて……）

　レオンの身分なら、婚約者がいたとしてもおかしくないだろう。むしろ当然なのかもしれない。頭ではそう理解できるけれど、彼が自分には手の届かない高貴な血筋であるという現実を改めて突きつけられたような気分だった。さらに、その相手が皇妃だったという事実もリディアを打ちのめした。

（身分も美貌も賢さも、なにひとつかなわない。ううん、比べるのも恥ずかしいくらいだわ）

　先ほどまでの幸福感はどこへ行ってしまったのだろうか。リディアの胸はズキズキと、突き刺されるような痛みを覚えた。

（レオンと皇妃様との間にはなにかあるような気がしていたけど、まさか婚約者だったなんて。皇妃様が結婚を心待ちにしていた相手とは、レオンのことだったのね）

「前皇妃が生きていればなぁ……ディセル様が陛下に嫁ぐことなんてなかっただろうに」

　ムスクは心から残念そうにつぶやいた。その後、彼となにを話したのかリディアはほとんど覚えていない。気がついたときには獅子門の前に立っていて、ムスクは軽く片手を上げて「じゃあな」と言って、去っていった。

　その夜はなかなか寝つけなかった。婚約者という言葉とレオンと皇妃の顔が順繰りに頭の中を回っている。お似合いで仲もよかったというふたり。夫婦となるはずだったのに、親子になってしまったふたり。どんな気持ちでそれを受け入れたのだろう。そして今、お互いに対してどんな気持ちを抱いているのだろうか。心の奥底では、今もお互いを愛しているのでは……。

『彼と結婚していたら……』そう語った皇妃の寂しげな微笑みと、『皇妃を守ってやってほしい』そう言ったときのレオンの愛おしむような眼差しが思い出される。

　穏やかに笑い合っていたふたり、ほんの一瞬だけ交わった視線。そこに特別な感情が含まれていたように思ってしまうのは、リディアがレオンに恋をしているからだろうか。これが嫉妬と呼ばれるものなのだろうか。

（知らなかった、知らなかったよ……）

　恋とはもっと明るくて、楽しくて、幸せなものだと思っていた。こんなにも凶暴な痛みをともなうものだなんて、ちっとも知らなかった。リディアは泣きたい気持ちで枕に顔をうずめた。しかし、涙はちっとも出てこない。あまりにも大きなショックを受けて、枯れてしまったのかもしれない。

　レオンがくれた熱いキスも甘い言葉も、すべてが幻だったかのように、手のひらからこぼれ落ちていくような……そんな気がした。




「やはり鍵はカディス候爵だな。革命の行く末は彼次第とも言える」

「けど、候爵はどっちにもつく気はないという態度ですよね。そもそも、中央の政治にはとっくに興味を失っているように見えますし」

「直接会って説得するよりほかに、道はないだろう。急がなくてはな。皇帝派に捕まってからでは遅い」

「ですね」

　いつものクラークス邸での作戦会議。ガザ司教より先にカディス候爵に接触すべきという結論で、レオンとムスクは会話を終えた。リディアはいつになく静かで、今日はひと言も発していなかった。その様子を気にしていたレオンがリディアに声をかける。

「……お前はこのところ具合でも悪いのか？　まるで別人のように、威勢のよさがなくなった気がするんだが」

　レオンはリディアの顔を覗き込むと、優しく頬をなでた。リディアは慌ててその手を振り払い、大きく首を振った。

「えっ!?　全然いつも通りよ！　ほら。おかげさまで〈六等星〉に昇格できて、張りきって練習しすぎちゃって、疲れているのかも」

「ならいいが……あんまり無理はするなよ」

（ダメね。私ってそんなにわかりやすいかしら。このところ忙しくしているレオンに余計な心配をかけないようにしなくちゃ……）

　リディアは自分の頬をぴしゃりと叩く。レオンはそんなリディアを訝しげに見つめていた。
















第六章　重なり合う想い













　腰に長剣を携え、馬上の人となったレオンの精悍な横顔に強い風が吹きつけた。風は熱気をはらんでおり、季節が夏へと移り変わったのを実感する。レオンは目的地のある西の方角を見据えて、晴れやかに笑った。

「さぁ、いよいよ正念場だ。半年後も、生きてこの景色を見られるかな？」

「縁起でもないこと言わんでくださいよ。たとえ失敗しても俺は生き延びたいです」

「お前、副官のくせに俺より長生きするつもりなのか？」

「今どき、主君のために命をかけてなんて流行りませんって……」

　生きるだ死ぬだという話のわりには、レオンもムスクも相変わらずの軽い調子だ。だが、ふたりの顔はいつも以上に引き締まっておりどこか緊張感が漂っていた。レオンの志す革命が佳境を迎えている。それは本当のようだった。

「ほら、リディア。お前も乗れ」

　レオンがリディアに手を差し伸べる。リディアはその手をためらいがちに取った。

「本当に私が一緒に行ってもいいの？」

　レオンはふわりとリディアを抱え上げ、自分の前に乗せた。そしてリディアの体を抱きしめるような体勢で馬の手綱を握る。

「もちろんだ。なにせ訪問相手は皇妃の実の父親だからな。そばで仕えているお前が皇妃についてお話しして差し上げるのがなによりの土産になるだろう」

　リディアたちが今から向かう先はローザン帝国領の西端、カディス候爵家の治める地だ。自分の実家は今はもうたいした力はないと皇妃は謙遜したが、帝国内でも一、二を争う名家だ。

　カディス家は初代皇帝の時代から代々皇家に忠実に仕えてきた家柄であり、現在の当主である皇妃の父は帝国軍の総司令官まで務めた人物だ。皇帝の愚行に嫌気が差し、現在は隠居同然の暮らしをしているが、いまだ強い影響力を持ち、彼の一声で動く貴族、軍人の数は計り知れない。

　そんな彼は今回の革命の動きに対して、静観を決め込んでいた。どちらの接触にも応じず、いっさいの意思表示をしていない。

　とはいえ、カディス家は皇家への忠義心をなによりの誇りにしてきた家柄だ。加えて、実の娘が皇帝に嫁いでいる以上は皇帝を裏切ることはないだろうというのが、おおかたの予想であった。

「この戦いはカディス候爵を落としたほうの勝ちだ。彼が動かせる軍の大きさはほかを圧倒する」

　季節の挨拶という名目で訪問することになってはいるが、レオンの目的はもちろん候爵の説得だ。候爵もそれは察しているであろう。

「それに、手紙を預かったんだろう？　皇妃はお前に託したんだ。お前から侯爵に渡せ」

　リディアのシャツの胸ポケットには今朝、皇妃からそっと手渡された手紙が入っていた。

　レオンの言う通り、これを渡すという大切な役目は果たさなければならない。




「よし、飛ばすぞ。夕刻にはカディス侯爵領に入りたいからな」

　カディス侯爵領はそう遠くない。帝都ハルーン自体が西寄りに位置しているし、帝都からカディス侯爵領へは整備された大きな街道が通っていた。帝国内でも最も豊かで栄えている地域といえる。

　レオンとムスクは同時に馬を駆けさせた。

　舞い上がる土埃に混じって、レオンの使うほのかに甘い香油の香りがリディアの鼻をかすめた。その香りは甘い記憶を呼び覚ます。リディアは考えまいと必死に意識を外に向けようとした。

（ダメ、レオンのことは考えたらダメよ。今は革命のことだけ考えていればいい）

　自分に言い聞かせるように、リディアは強く目をつぶった。自分の気持ちも、レオンの気持ちも、これ以上深く考えるのは怖い。真実を知る勇気はリディアにはまだなかった。もし、レオンが今も皇妃を思っているのだとしたら……。そして、それを彼の口からはっきりと告げられてしまったら……自分はどうなってしまうのだろう。考えるだけでも、恐ろしかった。

　整備された街道を行くだけなので気楽なものだと思っていたが、予想以上に高くなった気温と肌を焦がすような日差しはリディアには、かなりつらかった。北国育ちのリディアは寒さには強いが、暑さには免疫がなかったのだ。

「大丈夫か？」

「うん……ハルーンに来たときの船酔いよりはマシ」

　予定通り、夕刻にはカディス侯爵の居城に到着した。口では大丈夫と言ったものの、リディアはすっかり参っていた。

「後で、なにかさっぱりした果実を買ってきてやる」

　レオンの優しい気遣いにリディアの胸はチリチリと焦げつくように痛んだ。今はまっすぐに向けられるレオンの優しさが、かえって痛かった。

　レオンが本当に優しくしたい女性は？　大切にしたいと願う女性は？　どうしたってそんなふうに思ってしまうから。そして、そんなかわいげのないことを考える自分を心底嫌いになってしまいそうだから。

　カディス侯爵の城は帝都にある貴族の屋敷とはだいぶ趣が異なる。華やかな装飾などは皆無で武骨そのもの。しかし、帝国の国境付近に領地を持つ意味をしっかりと理解した難攻不落の要塞であった。

「侯爵は火急の用件により留守にしています。騎士団長様には申し訳ないが、またの機会に……との伝言を承っております」

　城門でリディアたちを迎えたのは、侯爵本人ではなく使用人頭だという老婆だった。彼女は申し訳ないとはこれっぽっちも思っていないであろうぶっきらぼうな態度でそれだけ言うと、くるりと踵を返してしまう。

　レオンは慌てて彼女を引き止めた。

「では、侯爵がお戻りになるまで近くの宿屋に滞留しています。お戻りの予定を教えてはもらえないでしょうか？」

「さぁ……私はなにも存じておりませんので」

　これ以上なにを聞いても無駄だというように、老婆は目を伏せた。

　城内に戻っていく彼女の背中を見送りながら、レオンはチッと舌打ちした。

「逃げられたか。侯爵も案外と大人げないな」

「どうしますか？　捜すにしてもカディス侯爵領は広いですし……てか、本当は城内にいるんじゃないっすか」

　ムスクは訝しげに城を見上げる。

「どこにいようが、本人に会う気がない以上はな」

　レオンは小さくため息をついた。

　そのとき、リディアは正門ではなく使用人用と思われる裏口から出てきた人物に目を奪われていた。

「ん？　どうした、リディア」

　レオンの呼びかけに答えることもせず、リディアは走りだした。

「や、やっぱり！　あなた、ナキよね!?」

　裏口から出てきた男はリディアを買った奴隷商人のナキ、その人だった。うしろから駆け寄ってきたリディアにいきなり腕を取られたナキは、勢いよく振り返った。警戒心たっぷりの目つきで、リディアをひと睨みする。

「いきなりなにすんだ！　誰だぁ、お前……ん？　どっかで……」

「ラビであなたに買われたリディアよ！　覚えてない!?」

「あ……あぁ！　あの押し売り娘か！　元気そうじゃねーか」

　どうやら思い出してくれたようだ。ナキはにかっと笑うと、くしゃくしゃとリディアの頭をなでた。

　突然走りだしたリディアを追ってきたレオンとムスクは、対照的な様子でふたりのやり取りを眺めていた。レオンは不快感を隠そうともしないしかめっ面で、ムスクはおもしろい遊びを発見した子どものようなワクワク顔で。

　その無遠慮な視線に気がついたナキがふたりのほうに顔を向ける。片目しかないゆえなのか、ナキの瞳は野生の獣のように獰猛だった。

　商人のようななりをしているが、ただの商人ではないなとレオンは気を引き締めた。

「おいおい……ずいぶんと身分の高そうな男を連れてんな。まさか本当に玉の輿に乗れたのか？　だいたい、こんなところでお前に会うとは思ってもいなかった」

「それはこっちの台詞よ！　ナキ、あなたこそどうしてこんな場所にいるの？」

「知っての通り、俺は奴隷商人だからな。儲け話のあるところなら、どこにいたっておかしくないさ」

　ナキの言い分はもっともだが、彼はなにかをごまかそうとしている。リディアは直感的にそれを感じ取った。

「なら、カディス侯爵といったいどんな儲け話をしてたっていうの？」

　ローザンでは表向きは奴隷売買は禁止されている。よって奴隷商人というのは裏の社会の人間だ。上級貴族からしたら最も付き合いたくない人種であり、侯爵家に堂々と出入りできるような立場ではないはずだった。

　それにカディス侯爵は元軍人らしく規律には厳しい性格、表向きのルールもきっちりと守っていて、カディス侯爵領での奴隷売買はほとんど行われていなかった。

　ナキに噛みつくリディアを制して、レオンはすっと彼に近づく。その瞬間、睨み合うようにふたりの視線が交錯する。

「奴隷商人は仮の姿。お前は〝侯爵の千里眼〟のひとり……違うか？」

　ナキの片目が大きく見開かれる。仕方ないというように肩をすくめると、商人らしい抜け目ない笑みを見せた。

「場所を変えようか。もちろん儲け話があるなら……だがな」

「いいだろう。こちらの利に繋がるのなら、お前の言い値を出そう」

　レオンもにこやかに微笑んでみせる。

「ただし……これは頭のてっぺんからつま先まですべて俺のものだ。二度と気安く触れるなよ」

　ほんの冗談にしては強い口調で言って、リディアの肩を抱き寄せた。

（――俺のもの。私はレオンに買われたんだから、なにも間違えてはいないじゃない。その言葉に甘い意味を期待してしまうのは、私の思い上がりだわ。期待しすぎちゃダメ。後でつらくなるから……）

　レオンの言葉ひとつで、こんなにも心を揺さぶられてしまうことに彼は気がついているのだろうか。リディアはちょっと恨みがましい気持ちで、隣のレオンを見つめた。




　ナキのなじみだというその店は、複雑に入り組んだ裏道を何度も曲がった先にあった。半地下になっていて、外からは中の様子が見えない造りだ。いかにも猥雑な雰囲気で、客はあまり品のよくない連中ばかりだった。

　飛び抜けて身なりのよいレオンはあきらかに浮いていたが、本人は周囲の視線など気にもとめず堂々と店に入っていく。

「べつに商人は仮の姿ってわけじゃない。俺の本業は昔から奴隷商人だからな。千里眼は……いわば副業みたいなもんだ」

　奥の一角に腰を落ち着け、頼んだ安酒がテーブルに置かれたところでナキは口を開いた。

「千里眼ってなんなのよ？」

「俺も聞いたことないな」

　リディアの言葉にムスクも同調する。ナキはちらりとレオンを見やった。

「それについては俺が説明しようか。〝カディス侯爵の千里眼〟は侯爵が現役軍人だった時代に各国に放っていた情報収集役、平たく言えばスパイだな。侯爵は長期的な視野で軍略を立てるのに長けた、まさに総司令官の地位にふさわしい将だったんだが、その能力を支えていたのが優秀な千里眼の存在だったと言われている」

「いや、普段は無骨で融通のきかないおっさんって感じだが、軍略に関してはあの人は天才だよ。千里眼なんていなくてもな」

　候爵を見くびるなと言いたいのだろう。意外なことに、ナキは主である候爵を本心から慕っているようだった。

「総司令官の地位を退いたときに千里眼も手放したという話だったが、何人かは今も手もとに残しているという噂は本当だったんだな。だとすれば、お前は候爵に相当気に入られているんだな」

「どうかな？　ただ古い付き合いってだけかもしれん」

　ナキは謙遜したが、レオンはそうは思わなかった。ナキが優秀で信頼の置ける人物だからこそ、候爵が手もとに残したと確信していた。

「それに、今は千里眼としての仕事なんてなにもないぞ。候爵は政治にも軍事にもすっかり興味を失ってるからな。俺は奴隷商人として各国をふらふらと渡り歩いて、時折珍しい土産を買ってきてやるのが仕事みたいなもんだ」

　こちらは案外本当かもしれない。もし、今も千里眼としてスパイ活動を行っているのなら、近衛騎士団長の任にあるレオンの顔くらい把握しておくはずだ。しかし、ナキはレオンの顔を知らなかった。

「ま、侯爵は俺が奴隷商人を続けてるのは気にくわないみたいだけどな。けど、だからこそ千里眼だとバレにくいっていう利点もある。俺としては、この商売が性に合ってるしやめる気はないがな」

「そういえば、ナキはどこの国の出身なの？　その褐色の肌はローザンやラビでは珍しいわよね」

　リディアは初めて会ったときから疑問に思っていたことを、ナキに尋ねてみた。

「さぁ？　俺も知らないな」

「えっ、どういうこと？」

「捨て子だったらしいから。俺を拾ってくれたのは、盗賊団まがいのならず者集団でね。そこで育てられたんだ。まぁ……アイツらの言うことだからな、本当は捨て子じゃなくてさらってきたのかもな」

　ナキの表情は明るい。ナキにとっては、その盗賊団とやらはそう悪くない居場所だったのだろう。

「そんな怪しげな素性のやつが、どうやって侯爵と知り合ったんだ？」

　レオンが口を挟んだ。ナキに対しては、やけに口調がきつい。が、ナキはそんなことは気にもとめていないようだ。

「あぁ、盗賊団はそのうちに儲けの大きい奴隷売買をやるようになったんだが……カディス侯爵領で派手に動いてたら、捕まっちまったんだよ」

「侯爵は奴隷売買には昔から反対しているからな」

「潔癖っつーか、融通がきかないんだよ、あのオヤジは。需要も供給もあるんだから、いーじゃねぇかと俺は思うがね」

　口では悪く言っているが、侯爵のそういったところを、ナキはとても尊敬している。リディアにはそんなふうに見えた。

（ナキって一匹狼タイプかと思ってたけど、意外と忠犬タイプなのね。おもしろいわ）

　ナキは話を続けた。カディス侯爵の千里眼にはレオンもムスクも興味があるのか、ふたりとも真面目な顔で話を聞いている。

「まぁ、領内のルールを破ったのはこっちなんだけどさ。そんときの役人が嫌なやつでさ、俺の弟分をいたぶりやがってな～」

　ナキには、とてもかわいがっていた弟分がいたそうだ。十二歳になったばかりだった彼は、役人に捕らえられ、すっかり怯えきってしまった。役人はそんな少年に、目をくり抜く、鼻を切り落としてやるなどとひどいことを言い、楽しんでいるようにしか見えなかった。当時十六歳、血気盛んな若者だったナキはプツンと切れてしまったらしい。

「そんなに欲しいならくれてやるってタンカ切って、自分の目玉をナイフでつぶしちまった」

「えっ!?　じゃあ、その目は自分でってこと？」

　ナキを片目にしたのは、ナキ自身のようだ。

「今になってみれば、あんなくだらん男のために青かったな～と思うがな。けどまぁ、仰天して腰抜かしたアイツの顔がおもしろかったし、まぁいいさ」

　その役人の気持ちはよくわかる。聞いているだけで、血の気が引くような話だ。それをゲラゲラと笑いながら話すナキにも、リディアは驚いてしまう。

「その話を聞いた侯爵がお前を気に入った……ってとこか？」

　レオンが話を繋いだ。

「その通りだ」

　話を聞いた侯爵はナキを呼び寄せた。自分の前でもいっさい怯まないナキの度胸のよさを、侯爵はいたく気に入ったそうだ。

「ほかの奴らは永久追放の刑だったが、俺は侯爵の下で働くことになった。最初は提示された報酬に引かれただけだったが、侯爵の持ってくる仕事はどれも刺激があっておもしろい。すっかり居着いちまった」

「へぇ……」

　ナキの話によると、侯爵の千里眼たちはみな、そんなふうにして侯爵自らが選んできたらしい。だから、身分の高い者もいれば、ナキのように生まれもはっきりしないような者もいる。年齢もバラバラだということだ。

「俺も全員に会ったことがあるわけじゃないけどな。まぁ、いろんな奴がいたなぁ」

「いまは何人くらい残ってるんだ？」

　レオンが聞いたが、ナキはそれには答えなかった。肩をすくめて、首を振る。

「そこまでは言えないな。酒の勢いに任せて、ついついしゃべりすぎた。ところで、こっちの身分を明かしたんだから、そっちも明かすのがフェアじゃないか」

　ナキのもっともな要求に、レオンはゆるく首を振った。

「知らないほうがお前にとっては好都合だろう。報酬は現金で前払いにするから心配するな」

「ふぅん。まぁ、金がもらえるならなんでもいいけどな」

「では、早速だが商談に入ろうか。カディス候爵に会えるよう取り計らってくれれば、報酬はお前の望むままに」

　レオンのその言葉に、ナキはにやりと笑ってみせた。




　数日後。レオン、ムスク、リディア、そしてナキはカディス候爵の城の前に集合した。

　先日の商談はあっさりと決着がついた。ナキの望む報酬はとんでもない金額だったが、レオンは惜しむふうでもなくそれを支払った。

「だがな、面会できるのはリディアだけ、それは許す。許すが、お前の婚約者という設定は本当に必要か？」

　レオンは不愉快だといわんばかりの顔で、ナキに言った。そんなレオンとは対照的に、ナキは楽しげな様子だ。

「いい加減に身を固めたらどうだと候爵がうるさいんでな。ためしに恋人ができたと言ってみたら、すぐに会わせろというからさ。絶好のチャンスだろ」

「指一本触れるなという約束は守れよ。でなければ、報酬を半額返せ」

「はいはい……うるさい坊ちゃんだな」

　ナキといるとレオンが年相応の若者に見える。リディアは思わず、くすりと笑ってしまった。

　今日のリディアはナキの恋人、ナキがよく行く酒場の看板娘という設定である。なので、服装もブラウスに膝丈のスカートといった町娘らしいものだ。

「俺は年の離れた若い恋人を溺愛してるって設定だから、よろしく頼むぞ」

「そんな細かい設定はいらん」

　リディアに微笑みかけるナキにレオンが言い返した。出会ったばかりのわりに、レオンとナキは息が合っているようだった。

「大丈夫よ、レオン。皇妃様の手紙を渡して、レオンの話を聞いてほしいってちゃんと候爵を説得してくるから。任せといて」

　本当は不安でいっぱいだったが、リディアはレオンにそう宣言してみせた。

「あぁ、頼んだぞ」




　カディス候爵は年のわりには大柄で、元軍人らしい鍛え上げられた体をしていた。顔つきも厳めしく、対面するとその威圧感にのまれてしまいそうだった。だが、ナキの恋人だと挨拶したリディアに向けた眼差しは、思いのほか優しく、温かいものだった。

「そうか。ナキもようやくいい相手が見つかったか」

　穏やかに笑う候爵は、ナキを我が子同然にかわいがっているように見えた。リディアはなんだか嘘をついているのが心苦しくなってしまい、一刻も早く打ち明けてしまいたいと思った。が、この場を仕切るのはナキの役目だ。

「おかげさまでね。よく行く裏通りの店の看板娘なんだ。コイツを口説くために通いつめてたら、財布がスッカラカンになっちまった」

「いい女房は金貨十枚以上の価値があると、昔から言うだろう。金にはかえられないさ」

　たった今、適当に思いついたのであろうふたりの馴れ初め話に、候爵はうれしそうに相づちを打つ。リディアはボロが出ないかとハラハラするばかりだ。

「う～ん、十年後にそう思えたらうれしいねぇ。よろしくな、奥さん」

　軽い調子で言いながら、ナキはリディアの肩を抱き寄せた。突然の出来事に、リディアは「ぎゃあ」と大きな声をあげてしまった。

（しまった、怪しまれたかしら？　いや、この場合、早くバレちゃったほうがいいのかな）

　その後もナキはしばらく他愛ない話を続けた。こういう芝居はリディアも得意なほうだが、ナキは奴隷商人より詐欺師のほうが向いているのでは……と思うほどに嘘がうまい。そして、婚約者という設定をいいことに、ベタベタとリディアに触るのも困ったものだった。リディアはすっかりあきれてしまった。

　会話が一段落してふいの沈黙が訪れたとき、ナキがそっとリディアに目配せをした。今だという合図だった。

　リディアは大きく息を吸い込んで覚悟を決めると、正面から候爵の目をしっかりと見つめた。

「あの、カディス候爵。大切なお話があります。本当に申し訳ございませんが、私はナキの恋人ではありません。あなたの娘である皇妃様に仕える侍女です。今日は近衛騎士団長レオン・クラークスの使いとして来ました」

　候爵はじっとリディアを見返した。その表情には、怒りも驚きも浮かんではいなかった。まるで心得ていたかのように、「そうか」という短い返事をした。

「騙すような真似をして、本当にごめんなさい」

　リディアは心からの謝罪の気持ちを込めて、候爵に頭を下げた。先ほどまでの彼のうれしそうな笑顔を思うと心が痛んだ。

「いやいや。芝居だとしても、楽しい時間を過ごさせてもらった。それに、お嬢さんはナキの思いつきに付き合わされただけだろう？」

　候爵はにやりと笑ってみせた。子どものいたずらをとがめるような目でナキを見る。

「あ、やっぱバレてたか。いつ、気がついたんだ？」

「最初は信じてたさ。年は離れてるが、お似合いのふたりだとうれしく思ったんだがな。けど、お前は嘘をつくときはやけに冗舌になるんだ。昔からずっとだな」

「ははは。俺の負けだな。そういうわけだから、コイツを責めないで、話くらいは聞いてやってくれよ」

　ナキに促されて、リディアは立ち上がり候爵の前へと歩み寄る。

「あの、まずはこれを。皇妃様からお預かりしてきました」

　リディアは侯爵に手紙を差し出す。侯爵はそれを受け取ると、「ディセル」と最愛の娘の名を小さな声で呼んだ。

「カディス候爵。どうか、レオンと会って話を聞いてくださいませんか。……おそらく、皇妃様もそれを望んでいるのではないかと思います」

　リディアは自分の言葉で、精いっぱいの気持ちを候爵に伝えた。候爵はゆっくりと手紙を開く。

　皇妃から父への手紙は、手紙と呼ぶにはとても短いものだった。書かれていたのはたったひと言。

『誇り高いお父様を心より敬愛しています。――あなたの娘、ディセルより』




「ねぇ、ナキ。あなたは本当によかったの？」

　侯爵の城からの帰り道、リディアはナキに問いかけた。

「ん？　どういう意味だ？」

「いくら大金が手に入るっていったって、侯爵を騙すような真似をして……」

　ナキと侯爵の間には主従として以上の固い絆があるように思えた。先ほどのふたりはまるで本当の親子のようだった。いくら大金が手に入るとしても、ナキがそれをあっさりと裏切りレオンに味方するのは不自然なように感じたのだ。

「あぁ、そういう意味なら……俺は侯爵の不利益になることをするつもりはない。たとえいくら積まれてもな」

「だったらなぜ私たちに協力してくれたの？」

「お前の新しい主人。近衛兵騎士団とか言ってたが、ありゃ、ただの貴族の坊っちゃんじゃないだろ。生まれ持ったオーラってやつかね。体が弱いって噂の皇太子……にしては年がいってるから、廃嫡されたもうひとりのほうってとこか。ずっと昔にちらっと見たことがあるが、そういやあんな感じのかわいげのないガキだったな」

　リディアは言葉を詰まらせた。ここまで見事にあてられてしまうと、どう取り繕ってよいかわからない。かつて一度、顔を見たことがあるとはいっても、おそらくレオンがまだ子どもの頃だろう。ナキの記憶力のよさと勘の鋭さに舌を巻いた。

「ははっ。長年スパイ業なんてやってると、嫌でも人を見る目が養われるんだ。お前が千人にひとりの強運の持ち主なのも見抜いたしな」

「思いっきり、無理だって言ってたくせに」

　リディアはあきれた顔でナキを睨みつけた。

　ナキはたった今、後にしたばかりの城を振り返って言った。

「もし俺の推理があたってるとするならば、侯爵は本心ではアイツに会いたがってたんだよ。だから俺は動いてやった。それだけさ」

「ん？　なら、報酬をもらう必要ってあったの？」

「いつでも一石二鳥、三鳥を狙うのが商売人だ。あくまでも俺の本業は商人だと言ったろ」

　ナキは声をあげて笑った。

「それにしても、お前も厄介な男に惚れたもんだなぁ」

「なっ……なんで!?」

　ナキが平然と言うので、リディアはまたしても取り繕うことができず、認めてしまったも同然だった。

（私ってそんなにわかりやすい？　そんなに態度に出てた？）

「身分違いの恋ってやつか。思ってる以上に難しいぞ」

　人生経験豊富そうなナキの言葉はずしりと重く感じられた。

「そんなの、わかってるもん」

　リディアはしゅんと下を向いた。そもそも、自分とレオンは身分違いの恋なんて呼べる関係なのだろうか。レオンが愛しているのは皇妃かもしれないというのに……。

「そんなつらそうな顔するくらいなら、あんな面倒そうな男はやめちまったらどうだ？　俺のところに来いよ。自由気ままな旅暮らしは楽しいぞ」

　ナキは冗談とも本気ともつかない口調で言うと、リディアの顔を覗き込んだ。

「ふっ。そんなにあの男がいいのか。まぁ、叶わぬ恋にボロボロになったら、俺がいつでも拾ってやるよ。候爵も喜ぶだろうしな」

　ナキがからりとした顔で笑うので、リディアもつられてくすっと笑った。彼なりに励ましてくれているのだろうか。

「もうっ。ボロボロなんて、縁起の悪いこと言わないで」

「ははっ。まぁ、お前はものすごい強運の持ち主には違いなさそうだからな。案外と将来は皇妃様かもしれないな。アイツは皇帝にもなれる器の男だろうよ」

「万が一、そうなったら、ナキにはたんまりとお礼をしなきゃね」

「おうっ。期待してるぞ」

　ナキのおかげで、少し元気が出た気がした。このところ、皇妃と自分を比較して落ち込むばかりだったが、自分の唯一の長所は馬鹿がつくほど前向きなところだったはずだ。

（レオンだって、褒めてくれたものね。いつまでもぐじぐじと悩むのは、私らしくないわ）




　その翌日。カディス侯爵のほうからナキを通じてレオンに連絡が入り、すぐに面会の席が設けられた。

「まずはお会いすることを承諾していただき、ありがとうございます。卑怯な手を使ったことはお詫びいたします」

　レオンは丁重に頭を下げた。

「いやいや、卑怯な逃げ方をしていたのはこちらも同じ。どうか頭を上げてください」

　レオンはゆっくりと顔を上げると、侯爵と視線を合わせた。引き締まったレオンの顔つきを見て、侯爵はまぶしそうに目を細める。

「立派になられましたな、レオン殿下。陛下のなされように嫌気が差して中央政治からは離れたものの……代々の皇帝陛下に誠実に仕えてきた祖先の誇りとかわいい娘のことを考えると、なかなか決心がつかなかった」

　レオンは無言でうなずき、侯爵の言葉の続きを待った。

「だが、娘の手紙を読んで、このローザン帝国の貴族としてすべきことを思い出した。私には私の責務と役割がある。我が娘ディセルと孫のユリウスには申し訳ないとひと言、伝えておいてくれますか？」

　静かにレオンを見据えた侯爵の目には強い光が宿っている。かつての、帝国軍総司令官だった頃の彼が戻ってきた。侯爵は帝国の未来のために決断したのだ。

「ご決断、感謝申し上げます。ただ、皇妃と皇太子には必ず再会できます。なので許しを請う必要はないものと」

　レオンのその言葉に侯爵はわからないというように首をひねった。

「なぜですか？　あなたが即位されるとき、最も邪魔な存在となるのがディセルとユリウスでしょう。この後に及んで、中途半端な情けをかけるような男には見えませんがね」

「革命が成功した後に、最も必要な存在となるのがユリウスです。なぜなら次の皇帝は俺ではなくユリウスだからです」

「なぜ、自らが皇位につかないのですか？　あなたには皇帝の地位に足る人望も器もある。それをあなた自身も十分わかっているはず」

「革命家は革命家として役割を終えたほうがうまくいく。それは歴史が証明していることでしょう。それに……」

　レオンは目を伏せ、苦い笑みをこぼした。

「母親を殺され、初恋の女も奪われ……後世の人間に私怨だと言われても反論できない」

「ですが……」

　侯爵がなにか言いかけたのを制して、レオンは続ける。

「正妃の子であるユリウスが正統です。まぁ、万が一ユリウスがぼんくらに成長しても国がよく治まるよう法を整備するつもりです。この国にとって、それが最良だと考えます」

　レオンは皇帝よりも法が強い力を持つ国の姿について語った。候爵はレオンの話を静かに聞いていた。そして、レオンが語り終えると力強くうなずいてみせた。

「そこまでお考えならば、私が口を出すことはなにもありません。そうですな……至急準備を始めたとしてひと月後、私の集められるすべての軍を率いて帝都に馳せ参じましょう」

　レオンと侯爵は固い握手を交わし、一ヶ月後の再会を約束したのだった。ふたりの会談を傍らで見守っていたリディアとムスクもほっと息をつき、微笑み合った。

（よかった！　レオンの思いがきちんと候爵に伝わった）




「本当にありがとう、ナキ」

「俺からも礼を言う。候爵と話ができたのはお前のおかげだ」

　カディス候爵の城の前で、リディアたちはナキに別れを告げた。

「俺はどうでもいい争いに巻き込まれるのはまっぴらだから、しばらく帝都には近寄らないことにするが、革命とやらが成功して落ち着いたら遊びに行くよ」

「ええ！　ぜひ、会いにきてね」

　リディアは満面の笑みで、歩きだしたナキに手を振る。数歩先でナキが振り返った。

「そうだ、リディア。約束のものはそんときにしっかりいただくからな。がんばれよ」

「約束のものってなんだ？」

　すかさずレオンが怖い顔でリディアを問いつめる。なにか誤解しているようだ。リディアは慌てて「たいしたことじゃないの」と両手を振って否定する。ナキと交わした約束、それは『もしもレオンとうまくいったらナキにもお礼をする』という例の話だ。だが、本人にそのまま伝えるわけにはいかない。リディアは少し話を濁した。

「その……えっと、私がもし皇帝の寵姫になって大金持ちになったら、ナキにもお裾分けするって……その約束で、高値で買ってもらったのよ」

　この話も嘘ではない。ナキに初めて会ったとき、こんなやり取りをたしかにした。

　レオンはあきれたように笑う。

「お前、どんだけワンパターンの口説き文句なんだよ。俺にも同じようなことを言ってたな。アイツもアイツで、まだ俺から金を巻き上げる気か」

「えっ、なんでレオンが？」

「皇帝の寵姫にはしてやれないけど、まぁクラークス家も玉の輿と呼んでいいくらいの身分ではあるだろ」

「ん？　どういう意味……」

「ふっ。そのうちな」

　レオンは楽しそうに笑いながらリディアの頭をポンと叩くと、ナキとは反対方向に歩きだした。リディアは慌ててレオンを追いかける。リディアの意志を無視して、顔は真っ赤になり、心臓はドクン、ドクンと大きく脈打った。

（レオンが愛している人は皇妃だとしても……私のことも少しくらいは大事に思ってくれてるのかな。そう期待してもいいのかな？）

　夏の香りを運んでくる強い風がリディアの背中を押した。この風がレオンの革命とリディアの恋の追い風となってくれればいい。リディアはそんなふうに願いながら、先を歩くレオンの背を見つめた。




「いよいよなのね」

　候爵との約束の日まであと二週間。リディアはクラークス邸のレオンの私室にいた。

　カディス侯爵領から帝都に戻り、レオンは決戦の準備のために慌ただしい日々を送っていた。

　革命派の軍勢は秘密裏に帝都へと集い始めている。

「そうだな。まぁ、準備は滞りなく完璧に進んでいる。ユリウスには適当な理由をつけてザンザスの離宮に留とどまるよう指示してあるし、残る問題は……」

「皇妃様ね？」

　レオンの言葉をリディアが繋いだ。リディアも察している通り、現在のレオンの最大の悩みは皇妃をどうするかであった。決戦の日に皇宮内に留まっていれば、対カディス侯爵の人質として皇帝派に捕らえられてしまうだろう。

　反対に、革命派の中にも皇帝側の人間としての皇妃を快く思っていない者もいる。そんな人間が血に酔った状況で皇妃に遭遇してしまったら……レオンとしてはどちらの事態も避けたいのだ。

「早い段階で帝都から逃すのが一番なんだが……滅多に白薔薇の宮を出ない皇妃がユリウスと同時に不在というのは怪しすぎるんだよな」

　決戦の日が近いことを皇帝派に勘づかれてはもとも子もない。これは悩ましい問題であった。

　リディアはよしっとこぶしに力を込めると、苦悩するレオンにできるだけ能天気に聞こえる声で言った。

「レオン、いいこと思いついたの！　私が皇妃様の身代わりになって決戦の日まで白薔薇の宮で過ごすわ。流行病で面会謝絶ってことにすれば、バレないんじゃないかしら。背格好は同じくらいだし。ね、いい案でしょ？」

「なにを馬鹿なことを……そしたら皇妃の代わりにお前が危険にさらされるだけだ。そんなのは絶対に許さない」

　レオンは今までリディアが見たことがないほど、怖い顔をしていた。本気で怒っている。だけど、リディアだって本気だった。

「だって！　だってね……レオンの大切な人は私にとっても大切な人なの。レオンの愛する人を守りたいと思うのよ。そう本気で思えるくらい、私はあなたを愛しているの」

　なぜだか涙がこぼれそうになるのをリディアは必死にこらえて、レオンに訴えた。

（皇妃様に嫉妬心がないかと言えば、それは嘘になる。だけど、レオンの愛する人には生きていてほしい。レオンの悲しむ顔だけは見たくない）

　それがリディアなりのレオンへの愛の示し方だった。精いっぱいの覚悟だった。

　レオンはリディアを自分の胸に引き寄せると、決して離さないというように強く強く、抱きしめた。

「皇妃、いや、ディセルのことはたしかに今でも大事に思っている。だがな、お前もディセルとは比べられないほど大切な女だ。今、俺が愛しているのはお前だけだ。もうユリウスにもほかの誰にも渡すつもりはないんだ」

　レオンの熱っぽい声がリディアの胸を打つ。心が震えるような喜びで、必死にこらえていた涙が堰を切ったようにあふれ出し、リディアの頬を伝った。レオンのその言葉で、リディアはまた少し強くなれた気がした。

　恋の痛みを乗り越え、恋の強さを知った。レオンとの出会いはリディアをあどけない少女からしなやかな強さを持つ大人の女性へと変えていく。

「だったらなおさらよ。レオン、あなたにふさわしい女でありたいの。それに、ほら！　万が一ってときも皇妃よりは、私のほうが逃げ足が速いわ。どっちも助かるハッピーエンドの確率がぐんと上がるわよ！」

　リディアは明るく微笑んでみせた。それから、ふいに顔を近づけてレオンの唇にそっとキスをする。

「ふふっ。このキスひとつで、いくらだってがんばれちゃう気がする」

「キスくらい、これから先もいくらでもしてやる。もう数えられないっていうくらいにな」

　レオンは切なげな瞳でリディアを見つめる。大きな手のひらがリディアの頬に触れた。しなやかな指先が唇をなぞる。

　絡まり合う視線は蜜のように、甘く濃厚だ。レオンの熱い唇が優しくリディアの唇を塞ぐ。

　何度も何度も重なり合い、ふたりの熱が溶け合ってひとつになっていく。

「はぁ……」

　甘く潤んだ瞳で自分を見つめるリディアを、愛おしむように優しく抱きしめながらレオンは言った。

「続きはすべてが終わってからにしよう。そのときは妻としてお前を抱きたい。考えておいてくれるか？」




「まぁ、ソーナ男爵夫人！　わざわざお見舞いの品を？　――えぇ、かしこまりました。ですが、皇妃は自慢の白いお肌に発疹が……そうなんです、とても誰かに会うような気持ちにはなれないと。はい、誠に申し訳ございません」

　白薔薇の宮、皇妃の寝室。その扉の前でリンゼが必死に防戦を繰り広げている。訪問者の足音が遠ざかったのを確認してから、リディアはそっと布団から顔を出す。

「どう？　追い返せた？」

「えぇ、なんとかね。ソーナ男爵夫人はおせっかいで有名なんだけど、まさか強引に宮の中にまで入り込んでくるとは……焦ったわ」

　ここ数日、皇妃の身代わりとして寝室から、いや寝台からほとんど起き上がれない生活をしているリディアとしてはリンゼの存在は有難かった。今、話し相手になってくれるのは彼女だけだ。彼女には皇妃から今回の革命について説明をしてもらった。リンゼは納得し、レオンたち革命派に協力すると約束してくれた。とはいえ……。

「ねぇ、リンゼ。あなたもそろそろ逃げたほうがいいわよ。この宮にまで兵たちが押しかけてくる可能性だってあるし、あなたの身が危険だわ」

「それはできないわ。皇妃様からリディアを守るよう言いつかっているから」

「でも……」

「私は皇妃様がカディス候爵城にいた頃から仕えているの。あの城ではね、候爵の方針で侍女も庭師も城内で働く人間はみーんな、護身術を叩き込まれるのよ。だから、きっとリディアよりは強いわ」

　リンゼは飄々と言ってのけた。リディアに負けず劣らず、肝の据わった少女である。たしかに、彼女は侍女とは思えぬほどの体力と怪力の持ち主ではあるけれど……リディアはそれでも心配だった。少なくとも決戦の前日までには宮から出そうと、あれこれ策を巡らせた。

　皇妃に革命の話を告げ、帝都から逃げるようにと伝えたのは一週間前のことだった。




　＊＊＊




　レオンの話を、皇妃は最後まで黙って聞いていた。すべて承知しているという穏やかな顔をしている。

「ねぇ、レオン。ひとつだけお願いをしてもいいかしら？　私も白薔薇の宮に残って、この目で革命を見届けたいわ」

　少女の他愛ない頼みごと、そんな軽い調子で皇妃は言った。レオンは苦しげな顔で皇妃を見つめると、小さく首を振る。

「申し訳ございませんが、それは承知できません。万が一、あなたを人質に取られたときの候爵の気持ちを考えると……」

　それに、レオン自身も、皇妃の身の安全だけはなんとしてでも守りたかった。せめて、傷つくのは心だけであってほしい。そんな気持ちだった。

「そう。残念だわ」

　皇妃は最初から、願いが聞き入れられることはないとわかっていたようだった。ただ寂しげに微笑んだだけで、それ以上はなにも言わなかった。そして、レオンの指示に従って、あっさりと帝都を後にした。もう二度と会うことはできない。それをわかっていたはずなのに、夫である皇帝の顔を見ることもなく。

　リディアは白薔薇の宮を出ていくときの、皇妃の瞳が忘れられない。なにか覚悟を決めたような強い眼差しだった。ザワザワと、嫌な胸騒ぎがした。
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　緊張と不安が入り混じる中で、リディアは日々を過ごし、なんとか正体がバレることなく決戦の日を迎えることができた。しかし、本当の勝負はこれから始まろうとしている。

　悔やまれるのは、結局リンゼが宮に残ってしまったことだ。リディアの脅しにも泣き落としにも、頑として首を縦に振らなかったのだ。

　――ガァァァン、ガァァァン。

　戦いが始まったことを知らせる大砲の音が響き渡る。思った以上に近くで発せられたその大きな音にリディアはぎゅっと身を固くした。いつもは静かすぎるくらいの皇宮内に兵士たちの怒号と悲鳴が飛び交う。混乱の渦はどんどん大きくなり、あっという間にこの白薔薇の宮にも届くだろう。

　怖くない……といえばもちろん嘘になる。だけど……。

『必ず助けに行く。なにも心配はいらない』

　今はレオンがくれた頼もしい言葉を信じて待つしかない。

（大丈夫、大丈夫。絶対にレオンが来てくれる）

　リディアは心の中で何度もそうつぶやいた。




　レオンはムスクら近衛騎士団第一隊を率いて、帝都を舞台に繰り広げられる戦いの前線を指揮していた。頬は土埃に汚れ、腕や脚には乾ききらぬ血のあとが生々しく残っていた。

　戦いの行方を見守るのはもちろん、できるだけ一般市民に被害が出ないよう常に気を配ることも忘れない。ここ数日は寝る間もなく、体も心も限界まで疲れきっていた。だが、リディアの笑顔を思い出せば、何度でも力がよみがえってくるのだから不思議なものだ。彼女をもう一度、この胸に抱くまでは決して倒れることなどできはしない。

「団長っ。カディス候爵がお着きです」

　耳にはっきりと届いたムスクの歓喜の声に、レオンも安堵のため息を漏らした。実はカディス候爵の到着が予定より丸一日近く遅れていた。彼の軍勢なしでは、革命派のほうがあきらかに不利な状況にあり、徐々に劣勢へと追い込まれているところだったのだ。ギリギリの戦況を耐え続けていた革命派にとって、候爵の到着はまさに救いだった。

「いや、本当に申し訳なかった。途中でぶつかった教会派の軍勢が思った以上に手強かった。聖職者たちがあれだけの軍備を整えているとは……」

　しばらく中央から遠ざかっていたカディス候爵は、聖職者たちが今やとんでもない富を蓄えていることを知らなかったのであろう。彼らは最新の武器と装備を持ち、それは帝国正規軍にも劣らぬものだった。それでも、やはりカディス候爵の統率力と彼の軍の力量が上回った。

「とんでもない。ご助力に感謝致します」

　候爵が率いてきた万の軍勢が加われば、兵の数も質も圧倒的にこちらが上だ。一気にカタをつけてしまいたい。こういった市街地での戦は長引かせるほどに、市民に被害が広がる。レオンの意図を候爵も十分に理解していた。

「今日の日没までには、すべてを終えましょう。私は皇帝を捕らえておきます。革命派全軍の指揮はあなたに任せます」

　自分の兵の命を他人に任せる。それは将としては、重い決断だ。よほどの信頼を置いていないとできないことであろう。候爵はこの瞬間、レオンを名実ともにこの革命の主導者であると認めたのだ。

「ありがとうございます、候爵」

　レオンは力強くうなずいた。そして、立ち去ろうとした候爵の背に声をかけた。

「候爵。皇妃とユリウスは安全な場所にいます。すべてが終わった後、必ずふたりをあなたのもとへお返しします」

　候爵はあははと豪快に笑った。

「ユリウスはともかく、娘はああ見えてものすごく頑固です。もしワガママを言いだすことがあったら……申し訳ないが、思う通りにさせてやってください」

　候爵は父としての顔で優しく微笑むと、レオンの返事を待たずに歩きだした。まるで、『否』は聞かないとでも言いたげだった。

　レオンは革命派が制圧しつつあった獅子門をくぐり、皇宮の中へ侵入した。本音を言えば、一刻も早くリディアを迎えに行きたい、彼女の無事を確かめたい。その気持ちでいっぱいだったが、必死に理性をかき集めてガザ司教を探した。革命派の指揮官がレオンなら、皇帝派の頭は彼だ。彼と決着をつけなければ、この戦いは終わらない。




　どのくらいの時がたったのだろうか。外はもう日が沈みかけていた。長い長い一日だった。恐怖に怯えるだけの時間は、いつまでも終わりなく続くように感じられた。

　だが、戦いの終わりは確実に近づいていた。

　兵士たちはもうこの白薔薇の宮を取り囲んでいる。皇妃が大切にしていた中庭の花壇はぐちゃぐちゃに踏みつぶされ、リディアたちのいる寝室の窓にも血しぶきが飛び散っていた。

　リディアとリンゼは抱き合って震えながら、部屋の扉を見つめていた。この扉が開かれるのはいつだろうか。そして、扉の向こう側に立つのは革命派の人間だろうか、皇帝派の人間だろうか。もし皇帝派の人間だったなら、おそらく待つのは死だ。皇妃を逃し、その身代わりをしていたなど決して許されないであろう。

　扉の向こうが急に慌ただしくなる。バタバタという何人かの足音が確実にこちらに近づいてきていた。

「レオン、レオン」

　リディアは祈るような気持ちで愛する人の名前を呼ぶ。どうか来てくれるのがレオンでありますように……。

「急げっ。さっさと皇妃を捕らえるんだ」

　扉ごしに聞こえてくる怒声。リディアの祈りは神には届かなかったようだ。目の前がすぅっと真っ暗になっていく。全身から血の気が引く。……向こう側にいるのは、皇帝派の人間だ。

　あの声はリディアも知っている人物だ。おそらく、ガザ司教。

　リディアは倒れそうになる自分を必死に奮い立たせて、リンゼに向き直る。リンゼだけでも助けなくては。

「いい？　リンゼ。あなたは私に脅されて仕方なく言うことを聞いたって言うのよ。そうすれば、あなただけでも助かるかも……」

　そのとき、大きな音とともに扉が開け放たれて、数十名の兵を引き連れたガザ司教が現れた。戦いの最中だというのに、以前と変わらぬ涼しげな顔をしている。皇妃が寝込んでいるはずの寝台にリディアが座っているのを目にすると、あの背筋がぞっとする冷たい笑みを浮かべた。

「おやおや。かわいらしい踊り子のお嬢さん。またお会いできましたね」

「えぇ。素敵な司教様。私もお会いしたかったです」

　リディアは精いっぱいの虚勢で微笑みを返した。が、その声は恐怖で震えていた。ガザ司教とリディアは睨み合った。

「どうして、皇帝陛下に逆らうなどという大罪に加担したのです？　悪い男に騙されましたか？」

「大罪……たしかにそうかもしれない。けど、国は陛下のものではないでしょう。国民みんなのものだわ。あなたこそ、陛下に忠誠心があるようには見えないけど」

　ガザ司教は突然、甲高い声で笑い始めた。それはどこか狂気にも満ちていて……。

「はははっ。その通りですね。あの男に忠誠を誓う気持ちなど欠片もないですよ。なにせ、私の家はあの男の気まぐれで取りつぶされたのですから。両親はとても真面目で、陛下に誠心誠意尽くしていたにもかかわらずね」

「それなら、なぜ陛下を助けるの？　革命に参加し、もっとよい国をつくろうとは考えなかったの？」

「そんなのはきれいごとですよ。為政者なんてものはすぐに堕落していく。それなら、そういった人間を徹底的に利用するほうがずっと賢いやり方です」

　リディアはなんとも言えぬ悲しい気持ちになった。皇帝にしろ、この男にしろ、みながなにかを抱えているのだ。完全な悪人など存在しないのかもしれない。それでも、リディアには自分の信じる正義を貫くことしかできない。レオンのつくるこの国の未来は、きっと素晴らしいものになると信じたかった。

　ガザ司教はゆっくりとリディアに近づき、その細い腕を捕らえようとした。皇妃と違って、リディアには人質としての価値はない。もはや、ここまでか。そう覚悟を決めた瞬間だった。

　扉の向こうから、たくさんの兵士たちが雪崩のように押し寄せてきた。金属のぶつかり合う鈍い音と断末魔のような悲鳴。重なり合うようになにかが倒れる音。敵なのか味方なのか、いったいなにが起こっているのか、リディアにはまったくわからなかった。




「リディア！　無事か!?」

　そんな混乱の中で、愛しい男ひ性との声だけは、はっきりと耳に届いた。

　初めて会ったときより少し伸びた艶のある黒髪、顔も体も血と汗にまみれてボロボロだけれど、紫紺の瞳の輝きは失われてはいない。その瞳はまっすぐにリディアを見つめている。リディアの前に現れたのはレオン、その人だった。

（神様っ!!　レオンが来てくれた。もう一度会うことができた）

　リディアは心の底から、神に感謝した。

「残念ながら、そちらの負けだ。皇宮内はほぼすべて、革命派が制圧した。カディス候爵軍への人質となりうる皇妃は帝都にはいない」

　レオンはガザ司教に剣先を向け、静かな声で降伏を促した。

「そのようですね」

　ガザ司教はまるで他人事のような無関心さで言うと、つまらなそうに剣を投げ捨てた。カランという乾いた音が室内に響く。戦いの終わりを告げる音だ。

　レオンとともにやって来た近衛騎士団の隊員たちがすぐさま彼を拘束した。

（終わった……レオンが勝ったんだ）

　勧善懲悪の物語のような、清々しいラストシーンでは決してなかった。本物の戦とはそんなに美しいものではないのだろう。だからこそ、その戦を無駄にしてはいけないのだ。レオンやカディス候爵はそれを十分に理解している人間だ。だから、大丈夫。この国はきっと、今より豊かで幸せな国になるだろう。

　レオンはリディアに駆け寄り、その体を抱き上げた。髪に、頬に、胸もとに、愛する女の無事を確かめるように優しくキスを落としていく。

「よかった、どこにも怪我はないな。もう心配いらない。すべて終わったんだ」

　レオンはほっと息をつくと、力いっぱいリディアを抱きしめる。レオンの温かい胸の中で、極限状態まで張りつめていたリディアの感情が溶け出していく。ふっと気持ちが緩んだのと同時に、ボロボロと涙がこぼれた。

「こ、怖かったよ～。もうダメかと思った。レオンにも二度と会えないかと……」

　リディアは幼い子どものようにしゃくり泣いた。レオンはその涙を優しく拭う。

「うん、よくがんばったな。お前のおかげだ」

　レオンの優しい声に、ますます涙が止まらなくなったリディアは、そのまま彼の胸に顔をうずめた。今は思いきり甘えたい気分だった。

「革命は成し遂げられた。約束通り、お前の望みをなんでも叶えてやるぞ」

　そうだ。革命に協力する、代わりに革命が成功した暁には望みを叶えてもらう。レオンとそう約束していたのだった。

　リディアの望むもの……考えるまでもなく答えはひとつだった。

「望みなんてひとつしかないわ。ずっとあなたと一緒にいたい」

　リディアはきっぱりとした口調で自らの願いを告げると、レオンの背に回した腕に力を込めて、ぎゅっと彼を抱きしめた。この気持ちが伝わるようにと想いを込めて。

　それを聞いたレオンはくすりと笑った。

「いいのか？　それだと俺の望みを叶えることになるが……」

　リディアはゆっくり顔を上げ、満面の笑みで返事をする。

「もちろん！」

　レオンの蕩とろけるような甘い瞳がリディアをとらえる。唇と唇が重なり合う……ちょうどその瞬間のこと。

「団長ーー!!　緊急事態ですっ」

　開け放たれていた扉の向こうから、ムスクが転がり込んできた。

　レオンは思いっきり不満気な顔を隠そうともせず、ムスクを睨みつける。

「お前は毎度毎度、タイミングの悪い……取り込み中だから、後にしてくれるか」

「緊急事態なんですって！　イチャついてる場合じゃないっすよ。今、捕らえられた皇帝のところに行ってみたらなぜかディセル様まで一緒に捕まってて……」

　慌てて正殿の広間に向かおうとするレオンやリディアよりも先に、一番に飛び出したのはリンゼだった。広間では、カディス侯爵の率いる軍が皇帝と皇帝派の主だった重鎮たちを捕らえていた。その中にムスクの言った通り、皇妃の姿があった。

　黒一色の地味な衣服に身を包み、長い髪はひどく乱れてしまっている。それにもかかわらず、皇妃は輝くばかりに美しかった。

「皇妃様っ。いったい、どうして!?」

　リディアは思わず叫んでいた。どうして皇妃がこの場所にいるのか、どうしてそんなに穏やかな顔をしていられるのか、なにひとつわからなかった。

「あぁ、リディア。よかった、無事だったのね。リンゼも怪我はない？　無茶なお願いをしてしまって、ごめんね」

　皇妃はリディアとリンゼの姿を見つけると、ほっとしたというように微笑んでみせた。リンゼは今にも泣きだしそうな顔で、ぶんぶんと大きく首を振った。

「皇妃様、どうしてここに？」

　リディアの問いに答えたのはレオンだった。じっと皇妃を見据えながら、静かな声で言った。

「ご自分の意志で戻られたんですね。なんとなく、そんな予感はしていましたが……」

「ふふふ。さすがはレオンね。最後くらいは妻らしく、あの人のそばにいようかと思って。そのくらいのワガママは許してちょうだい」

　皇妃は広間の奥でうなだれている皇帝を見つめながら、まるで少女のような無邪気さで笑った。

　リディアは、そんな願いは到底聞き入れられないと思った。レオンは皇帝の命まで奪うつもりはないと言っていたけれど、革命派の中には過激な者も多くいる。皇太子ユリウスは許すにしても皇帝は処刑すべきという声が、日に日に大きくなっていることは、リディアの耳にも届いていた。皇妃は皇帝とともに死ぬ覚悟なのだろうか。

（大丈夫よね、そんなのレオンだって許すはずがないもの）

　リディアは救いを求めるように隣のレオンを見やった。レオンは細く長く息を吐くと、そっと目を伏せた。

「かしこまりました。皇妃様の仰せのままに」

「レオンっ。なに言ってるのよ？　そんなの絶対にダメっ」

　リディアはレオンに掴みかかるような勢いで反対を訴えた。

「いいんだ、リディア。好きにさせてやれ」

「ありがとう。レオン、ユリウスをよろしくね。助けてあげてちょうだいね。それから……リディア、レオンを頼んだわ。幸せにしてあげてね」

　皇妃は初めて会ったときと同じ、花がほころぶような笑顔でそう言ったのだった。




　その夜のこと。レオンに呼ばれ、リディアは彼の部屋を訪ねた。そっと扉を開けると、寝台に座っていたレオンがリディアに気がつき、まぶしそうに目を細めた。

「おいで」

　優しく手招きされ、リディアはゆっくりとレオンのもとへと歩み寄る。

「疲れているんじゃない？　大丈夫？」

　レオンの顔を覗き込みながら言った。さすがの彼も、疲労の色を隠しきれないようだ。

「死ぬほど疲れてるな」

　レオンは珍しく、素直に弱音を吐いた。

「だけど――、どうしてもお前に会いたかった」

　そう言って、リディアの体を抱き上げると、隣に座らせた。肩に手を回し、ぐっと自分のほうに引き寄せる。

　リディアの心は、レオンにゆっくり休んでほしいという気持ちと、しばらくの間こうして隣にいてほしいという気持ちで大いに揺れた。レオンの力強い鼓動が聞こえ、彼の体温が伝わってくる。それだけで涙が出そうになるほど幸せで、もう少しだけこのままで……と願ってしまう。

　すると、おもむろにレオンが寝台から下りて、リディアの前に膝をついた。リディアは知らないが、それは騎士が自らが選んだ主に、永遠の忠誠を誓うときのポーズだった。

「なぁに、どうしたの？」

　レオンはまっすぐにリディアを見つめ、ゆっくりと口を開く。

「改めて、言っておく。リディア。どうか俺の妻となって、この先もずっと隣にいてほしい」

　――自分の生涯にこんな素敵なシーンが訪れるなんて、リディアは想像もしていなかった。感激のあまり言葉が出てこない。

　そんなリディアを見て、レオンはふっとやわらかく微笑んだ。

「返事はもちろん……」

「はい！に決まってるじゃない！」

　リディアは満面の笑みでレオンの首に手を回すと、そのまま彼に抱きついた。勢いあまって寝台から落ちてしまい、床にレオンを押し倒すような格好になってしまった。

　レオンはリディアを抱きとめると、声をあげて笑った。

「ずいぶん大胆だな。まぁ、俺としてはうれしい限りだが」

　レオンはにっこりと微笑むと、くるりと体を反転させた。あっという間に、リディアの体はレオンに組み敷かれてしまう。ぱさりと落ちた前髪から覗く紫紺の瞳はゾクリとするほどに色っぽい。

「えっと……その……今日はゆっくり休んだほうが……」

「残念ながら、もう我慢できないな。――覚悟してくれ」

　耳もとでささやかれる甘い言葉は、麻薬のようにリディアを酔わせる。レオンの顔がゆっくりと降りてくる。リディアは言われたとおりに覚悟を決めて、そっと目を閉じた。

　熱い唇が触れる、その瞬間――。

「団長～!!　祝勝会っすよ！　今日は朝まで浴びるように飲みましょう」

　すでに酔っぱらっているようなムスクの能天気な声とともに、部屋の扉が開け放たれた。と同時に、近衛騎士団第一隊の隊員たちが酒瓶を片手に、ドヤドヤとなだれ込んでくる。

　ふたりきりの静かな夜は、一瞬にして賑やかな宴会の場へと変わってしまった。宴は大いに盛り上がったが、ただひとりレオンだけは、最後まで機嫌が悪かった。




　数ヶ月後。リディアはクラークス邸で、珍しく机に向かっていた。もらった手紙に返事を書こうと奮闘しているところだ。

　革命により廃位された、前皇帝メディウスは帝都から遠く離れた離宮に、生涯幽閉される身となった。処刑を望む声も多かったが、革命の主導者であったレオンの『血を血で洗うような歴史はもう終わらせよう。この国は新しい時代を迎えるんだ』という主張が決め手となり、命だけは助けられた。元皇妃ディセルは自らの意志で、夫に付き従った。

　そして、リンゼも周囲の説得にも耳を貸さず、皇妃についていってしまった。

　そんな離宮暮らしのリンゼからリディアに手紙が届いたのだ。

　貧しい農村育ちのリディアは、文字の読み書きが苦手だ。レオンやアーネットに教わって、なんとか手紙のやり取りができるようになってきたところだ。対して、没落したとはいえ、やはり貴族は貴族。リンゼの手紙は美しい文字で、彼女の近況が綴られていた。




『リディアへ

元気にしているかしら？　私はとても元気よ。ここ、ティッカの離宮は寂しい片田舎だけど、空気がおいしくて私はわりと気に入っています。

　白薔薇の宮と違って侍女は私を含めて三人だけなんだけど、仲よく楽しくやっています。心配しないでね。

　ディセル様もお元気です。むしろ、ますますお綺麗になられているくらい！

　びっくりしないでね。なんと、最近はメディウス前陛下と毎朝ふたりで庭を散歩しているのよ！　信じられないでしょう。珍しい鳥を見かけたとか、そんな他愛ない会話を交わされるようになったのよ。

　白薔薇の宮にいたころ、豪華なドレスを着て、たくさんの侍女に囲まれていても、ディセル様はいつも寂しげだった。私はここに来てよかったのかもしれないと思っています。最近のディセル様は本当に楽しそうに笑ってくださるから。

　近くに小さな湖があるのだけど、たくさんの花に囲まれていて、とても綺麗なのよ。リディアにも見せたいから、いつか遊びにきてね。待っています。


リンゼ』






　リディアはそっと手紙をたたむと、ペンを握った。ぎこちないながらも、丁寧に文字を綴っていく。舞踊団のこと、ユリウス新陛下の活躍、そしてレオンとの結婚。リンゼに伝えたいことはたくさんあった。

　そのとき、コンコンと誰かが部屋の扉をノックした。リディアが「はい」と返事をすると、レオンが顔を覗かせた。

「お前がおとなしく机に向かっているとは、珍しいこともあるもんだな」

「失礼ねぇ……。ティッカの離宮にいるリンゼから手紙が届いたのよ。だから返事を書こうと思って」

「手伝おうか？」

「うーん、とりあえず自分でがんばってみる！　あ、前陛下もディセル様もお元気にしているみたいよ。最近はふたり仲よく過ごされているみたい」

　リディアがうれしそうに報告すると、レオンは穏やかに微笑んだ。

「そうか、それはよかった」

「ねぇ、レオン。お願いがあるんだけど……」

「なんだ？」

「いつか、一緒にティッカの離宮を訪ねてみない？　とっても綺麗な湖があるんだって！」

「いいよ、春になったら行ってみようか。そうだ、約束通りラビにも連れていってやらないとな」

（いつか、船の上で交わした約束。覚えていてくれたんだ……）

　それだけで、リディアはうれしかった。

「いいの？　ありがとう。だけど、ラビは遠いし、レオンは忙しいから……無理はしないでね」

　そう言ったリディアを、レオンは優しい眼差しで見つめた。

「お前が望むのなら、どんな無理だって苦にならないさ」

　レオンらしいちょっと強気な、そして、とびきり甘い笑顔。結婚に向けて同居を始めた今となっては、ほぼ毎日見ているのに……ちっとも慣れることなんてない。この笑顔を向けられるたびに、リディアの胸は高鳴って落ちつかなくなる。

（……これから毎日ずっと一緒に暮らすなんて、心臓がもたないかも！）

　リディアは心の中で、そんなうれしい悲鳴をあげた。




　この革命を経て、ローザン帝国は立憲君主制国家としての道を歩み始めることとなった。

　新しい皇帝には皇太子だったユリウスが即位し、祖父であるカディス候爵が宰さい相しょうの地位についた。

　皇帝の異母兄レオンは皇帝の側近として法の整備に尽力し、カディス候爵の死後は宰相として帝国の最盛期を支えた。皇帝は彼の皇族復帰を強く望んだが、レオンがそれを受け入れることはなかった。彼はあくまでも臣しん下かとして、その生涯を国に捧げたのだった。

　その妻、リディアはエスメラルダ引退後に、皇宮舞踊団の〈一等星〉になり、長く活躍した。彼女の存在は〝ローザンの黄金の舞姫〟の呼び名で国内外に広く知られるまでになった。

　貧しい寒村の出でありながら、宰相の妻となった彼女の幸福な人生にあやかって、平民たちの間では娘にリディアと名づけるのが流行したそうだ。
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番外編　結婚式と甘い密約













　新皇帝ユリウスの即位から半年後。新生ローザン帝国が革命直後の熱狂と混乱からようやく落ち着きを取り戻した頃。

　ここ、クラークス邸の侍女たちは落ち着きなんて言葉は知らないと言わんばかりの、熱狂の渦の中にいた。

「胸もとのリボンは絶対にあったほうがいいわ！　それにドレスの裾はうんと長いものよね」

「そんなの今の流行りじゃないわよ。今はやっぱり繊細な金糸の刺繍とたっぷりのレースよ」

「髪は高く高く結い上げて、ダイヤをちりばめたティアラがいいですわ」

　一番年若い侍女がうっとりとした顔で言えば、ほかのふたりもうんうんとうなずく。

「そうね！　髪飾りはやっぱりティアラね」

「もちろん！　結婚式ですもの」

　この一週間、騒ぎに騒いで、ようやく髪飾りだけは決定したらしい。おびただしい数の純白のドレスに埋もれたリディアはもはや、うんざりとした顔を隠そうともしていない。

　リディアだって人並みの憧れはあった。綺麗な純白のドレス、宝石のついたティアラ、長い長いウエディングベール。だけど、彼女たちのドレスにかける執念には到底ついていけそうにない。これほどの熱量はいったいどこからくるのだろうか。

　侍女のひとりが、思い出したようにくるりと振り返ってリディアを見る。

「それで、若奥様はどれが一番お好みですか？」

　若奥様という、気恥ずかしいことこの上ない呼び名にもすっかり慣れてきた。なにせ、このやり取りももう十数回は繰り返しているのだから。

「どれも素敵だと思うけど、私は一番最初に着せてもらったシンプルなものが好みかな」

　これは本心からの言葉だった。クラークス家が財力に物を言わせて、人気のテーラーからかき集めたウエディングドレスたちだ。どれも最高級品なので、もちろん素敵なのだけど……リディアは最初に試着した、あまり飾り気のないものが自分には一番しっくりくるように思っていた。ほかのものは豪華すぎて身の丈に合ってないような気がするのだ。

　が、ドレスを着る当人であるにもかかわらず、決定権はリディアにはない。

「そうですね、最初のドレスはたしかに若奥様によくお似合いでした。けどやっぱり、もう少し華やかなもののほうが……」

「一番値は張りますけど、あっちのサファイアのちりばめられたドレスも捨てがたいわよね」

　と、まぁこんな感じで、結局は振り出しに戻ってしまうのだった。リディアがどのドレスを選んだところで結果は同じだろう。

　ここに並べられたドレスはみんな参考商品、本番用のドレスはリディアのサイズに合わせて一から仕立て直すことになっている。それを考えるともうギリギリの時期すら過ぎているというのに、困ったものだ。

　そんなとき、疲れきったリディアに救いの神が現れた。遠慮がちに部屋をノックして、声をかけてきたのは、クラークス家に長く仕える老執事であった。

「お取り込み中、失礼します。若奥様のお姉様、マイア様がお着きになられましたよ」

　リディアはその言葉にぱっと顔を輝かせた。喜びで疲れも吹き飛んでしまった。一ヶ月後に迫った結婚式にリディアの家族を代表して、マイアが参列してくれることになっていたのだ。

　そこでレオンが、『せっかく遠くから来てもらうんだ。ゆっくり滞在してもらって、姉妹水入らずで帝都の観光でもしたらどうだ？』と提案してくれたのだ。

　結婚式に向けて、アーネットから指導されている『貴族の奥方としての嗜み』をリディアはすっかり忘れて、マイアの待つ応接間まで飛んでいく。

「マイアー!!」

　リディアは部屋に入るなり、所在なさげに立ち尽くしているマイアに抱きついた。

「リディア！　会えてうれしいわ。元気そうで本当によかった……」

　そう言って微笑むマイアの目尻には、うっすらと涙が浮かんでいた。リディアよりずっと心配性な彼女のことだ。自分の身代わりになって売られていった妹には、もう二度と会えないと悲観していたのだろう。

　ふたりは応接間からリディアが私室として使用させてもらっている部屋へと移動した。寝台に並んで腰かける。

「ふふっ。こうしてマイアと並んでると、ラビの家に帰ってきたみたい」

　リディアは昔よくしていたように、マイアの肩に頭をもたれかけて甘えてみる。

「うちの布団はこんなにフカフカじゃないけどね」

「そうね、厚さは半分以下だったわ。……父さんと母さんは？　具合はどう？　リンネは元気にしてる？」

「リディアのおかげで栄養のある食事を取れるようになって、ふたりとも今は調子がいいのよ。残念ながら結婚式に参列できるほどではないんだけど……」

「そうなの！　よかったぁ」

　それからリディアは家族のこと、村のみんなのこと、自分が去ってからのことをマイアに次々と質問した。

　父親は少しずつ仕事に復帰できている。妹のリンネはすっかりおしゃべりが上手になった。マイアはつい先日、ようやく婚約者のガロンとささやかな結婚式を挙げることができたそうだ。どれもこれもうれしい話ばかりだった。

「それからね……」

　マイアはとっておきの秘密を打ち明けるように、目を輝かせてリディアを見つめた。

「これ、母さんからリディアにって」

　マイアが取り出した大きな包みの中身は、純白のウエディングドレスだった。もちろん、さっきまでうんざりするほど眺めていた豪華なドレスに比べれば、うんと質素なものだ。生地だって素朴なものだし、シンプルな作りで、幾重にも重なるレースやキラキラと輝く宝石は当然ない。

　けれど、裁縫が得意な母親らしく、細部まで本当に丁寧に仕上げられていた。それに、胸もとにはラビではとても高価な銀糸を使って、繊細な薔薇の刺繍が施されていた。

「ほら、この部分は私もちょっと手伝ったのよ」

　言いながら、マイアが薔薇の花びらを指さす。

「だけど、こんなに立派なお屋敷に住むような方がお相手となると……こんな地味なドレスじゃ格好つかないかしらね？」

　マイアはリディアの広い私室を見回して、しゅんと肩を落とした。リディアは即座に反論する。

「ううん、そんなことない！　すっごくうれしいし、絶対にこのドレスを着るわ。レオンだって褒めてくれると思う」

　どんな高価なドレスより、母親の愛情の込もったこのドレスがリディアには一番素敵に見えるし、一番自分に似合う気がした。レオンだってきっとそう思ってくれるはずだ。

「レオンって呼んでるのね。絶対お金持ちになるって宣言して村を出ていったけど、まさか本当に玉の輿に乗っちゃうなんて、リディアらしいわ」

　マイアは目を細めてクスクスと笑う。リディアはちょっと考え込むような顔をした。

（あぁ、そうだった。村を出るときはとにかくお金持ちの目にとまればってそれだけ考えていて……だけど、いつの間にか……）

「あのね、マイア。たしかにレオンは貴族だしお金持ちだけど、だから結婚するわけじゃないのよ。うまく言えないんだけど……」

　難しい顔で考え込むリディアを、マイアは楽しそうに見つめる。

「ちゃんと彼に恋をした？」

　リディアの頬がぱっと赤く染まる。リディアは照れながらもぽつりぽつりと話しだす。

「う、うん。レオンのことがすごく好き……って思う。私ね、レオンと出会ってから世界が新しくなったように感じるの。今まであたり前だと思ってたことがそうじゃないって気がついたり、自分にできることを考えるようになったり。それに、夢も見つかったし」

「彼の花嫁になることじゃないの？」

「うん、それもうれしいけど。もっともっと大きくて困難な夢よ」

「聞いてもいい？」

「エスメラルダっていう憧れの踊り子がいるんだけどね、いつか彼女を越えること」

　レオンと結婚しても皇宮舞踊団の仕事は続けるつもりだ。そしていつかはエスメラルダを越える〈一等星〉に、それが今のリディアのひそかな夢だった。

　こんなふうに、自分の足で自分の人生を歩もうと思えるようになったのも、レオンに出会えたからだった。レオンの生き様を近くで見て、彼に恋をして、自分も彼に恥じない生き方をしたいと思うようになったのだ。レオンは自分を大人の女性へと変えてくれた。

「そう。とっても素敵な恋をしたのね」

　マイアの言葉にリディアは力強くうなずいた。




　リディアの故郷から姉のマイアがやって来て以来、ふたりは延々とおしゃべりに花を咲かせたり、帝都の観光へ出かけてみたりと毎日忙しそうにしている。

　一方、新妻に放ったらかしにされているレオンはなんだか暇を持て余してしまっていた。結婚式まであと数週間とはいっても、男のほうはたいした準備もないし、侍女たちもちっとも盛り上がっていない。

　そんなわけで、同じように暇を持て余すムスクのくだらないおしゃべりに付き合っているところだった。

「いや～、姉のほうはびっくりするほどしとやかな美人ですねぇ。田舎娘には到底見えないな。というか、ほんとに血が繋がってんのかな」

「よく似た姉妹じゃないか」

「え～似てないっすよ。品のよさが違うっつーか」

「……わざわざ出向いてきてまで、人の嫁にケチつけるな」

　レオンにじろりと睨みつけられても、ムスクには慣れたものだ。怯むことなく話し続ける。

「まさか本当に結婚までするとはねぇ。クラークス侯爵もよく許しましたね」

「あの人は狩り以外にはなんのこだわりも頓着もない人だからな」

　養父であるクラークス侯爵は狩りが趣味、というかそれだけが生きがいの男である。いい人ではあるのだが、クラークス家のいっさいをレオンに任せて、自分は山の中に建てた別邸に引きこもって滅多に出てこない。結婚式には出席すると言っているが、それも怪しいものだった。

「なにがそんなによかったんですか？　あの娘の」

　ムスクにそう問われて、リディアの顔を思い浮かべる。自分でも改まって考えたことなどなかったが……リディアを心底大切に思うこの気持ちに嘘はない。誰よりも愛しいし、自分のこの手で世界一幸せにしてやりたいと思っている。

「なんだろうな。どこといわれると難しいが……強いて言えば、あの逞しさに惚れたのかもな。家族のために身売りさせられて、娼館に落とされて、揚げ句、俺みたいな正体のわからん男に買われて。けど、そんな状況でもちっともめげない」

「まぁ、驚異的に楽天的ではありますね」

　ムスクには言われたくない！と怒るであろうリディアを想像して、レオンはふっと微笑んだ。

　自分は父である前皇帝に見捨てられたときも、初恋だったディセルを奪われたときも、リディアのような強さは持ち合わせていなかった。

　絶望で目の前が真っ暗になり、なにもかもどうでもいいような気持ちになった。そして、その暗闇をどこかにずっと引きずっていた。

　強くあろうとしても、ふとした瞬間にあの闇にのまれそうになるのだ。

「アイツはさ、たまに弱気になってもあっという間に立ち直ってさらに強くなる。そういう逞しさを見せられて、俺もいつまでも過去にとらわれてる場合じゃないなって気がついたんだ」

　ずっと年下の、身分も地位もなにも持たない少女。にもかかわらず、憧れに近いような感情を抱いた。リディアがそばにいてくれれば、自分はもっともっと強くなれる。そう思えるのだ。

「ふぅん。まぁ、いいんですけどねー。けど、ディセル様じゃないならエスメラルダを……あまりにも気の毒っていうか」

「エスメラルダ？　なんで、そこにエスメラルダが出てくるんだ？」

　ぶつぶつとつぶやくムスクにレオンは心底わからないという顔で聞き返した。

「団長って意外と鈍い……というかなんというか……」

　ムスクはあきれ顔だが、レオンはそれを見てぷっと噴き出した。口に手をあてて、笑いをこらえながら言い返す。

「エスメラルダが気の毒なのには違いないが、鈍いのは俺じゃないと思うぞ」

　レオンの言葉の真意にムスクはまったく気がついていない様子だ。剣術だけは一流だが、やっぱり頭は残念なようだ。レオンはとうとう笑いをこらえきれなくなり、くっくっと声をあげて笑った。

　早春の暖かな陽光が降り注ぐなか、レオンとリディアはクラークス邸の中庭でささやかな結婚式を挙げた。

　母親の手作りだという清楚なウエディングドレスに身を包んだリディアはまばゆいほどに美しく、レオンは思わず目を細めた。胸もとにはいつだったか自分が贈ったピンクサファイアのネックレスが輝いている。

　リディアが必要以上にかしこまらなくてすむようにとのレオンの配慮から、侯爵家としては驚くほどに慎ましい式となった。招待客も親しい者だけに限った。ムスクら近衛騎士団の第一隊所属の者、エスメラルダをはじめとした皇宮舞踊団の踊り子たち、約一年ぶりに帝都に戻ってきたクラークス侯爵と侯爵の娘たちなどだ。

　それでも、リディアは朝からガチガチに緊張していた。そんな初々しい様子もなんともかわいらしく思える。自分でも馬鹿だなと自覚できるほどに、レオンは蜜月の甘さに浸りきっていた。

「そのドレス、よく似合ってる。俺以外の人間に見せるのが惜しいくらいだ」

　半ば本気でそんな台詞をつぶやいてみれば、リディアは耳まで真っ赤に染めて上目遣いにレオンを見つめる。本人は睨んでいるつもりなのだろうが、レオンにはその眼差しは誘っているようにしか見えない。

「今夜が楽しみだな」

　その台詞はさすがに心の中だけに留めておくことにして、レオンは紅潮した彼女の頬を優しくなでた。

「兄上～」

　そのとき、まだ幼さの残る声が風に乗って、レオンの耳に届いた。声のするほうに視線を向けてみれば、こちらに向かって無邪気に手を振る年若い少年と、それに付き従うように寄り添う恰幅のいい男がゆったりと歩いてくるところだった。国民の期待を一身に背負う、新皇帝陛下と彼を支える宰相のカディス侯爵だ。

「……お忙しいところ、ようこそおいでくださいました。陛下」

　レオンはユリウスをからかうように、あえて仰々しい礼をしてみる。

「うむ、招待をうれしく思うぞ。……なーんて、今日はお忍びですから、いつも通りユリウスと呼んでください」

　明るく笑うかわいい弟は驚くほどに、母である元皇妃ディセルに似ていた。ユリウスは興味津々といった瞳で、レオンの隣でかしこまっているリディアを見やった。

「初めまして！　美人の義姉ができて、僕もうれしいです。母がとてもお世話になっていたようで、ご挨拶が遅くなってすみませんでした」

　母譲りの柔和な笑顔と持ち前の社交性で、ユリウスはあっという間にリディアの緊張をほぐしてしまった。ふたりはにこやかに会話を始める。レオンとしてはうれしさ半分、おもしろくない気持ちが半分といったところだが……あまりに大人げないのでそれは顔には出さない。

「お忙しいところ、ユリウスに付き合っていただいて申し訳ありませんでした」

　レオンは楽しそうに孫を見守るカディス侯爵に軽く頭を下げる。最近の彼はおそらく帝国一、多忙だといっても過言ではないだろう。

「いやいや。ご結婚、誠におめでとうございます。あなたの優秀な血を受け継ぐ子どもがたくさん生まれてくれれば、この帝国はますます安泰ですな」

　ですが……と言って、侯爵はちらりと、リディアを見た。

「私としては、彼女にはナキの嫁になってほしかったという未練が残りますね。恋人だという話は嘘だろうと察してはいましたが、なかなかにお似合いだと思っただけに残念です」

　侯爵は心底残念そうに、肩を落としてみせる。

「本当に残念ですが……その未練はきっぱり捨ててください。アイツだけは譲れないんです」

　レオンは侯爵に向かって、不敵に微笑んでみせる。

「そういえば、今日はそのナキは？」

　カディス侯爵を通じてだが、ナキにも招待状を渡していた。が、ナキの姿は見えないようだった。

「面倒だと言ってましたが……案外、見たくないのかもしれないですねぇ」

　侯爵はレオンを挑発するかのように、クスクスと笑いながらそんなことを言う。

　未練は捨ててくれと頼んだばかりなのに、意外としつこいオヤジだとレオンは苦々しく思った。

「陛下、皇妃様にうりふたつね～。ビックリしちゃった」

　ユリウスとの会話を終えて、いつのまにか隣に戻ってきていたリディアが笑顔を見せる。

「俺とはあまり似ていないが、なかなか男前だろ？」

「そうね！　爽やかで皇帝陛下っていうより皇子様って感じだわ」

　無邪気にユリウスを褒めるリディアを見ていると、少し意地悪をしてやりたくなった。

「そういや、お前の野望は皇帝の寵姫になることだったな。俺も紹介するといった約束がずいぶん遅くなったが……本当にこのまま俺と結婚しちゃっていいのか？　ユリウスには特定の恋人はいないし、まだ間に合うぞ」

　むっとして怒るであろうリディアの顔が見たくて覗き込んでみれば、レオンの予想に反して彼女はふわりと微笑んだ。

「どんな素敵な男性を紹介されたって、私はレオンを好きになったわ。それはこれからもずっと変わらないことよ」

　きっぱりと言いきった彼女の顔は凛としていて、レオンの知らない大人の女のようだった。そして、リディアのその言葉に想像以上に甘く心をくすぐられた自分は、案外と子どもなのかもしれない。

　彼女の将来が楽しみになると同時に、レオンは少し焦った。女は怖い、うかうかしていると置いていかれそうだ。そんなことを思いながら、ふっと苦笑いを漏らした。

　その夜。レオンが寝室に入ると、すでに侍女たちによって初夜のための支度を整えられたリディアが寝台の隅っこにちょこんと腰をかけて、自分を待っていた。

「うちの侍女たちは優秀だな。世界一、綺麗な花嫁だ」

　リディアを怖がらせないようそっと隣に座ると、レオンは率直な感想を述べた。

　肌がうっすらと透ける淡い水色の夜着に身を包み、薄化粧を施されたリディアは昼間とはまた違った愛らしさだ。ピンクに色づいた頬と唇が初々しい色香を放ち、ふわりと鼻をくすぐる瑞々しくも甘い香りがレオンを酔わせる。

　レオンが肩に手をかけると、リディアはびくりと大きく体を震わせた。レオンとしては精いっぱい優しく触れたつもりだったのだが……。

「緊張してるか？　初めて会ったときは意外と肝が据わっているように見えたが……」

「あのときは……ただのお仕事だと思ってたもの。好きな人とするのとは、全然気持ちが違う」

　リディアはますます顔を赤くしてうつむいてしまった。リディアの言葉も、表情も、自分を見つめる瞳も、すべてがレオンを熱くさせる。心の底から愛おしいという気持ちが湧き上がってくる。

「心配するな」

「そりゃ、レオンは慣れてるから……」

「そうじゃないよ。俺もお前と同じくらい緊張している。同じだ」

「えっ!?　だって、女の扱いは得意だって」

　戸惑うリディアに正直な気持ちを告げる。

「愛する女を抱くのにはちっとも慣れていなかった。俺だって、緊張してる」

　レオンはくすりと笑うと、リディアの額に優しいキスを落とす。

「なぁ、リディア。ふたりだけの新しい約束をしようか」

「な、なに？」

　リディアがちょっと不安げな瞳でレオンを見上げた。

「俺は生涯お前だけを愛すると誓うから――」

「から？」

「お前もそうすると約束してくれ」

　レオンとしては大真面目だったが、リディアは目をまん丸くして、きょとんとした顔をしている。

「なぁに、それ。結婚したんだからあたり前じゃない」

　少し緊張がとけたのか、クスクスと楽しそうに笑う。そんなリディアをレオンはぐっと抱き寄せ、耳もとに唇を近づけた。

「それでも、約束しておかないと不安なんだ。お前の心をずっと俺のものにしておきたい」

　レオンのとびきり甘いささやきに、リディアはくすぐったそうに微笑んだ。

「わかった、約束するわ。私も生涯あなたを愛するって誓う」

　そして、今度はリディアのほうからレオンの頬にそっと唇を寄せた。

「――いつかの精いっぱいもてなすっていう約束をようやく果たしてもらえそうだな」

　心底うれしそうに言って、レオンはリディアの唇を奪った。そのキスはふたりきりの甘い甘い夜の始まりを告げた。
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番外編　素直じゃないふたりのその後













　それはムスクにとって、あまりにも想定外の出来事であった。思わず、自分の耳がどうにかなってしまったのかと疑うほどに。

「はぁ？　縁談……の話はまだわかるにしても、なんで相手がエスメラルダなんだ？」

「いとこ同士の結婚なんて、珍しくもないでしょう。ほら、エスメラルダは本家の跡取り娘だから、そろそろ身を固めないとって話になったそうよ」

　母、アーネットはウキウキとうれしそうに言ってのけた。

「いやいや。あの頑固娘が結婚する気になったのはおおいに結構だが、俺にはなんの関係もないだろう。ほかにいくらでも相手がいるだろ」

　エスメラルダのあの性格は結婚向きとは思えないが、まぁ美人は美人だし家柄もいい。相手に困るほどではないはずだ。

「私もそう思うけどねぇ……だけど、本家からの打診なのよ。エスメラルダも、ムスクでいいって言ってくれてるみたいだし。ちょうど手頃な男があなたくらいだったのかもね。それなら、断る理由なんてどこにもないじゃない」

　ムスクは絶句した。自分の息子を手頃な男扱いする母もどうかと思うが、今はそこには目をつぶろう。問題は縁談話そのものだ。断る理由より、受ける理由のほうがどこにもないだろう。だいたい、エスメラルダが自分と結婚してもいいと言うなんて、天地がひっくり返ってもあり得ないはずだった。

「天地がひっくり返るほどショックだったのか？　だからといって、ヤケになりすぎだろっ」

　ムスクはエスメラルダの凛々しい横顔を思い浮かべ、ため息をついた。




　気持ちよく晴れ渡った青空のもと。

　目の前では、兄弟同然に育ったレオンと彼の新妻となったリディアが本当に幸せそうに笑い合っている。

　ムスクはそんなふたりをやや複雑な気持ちを抱えながら眺めていた。

　理由はたったひとつ。自分の隣に立つエスメラルダの存在のせいだ。ムスクは横目にちらりとエスメラルダを見た。結婚式だというのに、相変わらずの無表情ぶりだが、彼女の心中を思えばそれも仕方ないことだろう。

「なんつーか、まぁ……あんまり気を落とすなよ」

　ムスクなりの最大限の励ましの言葉のつもりだった。

　素直に受け取ってほしいところだが、エスメラルダは小馬鹿にしたような顔でムスクを見返す。

「なぜ、私が気を落とす必要があるんだ？」

「今さら隠すようなことかよ。お前はずっと団長が好きだったんだろ？　で、失恋のショックから、俺と結婚するだなんておかしなことを口走ったんだろ？」

　ムスクの言葉に、エスメラルダは大きなため息をついて、肩を落とした。

「……本当にお前の脳みそは一本のしわもなく、ツルツルなんだな。私が好きな男は今も昔も、お前だけだが」

「ツルツルで悪かっ……はっ!?　いま、なんつった？」

「お前は本当に頭が悪いと言ったんだ」

　飄々と答えるエスメラルダとは対照的に、ムスクは慌てふためいている。

「いや、そうじゃなくてその前！　好きな男がって……」

「それはもう言わん」

　エスメラルダは惚れ惚れするほど男前な笑みを浮かべると、すっとその場を離れた。

「嘘だろ……幻聴だよな……」

　ムスクはぽかんと口を開けたまま、遠ざかっていくエスメラルダの背中をいつまでも見つめていた。
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あとがき




　初めまして、一ノ瀬千景と申します。

　このたびは、『寵姫志願!?　ワケあって腹黒皇子に買われたら、溺愛されました』をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　本作は、『小説家になろう』のサイト上で開催された『ベリーズ＆マカロン文庫　ラブファンタジー大賞』への応募作です。大変ありがたいことに、優秀賞という素晴らしい賞を頂戴することができました。

　こうしてあとがきを書いている今もまだ、信じられないような、夢を見ているような気持ちです。この千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを無駄にしないよう、今後も精いっぱいがんばっていきたいと思います。

　賞に応募するところまでは、自分の思うままに楽しく書き進めていましたが、いざ一冊の本として刊行していただけることが決まると、本当にこの作品でいいのだろうかと不安になったりもしました。刊行に向けての作業中は、自分の未熟さを痛感するばかりでしたが、それでも、こうしてなんとか形にすることができたのは、美しすぎる表紙イラストを描いてくださった龍本みお様、優しく励ましてくださった担当様、誤字脱字の多い駄文を丁寧に修正してくださった校正様、本作の出版に関わってくださったすべてのみなさまのおかげだと思っております。本当にありがとうございました。




　最後に、本作を読んでくださったみなさまへ。

　リディアとレオンのラブストーリー、いかがでしたでしょうか。執筆しながら私自身も、天真爛漫なヒロインと一緒に恋と冒険を楽しんでいたような気がします。

　実は私、ラブラブなシーンを書くのが一番苦手（恋愛小説を書いているのに致命的ですね）なのですが、本作ではかなりがんばったつもりです。恥ずかしさに耐えながら、レオンの甘い台詞を必死に考えたりしたのも、よい思い出です。

　もし、みなさまがほんの少しでも楽しんでくださったのであれば、私にとってこれ以上の喜びはありません。そうであってほしいと、祈っています。




　それでは、またお会いできる日が訪れますように。


一いちノの瀬せ千ち景かげ
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